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    　　　一章　魔王城へいこう


    



    　土俵の上に彼はいた。


    　たとえば、妾わらわたちにとっての運動会とは、次のような種目表の中にある、ひとつの世界ではなかったか？


    　リレー競走、玉入れ、綱引き、借り物競走、棒倒し、パン食い競争、騎馬戦、野球、相撲。


    　これはつい先日、城壁都市において開催された、客人神まろうど・ゴブリン連合軍対オーク・コボルト・フェアリー連合軍による運動会の種目である。


    　市長は勇者になりたかった。冒険者になって、勇者になりたかった。たとえ冒険者にならなくても勇者になりたかった。


    　少しずつ自分は勇者でなく、勇者になれないのだということがわかってくる。しかし大人になっても心のどこかに勇者になることができたらと思いつづけてきたにちがいない。


    　もし勇者になれたら……。


    　だからだろうか、やはりついに勇者になりえなかった市長が、そして客人神の少年がオークと相撲を取る姿に、あるいは客人神の少女がコボルトをボコる姿に、そしてコボルトにペロペロされる姿に、強く心を惹ひかれるのは。


    　運動会に「もし」は不要である、と誰かが言った。だが、世界を救う勇者がいたように、運動会がとりわけ人生に似ているとするなら、それは運動会に無数の「もし」が存在するからである。


    　もしもあのとき、自分が、あのように……。


    　客人神もゴブリンも市長もコボルトもオークもフェアリーも、王女ですらも、自分自身の人生に似せて、無数の「もし」を積み上げていく。


    　もしも勇者になれたら！　しかし、誰もがついに魔王を倒す勇者たりえなかった。


    　だが、それでも、運動会の英雄になら──。


    『プリシラ王女漫遊記　Episodeエピソード10　～城壁都市の三種族・ゴブリンの21球～』完


    　親愛なる臣民たちに、そして壁の外に暮らす友人たちに隔たりのない愛と感謝を込めて、プリンセス・プリシラ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「と、前回までのあらすじはこれくらいにしてじゃな！」


    　プリシラは書き終えた旅日記を脇わきに置いて、険けわしい顔で俺を睨にらんだ。そのまま周囲のメンバーをひとりひとり睨み付け、ぐるりと首を回して、また鋭い視線を俺のところに戻してきた。


    「じゃあおぬしら全員、生徒会長が女であることは知っておったのか！」


    　馬車の中に、プリシラの声が響く。


    「いや、そりゃそうだろ。クラスメートだし」


    「むしろプリシラにまだ説明してなかったんだっけ。そう言えば確かに、私たちにとっては当たり前のことだったもんね」


    　俺と綾あやちゃんの言葉に、プリシラは不満そうに眉まゆを寄せた。


    「……まあ、それはよい。妾わらわも確認せなんだことじゃし、生徒会長が女であったからといって、妾たちの旅に影響することではない」


    　プリシラは腕組みをしながら、一同を見回した。そして、その視線を俺に止めて、睨にらみ付けるようにして言った。


    「じゃが、その生徒会長が沢さわ木きとデキておったということは重大なことじゃぞ！　なんかこう、いろいろと前提が変わってくるぞよ！」


    「待て待て待て！　それについては誤解がある！」


    「被告は手を挙げてから発言するように」


    「被告って……」


    「では質問。ぶっちゃけ、おぬしと生徒会長はどこまでいったんじゃ？」


    「ほう、いきなり核心まで斬り込むのだな」


    　和泉いずみが興きよう味み津しん々しんといった口調で言う。他人ごとだと思って。


    「ってか私、生徒会長が沢木の元カノだって話、ぜんっぜん知らなかったんだけど、何、みんな知ってたの？」


    　天てん堂どうまほろもみんなの顔を見回す。


    「なお、『どこまでって……西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線で豊と島しま園えんまで』とかふざけたことをぬかした場合、溶けた鉄を使ったおもしろい刑罰を加える」


    「どうあっても面白くねーよ！」


    「もういいじゃない、プリシラ。プライベートなことなんだから、無む理り矢や理りに詮せん索さくするのはよくないわ」


    　綾ちゃんがプリシラをたしなめるように言った。その声こわ音ねはいつもと同じで、特別な感情が込められているようには思えない。


    「む……。ちぇっ、委員長が言うなら仕方ないのう……」


    　プリシラはあっさりと矛ほこを収めた。プリシラも何だかんだ、綾ちゃんに叱られると弱いのだ。


    　別にプリシラを制御する何の力があるわけでもないのに、自然とそういう力関係ができているあたり、やっぱりこの幼なじみは大したものだ。


    　俺がほっと胸を撫なで下ろしていると、プリシラが俺の耳に口を寄せ、小声で囁ささやいた。


    「じゃがおぬし的には、委員長が別にそのことに興味ないっちゅーのも、それはそれでアウツなのではないかや？」


    「……」


    　俺は横目で綾あやちゃんのほうを見た。綾ちゃんは何食わぬ顔で、窓の外を流れてゆく景色を眺めている。彼女はいつもそんな表情で、世界を見ていた。小さな頃から、ずっと。


    「まあよい。沢さわ木きの裁判はひとまず保留じゃ。その若わか王おう子じと顔を突つき合わせるのが一番話がはやかろう。それより、ちゃんと魔王城におるんじゃろな？　これ以上引っ張られるのはごめんじゃぞ」


    　プリシラは城壁都市でメンバーに加わった生徒会書記・時とき任とう蘭らん子こに声を掛ける。


    　この一行の中で、一番最後に若王子に会ったのは時任だ。


    「少なくとも、私が魔王城を出た頃にはいましたし、そもそも会長はプリシラ王女については強く興味を持っていました。できることなら招いて言葉を交わしたいと」


    　プリシラの対面に座った時任は、まだ王女であるプリシラとざっくばらんに話すわけにはいかないと思っているのか、少し硬さの残る口調で言う。あるいは、お得意のカンペが使えないから、より慎重になっているのかもしれない。


    「ふむ。さすがに選ばれて人の上に立つ者。なかなか見所があるようじゃ」


    「あと沢木浩こう介すけは土に埋まって死ね、と」


    　時任は、こちらの台詞せりふはカンペを読んで淀よどみなく言った。


    「ふむ。では、その二つの願いは同時に叶かなうやもしれぬな」


    「なんでだよ！　埋められてたまるか！」


    「そういえば元カノという言い方をしておったの。ということは既に破局後というわけかや。どうやら、あんまりいい別れ方をせなんだようじゃのう」


    「だから……」


    「じゃが、沢木はともかく、生徒会長が妾わらわに興味を持っておるというのはどういうことじゃろ」


    　まだ言いたいことはあったが、話の矛ほこ先さきが逸それたので、俺は黙っておくことにした。


    　話を振られた時任は、慎重に言葉を選ぶようにして、プリシラの質問に答えた。


    「会長の興味は、ひとつは、プリシラ王女そのものについて。麺神教の一件以来、報告を受けた中で、プリシラ王女本人のキャラクターに興味を持たれたということがあります。個性的で型破りで、しかも異世界の王女なのに日本のサブカルに詳しいとか」


    「褒ほめておるんじゃよな？」


    「会長は何でも、型破りなものが大好きですから」


    「妾の質問の答えにはなっておらぬような気がするが、まあよい。ひとつは妾について──では、他の部分は何だというんじゃ」


    「もう一つは、プリシラ王女が、この地を治める王家の次期女王であり、そして千年前に最初の客人神まろうどとともに魔王を倒したパーティの末まつ裔えいでもあるということ」


    「ふむ、妾わらわの立場──地位、あるいは血統ということかや」


    　そのプリシラの言葉には、時とき任とうは頷うなずいて応こたえた。


    「会長は魔王城の宝物庫に籠こもって、調べ物をしていました」


    「魔王城の宝箱というのは勇者一行がまるっと持っていくものじゃと相場が決まっておるがのう。まだ何かめぼしいものが残っておったのかや？」


    「宝物というより、本を調べていたようです。魔王城にあるものだけでなく、この世界のあちこちから本を取り寄せて、この異世界の歴史を学んでいたみたいです」


    「歴史を。じゃが、なんでまたそんなことを」


    「プリシラだって、俺たちの世界の歴史を興味深げに勉強してたろ」


    　坂さか上がみがこの世界に持ち込んだ世界史の教科書は、いまやプリシラの愛読書である。


    「言われてみれば確かにの。別の世界の歴史というものは興味深いものではあるが」


    「会長が特に興味を持っていたのが、魔王と、それを打ち倒した客人神まろうど。それで、私たち聖徒会メンバーは、世界各地から客人神の遺産を集めていたんです」


    「あっ、そういやマイケルのやつめがエルフィニアの女神像から盗んでいったアイテムもまさに客人神の遺産であった！」


    　かつて幻の島・エルフィニアを訪れた客人神の遺産は、いったんは俺たちが譲り受けたものの、どこからともなく飛来した怪鳥ガルーダによって奪い去られてしまったのだ。


    「イエス！　怪鳥だけに会長のシワザ！」


    「そいつ馬車から落としといて」


    　プリシラが簡潔な命令を誰にともなく出したので、マイケルは馬車の窓枠にしがみついた。


    「ですから、会長にとってはプリシラ王女がやってくるのは望むところなんです。プリシラ王女のご先祖様は、記録に残る最初の客人神とともに魔王を倒したんでしょう。となれば、王家にのみ伝わる伝説や、それに付随するアイテムのことを知っていてもおかしくない」


    「確かに、客人神に関する伝説の中には、王家のごく一部の人間にのみ伝えられ、巷こう間かんには広まっておらぬものごともある。じゃが、それを易やす々やすと教えると思うてか？　妾と聖徒会は対立する立場にあるんじゃぞ」


    　聖なる使徒の会、略して聖徒会──それは俺たちのクラスメート、特に生徒会のメンバーが中心となって、この異世界で結成された団体だ。生徒会長の若わか王おう子じ暁あきらを中心に、俺たちの世界の文化を伝でん播ぱしながら、この異世界を変革しようとしているらしい。


    「プリシラ王女にとってもメリットはあります。聖徒会がこの世界にもたらしたものに価値があることは、プリシラ王女もおわかりのはず」


    「……確かに、ラーメンや野球、相撲など、聖徒会がもたらしたものに妾が感嘆したことは事実じゃ」


    　プリシラは頷きつつも、時任に向けた視線を緩ゆるめることはない。


    「とはいえ──単にラーメン屋を新規開店するだけ、単に新たなスポーツを普及するだけであれば妾わらわとて歓迎しようぞ。じゃが神託都市の一件にせよ、城壁都市の一件にせよ、おぬしら聖徒会が日本より持ち込んだ文化を武器として、この世界の秩序を乱しておることは事実じゃ。それどころか、人とモノと金の流れを変え、勝手に自治領をつくられては、王家の者として黙ってはおれぬぞよ。しかも、それが魔王城の跡地というのは穏やかではない」


    「これまでの経緯は保留して、ひとまず休戦といきませんか。プリシラ王女が警戒されるのはわかります。ですが、私たちはもともと同じ教室に机を並べていたクラスメート。互いに危害を加えようという気はないはずです」


    　時とき任とうは助け船を求めるように、俺や綾あやちゃんのほうに顔を向けた。


    「まあ俺は同じクラスメートでも、思いっきり木刀でボコられましたけどね……」


    　馬車の隅っこで闇やみのＣＥＯ佐さ々さ木きが余計なことを言ったので、時任の表情がわずかに引きつった。


    　綾ちゃんは時任を助けるように、プリシラに言う。


    「そうね。聖徒会のことが信用できないなら、私たちのことを信用して。確かにちょっと変わった人は多いけど、プリシラの世界をメチャクチャにするようなことはないって、クラスメートとして保証する」


    「むう……」


    　プリシラも綾ちゃんに言われると弱いのだろう。渋々といったように頷うなずいた。


    「よかろう。一時休戦じゃ。……あ、そうじゃ！　若わか王おう子じが妾に会いたがっておるのであれば、魔王について妾のほうも確認することがあるぞよ！」


    「と、言いますと？」


    　時任はおそるおそる、プリシラの表情を窺うかがう。


    「魔王を斃たおした勇者というのは、生徒会長──若王子暁あきらなのかということじゃ！」


    　そうだ、そのことは俺も気になっていた。


    「いつだか言うておったの、若王子暁というのはさしずめ乱世の勇者・治世の魔王であると。きゃつが乱世、すなわち魔王が支配しておったこの世界に現れ、魔王を斃し、しかるのちに魔王城を己おのれの居城として聖徒会を結成したという可能性は極めて高いじゃろ！」


    　プリシラは興奮気味に、時任へと詰め寄った。


    「あ、いや……私もそのあたりのことは、全然わかんないんです。聖徒会メンバーも会長と同時にこっちの世界に来てたわけじゃなくって、微妙ですがちょっとずつタイムラグがあったんです」


    「なに、そうなのかや」


    「生徒会の中で最初にこの異世界にやってきてたのは会長だとは思うんですが、それがいつだったのかは……」


    「なるほど。俺たちはほとんどみんな同時にやってきてたけど、佐さ々さ木きや木き村むらみたいに、ちょっと先にこっちの世界に来てたやつもいたしな。聖徒会メンバーも最初からまとまってたわけじゃなくて、ちょっとずつズレて来てたってわけか」


    「とは言え、私がこっちの世界に来たときにはもう聖徒会がそこそこの規模になっていて、流星が落ちるたびに捜索隊を出してもらえてたので、現聖徒会メンバーはみんなすぐに会長と合流できたんです。ただ沢さわ木き君たちの場合は距離的に遠く、まだ聖徒会の勢力圏外だったので、その情報が手に入る前にプリシラ王女が先に保護したというかたちになったわけですが」


    　時とき任とうの伝えた情報を咀そ嚼しやくしながら、プリシラは思いを巡らせるように、宙に視線を遊ばせる。


    「──ま、よい。本人に確認すれば済む話じゃ」


    　そう言うと、プリシラは馬車の窓から身を乗り出した。


    「おいプリシラ、危ないからハコ乗りはよせ」


    「おおっ、魔王城が見えてきたぞよ！」


    　プリシラが興奮気味にそう叫ぶと、みんなめいめいに窓から身を乗り出しはじめた。


    「絵物語では何度も見た光景じゃが、やはりおのれの眼で見ると感慨もひとしおじゃのう……」


    　魔王城というものは、やはりプリシラにとっては、特別な意味を持つのだろう。


    　と、そのとき時任はノートを取り出して、パラパラとめくりはじめた。


    「ぬ、何をしとるんじゃ？」


    「えっとですね、魔王城が見えてきたら言うはずの台詞せりふがあったもので……」


    「ああ、そういえばこやつそういうキャラじゃったな。さっきもカンペチラ見しとったしの」


    　生徒会書記・時任蘭らん子こは想定問答集を読み上げるときだけ自信に満ち溢あふれた人格になるという、割りとどうでもいい特性を持っているのだ。


    　時任は揺れる馬車の中で立ち上がり、腰に手を当て、キメ顔を作ってこう言い放った。


    「惰だ眠みんと無駄飯を貪むさぼるしか能がない、生存しているだけで地球環境に負担をかけるブヒブヒうるさい豚野郎が！　その鼻の穴に練ねり馬ま大根突つっ込んで息の根を止めてＧＤＰを爆上げしてやろうか!?」


    　全員が頭の上に？マークを浮かべている中で、丸まる山やまだけがビクっと体を震ふるわせた。


    「時任さん。想定問答集のページ、違うんじゃない？」


    「あっ」


    　冷静な綾あやちゃんの言葉に、時任は慌てて、想定問答集のページを繰くり直しはじめた。


    「ていうかさっきのはどういう状況を想定してたんだよ」


    　やがて再び、とあるページで手を止め、今度は何度も指先で文面をなぞって確認し終えると、また腰に手を当てた。


    「者ども、心して刮かつ目もくしなさい！　世界中の恐怖の象徴であった魔王城は今や老ろう若にやく男なん女によの憧れの地、家族やカップルで是ぜ非ひとも訪れたい、新たな文化の発信地として生まれ変わっているのよ！」


    　今度は誰も、特に何も反応しなかった。


    「気は済んだかの？」


    「はい」


    　若干顔を赤らめて、時とき任とうは腰を下ろした。


    　馬車は真まっ直すぐ、魔王城を目指して走ってゆく──。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「門を開けなさい！　私よ！　時任がいま帰ったわ！」


    　時任がそう叫ぶと、物見台から旗が振られ、俺たちの前にある門が内側からゆっくりと押し開かれていった。


    「この門や物もの見み櫓やぐらはもとからあったものではなく、聖徒会があとから作ったものなんですよ」


    「ふむ。確かに人の手が加わったものであろうな。やはり魔王城の跡地とはいえ、そのままでは人の集落としては成り立たぬというわけじゃな」


    　プリシラは感心したように言う。


    「本来ならまずは入り口で一日フリーパスを購入してもらうんですが、クラスメートはＶＩＰ待遇でそこは無料で大丈夫です」


    「フリーパスって何じゃ？」


    「はい。聖徒会の里にある全てのアトラクションが無料で楽しめるというパスですね。飲食も三回までなら無料でお楽しみいただけるんです。もちろん魔王城の内部も、一般開放区域は観光していただけます」


    「アトラクション……？」


    「ほほう。魔王城ちゅーたら入りたくても到底入れぬはずの場所であったからのう。観光資源としては、ある意味これ以上のものはないぞよ」


    「はい。そんなわけで、最近は魔王城でプロポーズするのがナウなヤングにばかうけとか。魔王城の玉座の間で、『俺の世界の半分を君にあげる。だから、君の世界の半分を俺にくれないか』っていう。あ、その玉座の間に入るプランは別料金なんですけどね」


    「某ランドのシン●レラ城かよ……」


    「ゆるキャラと握手はどうじゃ？」


    「そうですねえ。あんまりゆるくないキャラならそれなりに。ま、百聞は一見にしかず。事前のネタバレも何ですし、実際に観光していただきましょう！」


    　ツアーガイドさんのノリで、時任はみんなを先導し始めた。


    　俺たちは一団となって、そのあとにぞろぞろとついていく。


    「魔王城跡地といっても、ただ城だけがあるわけじゃないんだな」


    　そう言いながら、俺はあたりをぐるりと見回す。


    　何とも禍まが々まがしい造形の魔王城は確かにすぐそこに聳そびえているのだが、その周囲には城下町のように、人家やテント、露店のようなものが建ち並んでいて、これまで訪れてきた街に負けないくらい活気に溢あふれていた。


    「当初は魔王の侵略によって、住むところをなくした難民が集まっていたんです。そういう人たちを集めて、何とか人が住めるようにしたというのが聖徒会の、この集落のはじまりでした」


    　街を歩きながら、時とき任とうはこの集落のなりたちについて語る。


    「それなりに人の住む場所として格好がつきはじめると、噂うわさを聞きつけた人々が集まってくるようになり、今ではこのように栄えているんです」


    「民たみの顔を見ればわかる。この街には十分な食い物があり、善政が敷しかれておるのじゃろう」


    　プリシラも複雑そうな顔をしつつ、あちこちを興味深げに観察している。やはり未来の為い政せい者しやとしては、複雑な心境ではあるのだろう。


    「む、人だけではない。ちらほらと亜人の姿も見えるのう」


    　プリシラの言う通り、先に訪れた城壁都市で出会ったオークやコボルト、フェアリーなどといった種族が、人間に交じって普通に歩いている。亜人たちが聖徒会との交易を始めているということは既に知っていたが、エルフの住む島や城壁都市での経験を通じて、必ずしも人との関係性がうまくいっていないということを知った上で見ると、彼らの姿が街の風景に溶け込んでいることには、ちょっとした驚きがある。


    「人とは距離を取って生活しているはずのエルフの姿まであるぞよ。さすがにエルフィニアのエルフではなかろうがの。おお、あれはひょっとして、ドワーフ族ではないか」


    　プリシラの視線の先には、背が低くずんぐりとした体型で、サンタクロースのように大量の髭ひげをたくわえた男性の姿があった。見た目はそう人間と変わらないが、盛り上がった肩や首の筋肉が異様な風格をたたえていた。


    「ドワーフ……ってのも、ゲームや漫画ではたまに聞くけど」


    「ドワーフというのは、この世界で最もつとも金属の加工に長たけた種族じゃ。かつて魔王を打ち倒したという伝説の武具のいくつかも、彼らの手によるものとされておる。ま、宝たから田だが何と言うかは知らぬが、この世界ではそのような種族じゃ」


    「はい。そしてドワーフ族の協力を得ることによって、聖徒会がこの世界にもたらしたものがあります。それを、プリシラ王女に是ぜ非ひともお見せしたい」


    「見せたいもの？」


    　そうだ。かつて聖徒会は俺たちの仲間の中から、鉄くろがね道みち夫おという鉄道マニアを攫さらっていったのだ。その目的は、確か──。


    　やがて、時任は人で賑にぎわう街の一角で足を止め、プリシラを振り返って微ほほ笑えんだ。


    「こ、これは──！」


    　興奮と驚きよう愕がくに、プリシラは眼を見開いた。
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    「わからぬ……皆かい目もく意味がわからぬ……。妾わらわの理解の範はん疇ちゆうを超えておる……。じゃが、ただ一つ確かなことがある……」


    　プリシラは感動に打ち震ふるえながら、この異世界には存在しなかったそれをまじまじと見つめ、そしてやがて意を決したように、それに齧かじり付いた。


    「……？　……うまっ！　なんじゃこれ、うまっ！」


    　プリシラが両手で持って齧り付いているものは、俺たちにとっても郷愁を刺激されるもの。俺の喉のども、思わずごくりと鳴ってしまった。


    「んぐんぐ。ううむ、うまい、うますぎる。なんじゃこれ、うますぎてきもいぞよ」


    「褒ほめ言葉がおかしいぞ」


    　両手持ちでがつがつとそれを貪むさぼるプリシラを前に、時とき任とうはまるでそれを自分が作ったかのように自負に満ちた表情を浮かべた。


    「ふふふ、これこそ金属加工にかけてはこの世界で右に出るものがいない、ドワーフ族謹製の金型を使って焼き上げた鯛たい焼やきよ！」


    　時任はまるで自分の手柄のように、自身満々にそう言い放った。


    「ドワーフ族もまさか鯛焼きの型を作らされるとは思ってなかったろうな」


    「わからぬ……。鯛の形をしている必要性が皆目わからぬ！　じゃがそこがクール！」


    　プリシラは鯛焼きを眼の前にかざして[image: ]度あらゆる方向から眺めつつ、ふむ、とか、ほう、とか感動の溜ため息いきを漏もらしている。


    「まあ確かに必要性で言えば、俺たちも何の必要があって鯛焼きが鯛の形なのかは知らんが」


    「しかも中身に鯛が入っておらぬ。その代わりに得体の知れぬ、きもくてうまいものが中に」


    「きもい言うな。でもそうか、プリシラにとってはあんこも初体験なのか」


    「鯛焼きだけじゃないわ。今川焼きにお好み焼きに焼きそばにたこ焼きだって！　そう、たとえばこのたこ焼き板の球面加工にはドワーフたちの叡えい智ちが詰まっているのよ！　鉄板の厚さを一定にしつつ等間隔に同じ大きさの凹みを配置するこの技術！」


    　最新商品の魅力を解説するコンパニオンのように、時任は立て板に水でドワーフ謹製鉄板の性能を語る。もちろん手元のメモを読み上げているのだ。


    「さあ、論より証拠。沢さわ木き君もどうぞ」


    　眼の前に、たこ焼きが六つ並んだ皿が突つき出された。


    　俺は少し戸惑いつつも、それを受け取る。


    「確かにこの世界でたこ焼き用鉄板を作るのは難しいのかもしれないけど……。うまっ！」


    　たこ焼きをひとつ口に放り込んだ途端、俺はその懐なつかしい味に眼を見開いた。


    　他のみんなも次々とたこ焼きを口にして、懐かしさと感動に表情を明るくしてゆく。


    「聖徒会が作ったのは鉄板だけじゃないわ。そのソースだって、鯛たい焼やき用のあんこだって、試行錯誤の上にようやく完成した日本の誇る調味料なのよ」


    「まさかたこ焼きソースまで完成していたとは。そういや醤しよう油ゆを開発してたとは聞いてたけど、まさかここまで……」


    　そう言ったところで、プリシラがこちらを見て眼をらんらんと輝かせていることに気付いたので、その口にたこ焼きを三つほどねじ込んでやった。


    「ふむ？　あづ！　口の中が焼けるっ！　でもうまっ！　熱っ！　うまっ！　でも口の中をちょっぴりやけどしたぞよ……。あ、ドリンクにエリクサーを飲めばやけどしつつも無限に食えるやも!?」


    「うるさいやつだな……。にしても、ドワーフ族もこんなもの作らされるとは思ってなかったろうに」


    　俺はさっき道端で見かけたドワーフの姿を思い返しながら、改めて鉄板に眼をやる。


    「ふーむ、ほふほふ。ドワーフ族というのは武具を作って。はふはふ。表面カリッと中はふわとろ……はふはふ。それを商っておるが。ほふほふ。明石焼き!?　そういうのも、ほふっ！」


    「たこ焼きを食いながらドワーフ族の説明をしつつ明石焼きに興味を示すな。ドワーフの作る武具の中がふわとろみたいに聞こえるだろ。順番にやれ」


    「やれやれ……。えっとの、ドワーフ族の主産業は武具の生産で、金属加工においては右に出る者がないと言われておるんじゃ。じゃが武具の生産というのは、平たく言えば軍事産業じゃからの。平時においても需要が完全になくなるわけではないが、どうしたって魔王の脅きよう威いがあった頃と比べれば暇ひまになる。魔王が倒れて宙に浮きそうになったドワーフの技術を、調理用の鉄板に転用するというのは妾わらわたちこの世界の者では思いつかなかったやもしれぬ」


    「そういえば、かつて日本刀の名産地として名高かった岐阜の関市などは、今では包丁の名産地になっていたりするな」


    　キャラがブレがちな和泉いずみが、久々に剣客少女らしいことを言った。


    「ましてこの世界では周期的に魔王が復活するから、技術としては絶やすわけにもゆかぬからの。むろん、鯛焼きの鉄板の需要には限界があるじゃろうから産業としてはわからぬが、ドワーフたちにとっても面白い取り組みだったじゃろうて」


    　言い終えると、プリシラは鯛焼きとたこ焼きをまとめて口に詰め込んだ。


    「というわけで、聖徒会の活動を知っていただくためにも、まずはここで昼食休憩とします！　代金は聖徒会持ちということなので、みんな遠慮なくどうぞ！」


    　ガイドさん、もとい時とき任とうがそう促うながすので、みんな建ち並んでいる屋台から、それぞれ懐かしい粉モノを食べることになった。炭水化物を憎悪している宗むな像かただけが躊ちゆう躇ちよしていたが、他のみんなは屋台にかぶりついて、お好み焼きや焼きそばが焼き上がるのを待っている。


    「んぐんぐ。タダというのは怪しいの、むぐむぐ、よもや毒か何か入っておるのではなかろうな。はぐはぐ」


    「思いっきり口の中をいっぱいにしながら言うな」


    　そう言いつつ、俺もお好み焼きと焼きそばの盛り合わせを受け取った。皿や容器が発泡スチロールやプラスチックではなく木製なところには違和感を覚えるが、味はほとんど日本で食べるものと遜そん色しよくなかった。


    　たこ焼き、お好み焼き、焼きそば、鯛たい焼き、今川焼き──。


    　日本の誇るファストフードの屋台から漂う焦げたソースの臭においを嗅かいでいると、ここが異世界だということを忘れてしまいそうになる。そんな屋台のすぐ向こうに、魔王城が不気味に聳そびえているのは、なんだかとてもシュールな光景だった。非現実的を通り越して、地方都市の遊園地のフードコーナーといった風ふ情ぜいさえ感じるほどだ。


    「修学旅行で遊園地ってのも、まあよくある話ではあるか」


    「ガイドさんや。ほかに珍しいＢ級グルメはないのかや？」


    　一通りの粉モノをぺろっと平らげたプリシラは、まだ物足りなそうにあたりをキョロキョロしている。


    「そういう言葉はよく知ってやがるな。つーかまだ食うのかよ」


    「噂うわさでは、白い鯛焼きだか白いお好み焼きだかがあると聞くがの」


    「白い鯛焼きは残念ながら、まだ開発中なんです。でも実は、みんなにもう一つ見せたいものがあるの。食べながらでいいから、みんなちょっとこっちへ」


    　時とき任とうは、手を高く挙げながらみんなを誘った。


    「あっ、その前に魔王城をバックに一枚写真を撮ろうぞ！」


    　プリシラは魔王城がよく見える場所に走って行き、俺たちを振り返って手招きする。


    　みんなは箸はしと皿をいったん置いて、プリシラの周りに集まっていく。


    　空は青々と冴さえ渡り、行き交う人々の表情は明るい。


    　そんな背景にあっては、禍まが々まがしい造形の魔王城さえ安っぽい作りものに見えてしまう。


    　まったく拍子抜けするほどに、のどかな光景だった。
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    　俺がついさっき連想したように、確かにそれも遊園地的な光景ではあった。


    　だが、それは粉モノの屋台とはまた別の驚きを俺たちに与えた。


    　円形に敷しかれた鉄製のガイドライン。その上を動く鉄の塊かたまり。


    　俺たちは、その名を知っている。


    　そして、その上に跨またがって、手を振っている少年を知っている。


    「話には聞いてたけど、本当に作ったのかよ──」


    「これも無論、ドワーフたちの協力なしには不可能だったこと」


    　時とき任とうは再び、ドヤ顔で俺たちを見返す。


    　そんな俺たちの前に、それがゆっくりと近付いてくる。


    　ミニチュアサイズの電車──いや、機関車に乗って、鉄くろがね道みち夫おは俺たちの前に現れた。


    「おお、久し振り。元気じゃったか？　で、見せたいＢ級グルメというのは？　あっ、まさかこの上に寿司を載せてぐるぐる回すのでは！」


    「一旦、食い物から離れろ。つーか鉄道はスルーしてもいいから、鉄との再会にもうちょっとリアクションしよう」


    「お、うむ。おっす。元気そうじゃの」


    　プリシラが軽く手を挙げると、鉄も敬礼でそれに応じた。聖徒会が鉄を害すると思っていたわけではないにせよ、やっぱり無事が確認できると一安心だ。


    「けど、鉄道ができたんならもうちょっと人が集まってても良さそうなものじゃない？」


    　綾あやちゃんが言うと、鉄は苦笑いを浮かべた。


    「でも、この世界の人たちの反応って、だいたいプリシラ王女と似たようなものなんですよ。蒸気機関には全然興味を示さないんです。ラーメンだのたこ焼きだのにはあれだけ行列ができるのに」


    　鉄が不服そうに言う。


    「妾わらわもキハだのモハだのといった電車より、豚玉だのイカ玉だののほうに興味があるぞよ」


    「でも、プリシラも俺たちの世界史の教科書を読んだだろ、これは俺たちの世界じゃ、世界を大きく変えた発明なんだぞ」


    「んむ。坂さか上がみ先生に授業してもらったぞよ。蒸気によるピストン運動で熱エネルギーを機械仕事に変換し、やがてスチームパンクなるＳＦジャンルを生み出すことでその役目を終えた技術じゃろ」


    「後半が雑だが、だいたい合ってる。でもそれだけ知ってるんなら凄すごさはわかるだろ」


    「熱エネルギーを機械仕事に変換するという発想自体は面白いと思うんじゃよな。じゃが、けっこう重要なことが抜け落ちておる。はむ」


    　そう言って、プリシラはたこ焼きを口に放り込んだ。


    「ええ。そのことに気付くのが遅かったんです。私たちが日本から持ち込んだ食べ物やスポーツがこの世界の人たちにとって常識外れの発想であったのとは逆に、私たちにはこの世界の当たり前の常識が抜け落ちていたんです」


    　時任もプリシラに同調する。


    「いや、話が見えないぞ。この世界の常識っていうと？」


    「思い出してみよ。神託都市の豚骨ラーメンの味の決め手は何じゃった？」


    「えっと……火炎魔法による高火力──あっ」


    　俺がそのことに思い至ったとき、坂さか上がみも思い出したように言った。


    「そういえば船に乗ったときも、帆に魔法で風を送っていました」


    　プリシラは坂上に顔を向け、その口にたこ焼きを押し込んで、一同の顔を見回した。


    「そう、魔法じゃよ。人間の精神エネルギーを物理現象へと転化させる、この世界では当ったり前の技術が、逆におぬしらの世界では存在しないという。鉄の塊かたまりを動かすのに、おぬしらの世界では蒸気や電気の力を使うんじゃろ。それをこの世界では、精神の力をもって鉄を浮かすことができる。ま、どちらが優れておるとは言わぬよ。術者が不調のときは豚骨スープが薄くなるというのも、確かに不便ではあろうからの」


    　確かに、安定的にエネルギーが供給できないというのも、それはそれで大きな欠点ではある。そう言えばプリシラの城にいたとき、雷の魔術師がゲームの電源を供給してくれていたが、それが安定的にできるのは一人しかいないという話だった。


    「ま、今んとこ魔法ではプレステもＤＳも遊べぬからの。いずれは蒸気や電気も取り入れてゆくべきじゃろうが、どうしたって目先のＢ級グルメパラダイスのほうが魅力的に映るぞよ」


    　と、そこでプリシラは声を少し大きくしはじめた。まるで、どこかに隠れている人間へと話しかけるように。


    「誰かさんはこの世界を中世ヨーロッパ風と言うておったがの。文明レベルという意味では、この世界は案外、おぬしらの世界とそんなに差はないのかもしれぬぞよ。ただ、その文明の有様が違うだけでの！」


    「……フン」


    　プリシラの視線の先に、白馬に跨またがった騎士の姿があった。


    「今回は登場が早いではないか。ソースの焦げる臭においに惹ひかれたのかや？」


    　もはや言うまでもなく、それはクラスメートにして俺たちの勇者様・宝たから田だ舞まいなのだが、また装備と馬がレベルアップしている。あの城壁都市の一件から今日までの短期間にどういうイベントをこなしたのか知らないが、一角馬だった馬には真っ白な翼が生はえていた。


    「おお、やっぱり魔王城には空飛ぶ乗り物で行かぬとのう」


    　プリシラの言葉通り、どうやらこのペガサス？　で空を飛んできたらしい。一昔前のＲＰＧ的に考えるなら、空飛ぶ乗り物を手に入れたということは、そろそろ彼女の冒険の旅も最終局面のようだ。まあ、魔王はもういないんだけど。


    「あ、そうじゃ。中世ヨーロッパにあるまじきたこ焼き食う？　広島には存在しないという広島焼きもあるぞよ。あ、存在するけど名前が違うんじゃっけ？」


    「……っ」


    　プリシラが楊枝に刺して鼻先に突つき付けたたこ焼きに、宝たから田だの喉のどが鳴った。


    「信仰上の理由でたこ焼きもお好み焼きも食べられぬそうなので、せめて女騎士様の周りでソースを焦がす臭においをさせてやらねば」


    「嫌がらせはやめてやれ」


    　と、そのとき、宝田は馬上で瞬時に腰の剣を抜き放った。


    「ちょ、ちょっと待て！　確かに今のはプリシラが調子に乗ったが、何もそこまで！」


    「案ずるでない。宝田はたこ焼き用の串を持っておらぬだけじゃ」


    「あんな伝説の剣っぽいモンでたこ焼きなんか食うか！」


    　その刀身は青白い光をぼんやりと放っており、いかにもいわくのある伝説の剣っぽさを醸かもし出していた。が、宝田はプリシラでもたこ焼きでもなく、剣を構かまえてその背後を──いや、その上空を睨にらみ付けていた。


    　俺とプリシラもその剣の向かう先を見上げ、そして言葉を失った。


    　そいつは、空から舞い降りてきた。


    　この異世界にあって、それでも俺たちは、その脅きよう威いを長い間忘れていた。


    　巨大な翼に、巨大な牙と、巨大な爪と、そして黒い鱗うろこに覆おおわれた巨体。


    　それはゲームなんかで眼にした名前で言えば、キメラと呼ばれるような、様々な猛獣の禍まが々まがしいところをこね合わせて作ったような怪物だった。


    　城にフードコートにおさるの電車ときて、巨大な怪物が現れても、遊園地であれば何も驚くほどのことはない。


    　だが、その生温かな息遣いまで感じられるほどのあまりの存在感が、遊園地のアトラクション感を遥はるかに通りこして、これが紛まぎれもない現実であると俺たちに突つき付けていた。


    　最新式の立体映像と立体音響でさえ、そんな存在感を作り上げることは不可能だ。


    　存在感──それは、確かに俺たちの眼の前に存在していた。


    　だが、怪物との遭遇だけならば、俺たちはドラゴンやクラーケンで既に経験している。


    　それでも、いま腹の底からせり上がってくる恐怖は、あのとき経験したものの比ではない。


    　キメラの巨大な牙と牙との間に、人間が挟まっていたからだ。巨大な怪物の口中に垣間見えるそれが人間だとわかったのは、そいつがよく見慣れたものを身に着けていたからだ。


    　怪物の顎あごに咥くわえられたそれは、俺たちと同じ高校の制服を着ていた。


    「むっちゃん！」


    　時とき任とうが叫ぶように声をあげた。


    　むっちゃん──そう呼ばれていたクラスメートの名前を思い出し、そして垂れ下がった前髪の向こうの表情を確かめようとする。


    　怪物の牙と牙の間からだらりと垂れ下がっていた少女の上半身が、ぐいと持ち上がり、俺たちと視線が合うなり、ぶんぶんとその右手を振りはじめた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ほんじゃ何かや、こやつも聖徒会の一員じゃと、そしておぬしらのクラスメートだと、そういうわけかや」


    「王女様はじめまして、猪い之の頭かしらむつきでっす」


    　猪之頭はキメラの口に咥くわえられたまま、プリシラに向けて名乗った。


    　飼育委員、猪之頭むつき。またの名を、ひとり動物王国。


    　本来、我が緑みどりヶが丘おか高等学校には飼育委員なる委員は存在せず、彼女が飼育委員と呼ばれるのは単なる愛称である。


    　彼女はあらゆる動物を手て懐なずけることができるという特殊能力を持つ動物愛護少女であり、近所の公園を動物の楽園と化して、区役所地域課の職員の皆さんの頭痛のタネを日々こしらえる厄やつ介かいな存在でもあった。


    「なるほど、おさるの汽車の次は、どうぶつふれあいパークか……」


    「こないだのわんわんランドより種類が多いのう。経験値も高そうじゃ」


    「むっちゃんはモンスターねえちゃんと呼ばれ、街の人々からも人気者なんです。彼女が手懐けた、魔王城の近くに巣くっていた高レベルモンスターが、そのまま、この魔王城近辺の治安を守る存在となっているんです」


    「あ、じゃあ、あのときのガルーダも？」


    　俺たちは幻の島・エルフィニアで受けとった最初の客人神まろうどの遺産を、聖徒会の手先であった怪鳥ガルーダに奪われていたのだ。


    「ええ。あのガルーダは地元住民にファミチキにされそうになっていたところをむっちゃんに救われ、それ以来、彼女の言うことを何でも聞くんです。浦島太郎の亀的な感じで」


    「そもそもこの世界にファミマねーだろ。つーかチキンでもねーだろ」


    「じゃが、これでわかったぞよ」


    　プリシラはモンスター姉ちゃんと、それを咥えたキメラの巨体を見上げた。


    「いくら楽しげであっても、人望やエンタメやＢ級グルメだけでは、領地を維持することは不可能じゃ。そのために不可欠な武力は、こうして得られたというわけじゃな」


    「その通りです。来る者は拒まず──とはいえ、中にはならず者もいれば、中でトラブルを起こす人間も集まります。外に対しての防衛力と、内に対しての治安維持のための力は、むっちゃんが手懐けた魔物たちが担っているんです」


    　いつの間にか猪之頭の周囲には、高レベルの風格を持つ魔物たちが集まってきていた。


    「魔物と心を通わせられる、魔物使いなる者たちがおらぬわけではないが──魔王城周辺の高レベルな魔物をこれほどまでに使役する者が二人とおるかどうか──」


    　プリシラは感心したように、改めて、キメラの口から上半身を出す猪い之の頭かしらを見上げる。


    　キメラはまるで弄もてあそぶように、口の中で猪之頭を転がしては甘あま噛がみしている。一本一本が巨大な刃物のような牙の間に転がされて、よくも無事でいられるものだ。


    「こらこら、チャッピー、おやめ。ふふっ、よーしよしよしよし。こらこら、舐なめすぎ、ちょ、唾だ液えきが、ちょ、ちょっといったん降ろしてくれるかな、舐めるんじゃなくて、ああっ！」


    　猪之頭はさっきから地面に降りようとしているのだが、どうもキメラが言うことを聞かないらしい。


    「……これ手て懐なずけておるとかじゃなく、キメラからすればグミを噛かまずにあえて舐めて長持ちさせておる的なことなのでは？」


    「そのあたりのことは、パクッといかれたときに考えようかなと思っています」


    「高レベルにパクッといかれたら終わりなのでは……」


    　本家動物王国のあの人でさえ、ライオンに手をパクっといかれたわけだし。


    「とにかく、これまで見てきてもらってわかったと思うけど、沢さわ木き君たちが仲間を集めて各地でいろいろとやってたように、会長のほうもここを拠点にこういうことをやってたってわけ」


    　時とき任とうは改めて一同を見回して、まるで我がことのように胸を張った。


    「世界を変えるために、か。そのために人のことをランク付けしやがって。誰がＥランクだ」


    「まだ根に持っておるのか。じゃが人を能力で選ぶだけのような者なら、そもそもこんなジャンクな連中を生徒会メンバーには選ばぬじゃろ。むしろ低能力ユニットを集めて縛りプレイを楽しむタイプとみたぞよ」


    「誰がジャンク低能力ユニットですカ！」


    「ふむ、マイケルも一応自覚はあるんじゃな」


    　抗議の声をあげたマイケルを軽くあしらって、プリシラは魔王城を見上げた。


    「にしても、なかなかやりおる。美う味まいものを食わせ、その上で武力を見せつけ、あとついでに汽車ぽっぽ。──ひとの世界じゃと思って、随ずい分ぶんと好き勝手してくれたのう」


    　プリシラがそう言って、意地悪そうな視線で時任を睨にらんだので、時任は少し怯おびえたように、綾あやちゃんのうしろに隠れた。


    「じゃが、まあよい」


    　プリシラは、持っていたたこ焼きの最後の一つを指先でつまみ上げた。


    「民たみが、人々が笑うておるなら、よしとしようぞ。野球や相撲を見ながらラーメンやたこ焼きに舌した鼓つづみを打つ。こんな世界の変え方ならば、これでよい」


    　そう言って、たこ焼きを口の中に放り込んだ。


    「さて、腹ごしらえもできたし、一時加入の強力ユニットも増えたし」


    　プリシラは宝たから田だをちらと見た。


    　宝田はペガサスに跨またがったまま、俺たちと距離を取って、それでもついてきている。


    「そういえば見張りの子たちが、怪しい侵入者を見つけたって」


    　キメラの唾だ液えき塗まみれの猪い之の頭かしらが、時とき任とうに言った。


    「怪しいって？」


    「全裸だって」


    「おお、あやつも今回は登場が早いのう。そやつは全裸ゆえ、毒系の魔物を向かわせるとダメージが通りやすいと思うぞよ」


    「倒す方向で考えるのか……。まあ木き村むらなら大丈夫だろうが……」


    「あやつも、ある意味信頼されとるのう」


    　プリシラは感心したように頷うなずいた。


    「んでは皆の者、いよいよ生徒会長との会談に臨もうぞ！　……じゃが、随ずい分ぶんと大所帯になってしもうたが、全員で行くのかや？」


    　プリシラは一同を振り返って言う。


    「いいんだよ。これは修学旅行なんだから、クラス全員じゃなきゃダメなんだ」


    　俺が言うと、プリシラは素直に頷いた。


    「ふむ、それもそうじゃ。ところで、聖徒会側には何人おるんじゃ？　妾わらわたちがそうしていたように、聖徒会側もこの世界に散らばったクラスメートを集めていたんじゃろ」


    　プリシラは時任に訊きいた。


    「はい。えっと、二に階かい堂どう君や柊ひいらぎさんのように、現在ここを離れているメンバーもいますが……プリシラ王女がまだ会ったことがないのは会長を含めてあと十一人ですね」


    「えっと、妾が会うたことがあるのは、ひいふうみい……あ、いま猪之頭っちゅーやつには会うたから……ふむ、二十一人じゃの。んで、おぬしらのクラスが全部で三十二人じゃよな？」


    　プリシラのその言葉に俺は隣にいた綾あやちゃんと、思わず顔を見合わせた。


    「ってことは、ついにクラス全員が揃そろうってことか！」


    　その場のクラスメート全員が、それぞれ互いに視線を交わしながら、何とも言えない達成感に浸ひたっていた。宝たから田だでさえもが、感慨に浸っているような顔をしていたように俺には思えた。


    「実はみんなが揃うということなのでで、城壁都市に使いをやって、二階堂君と柊さんもこちらへ向かうよう手配してあります。その二人はすぐ着くでしょうし、他のメンバーも呼び戻しているので、多少時間はかかるでしょうが、まもなく全員が集合できるかと」


    「ふむ、んじゃ全員集合したあと、また改めて写真撮影じゃの！」


    　プリシラはここにいる全員を見回して言った。


    「意外とあっけなく揃うてしもうたのう。なんか大風呂敷広げて始まったバトル漫画の打ち切り直前に、敵の幹部がまとめてゾロッと出てくる感じで」


    「余計なことは言わなくていい」


    　と注意したものの、俺はこの旅の終わりを意識せざるを得なかった。


    　俺たちの旅は、もともとこの異世界に散らばったクラスメートを捜すための旅だった。そのクラスメートが全員見つかってしまったということは、もう旅を続ける必要はないのだ。


    　ということは、プリシラとの修学旅行もこれで──。


    　そんな俺の思いを察したのか、プリシラが掌てのひらで俺の背中を叩たたいた。


    「なに、まだ日につ蝕しよくまでには日がある。それまで修学旅行は続くんじゃ。これまでは、なるべくおぬしらのクラスメートがいそうなところを巡ってきたわけじゃが、むしろこれからはそういう縛りなしに自由に観光できるぞよ」


    「あ、そうか。そりゃいいや」


    「それに、行く先におぬしらのクラスメートがおらぬということは、もう妙なトラブルにも巻き込まれぬじゃろうしのう」


    「その節は、俺のクラスメートがご迷惑を……」


    「まったくじゃよ。ま、そのおかげで千年竜どのにも出会えたし、神託の巫み女ことも縁ができた。さらには伝説の島を訪れることもできたし、城壁都市と周辺三種族の軋あつ轢れきもなんとか解消できた。おぬしらが世界を掻かき回したおかげで、新たな秩序が生まれたというのもまた確かではあるぞよ」


    　プリシラはしみじみといった表情で、俺たちの旅を振り返った。


    「や、まだラスボスが残っておったの。ならば、ラスボスとの会見が魔王城というのはおあつらえ向きではないか」


    　そう、この先に、あいつが待っている。いや、俺を待っているわけではないにしても──若わか王おう子じ暁あきらが、そこにいる。


    　あいつと最後に言葉を交わしたときのことを思うと、胸の奥が少し痛んだ。


    　どうあっても気まずいはずの再会を前に、空気を読まないプリシラが隣にいてくれることが、今の俺にはとても心強かった。


    「ではみなの者、行くぞよ！」


    　プリシラは先頭を切って、勢いよく駆けていく。


    「あっ、こら！　罠わなでもあったらどうする！」


    　若王子のことだ。ここまで油断させておいて、いきなり落とし穴を用意していないとも限らない。あいつはそういう奴だ。俺も慌てて、プリシラの後を追う。


    　開け放たれた魔王城の門へ、プリシラを先頭に、俺たちは次々と駆け込んでゆく。


    「──？」


    　落とし穴はなかったが、城内に足を踏み入れた途端、急な眩まぶしさに襲おそわれ、俺は思わず眼を細めた。


    　光のカーテンを潜くぐったような感覚があって──。


    　そして。

  


  
    



    　　　二章　今日からの高校生活を楽しもう


    



    「──っ」


    　眩まぶしい陽ひ射ざしを受けて、俺は思わず眼を細めた。


    　だが、決して不快な光ではない。


    　心ここ地ちよい風を全身に受けつつ、ゆっくりと眼を開きながら、俺は改めてその光景を目に焼きつけようとする。


    　吹き抜けた強い風に枝を揺らされた桜が、その花弁を盛大に撒まき散らしてゆく。


    　思わずそのピンク色の嵐の中に手を伸ばすと、掌てのひらの中に一片の花弁を掴つかみ取ることができた。


    　だがそれも間もなく、新たな風に吹き攫さらわれて、空高く舞い上がって消えてしまった。


    　俺が視線を空から地上へと戻し、　花の嵐の中を歩いてゆく生徒たちの列に加わろうとしたその時だった。


    「ちこくじゃちこくじゃ！」


    　そんな声が聞こえたと思った瞬間、脇わき腹ばらに何かがぶつかり、その衝撃に俺は大きくよろめいた。


    「ぐあっ！　痛って……」


    「いつつ……、何を道端でぼーっと突つっ立っておるんじゃ！」


    　声のした方に視線を向け、俺は再び眼を細めた。春の陽射しを反射するその金髪が、あまりに眩しかったからだ。


    「ったく、こんな日からボーッとしておるようでは先が思いやられるのう！」


    　腰に両手を当て、制服姿のプリシラが憮ぶ然ぜんとした表情で言う。きらめく金髪と、真っさらな制服と、そして背後に舞い散る桜のコントラストがあまりに鮮やかで、俺は一瞬現実感を失いそうになる。


    「……おい、沢さわ木きよ。まだボーッとしておるのかや、頭を打ったわけでもあるまいに」


    　その言葉に、俺は現実へと引き戻される。


    「何に轢ひかれたのかと思ったらプリシラかよ。お前こそ、ちゃんと前を見て走れよ」


    「パンをくわえながらダッシュするのって意外と難しいんじゃ」


    　そう言いながら、プリシラは再び手にしていたトーストに齧かじり付いた。


    「まあよい。今日は大事な日ゆえ、おぬしの無礼は不問に付すぞよ」


    「大事な日……」


    　──って、何だっけ？


    　戸惑う俺の顔を、プリシラが覗のぞき込んでくる。


    「なんじゃなんじゃ、いつにも増してふぬけておるのう。おぬしはこれから先、妾わらわたちを待ち受けておる出来事に胸が躍らぬのか？」


    「これから──」


    　これから、何だっけ？


    　そうだ、俺は、俺のことを待っている誰かに会いに行く途中だった気がする。


    　春の陽気のせいか、まだうまく頭が働かない。


    　あれ？　そもそも今って春──いや、桜が咲いてるんだから春でいいんだよな。


    「授業で様々な知見を深め、休み時間には級友と語らい、放課後には部活に買い食い。文化祭に体育祭、それに修学旅行といったイベントも目白押し！」


    「修学……」


    「おうとも、修学旅行じゃ！　ま、だいぶ先の話ではあるがのう」


    「修学旅行って、行ったことあるような……」


    　でも、行き先はどこだったっけ？


    「何を言うておる。ったく、どこまで寝ね惚ぼければ気が済むんじゃ。そりゃ小学校、中学校での話じゃろ」


    「あ、そうか、そうだよな。それにしてもプリシラ……」


    　俺は改めて、プリシラの頭から爪つま先さきまで視線を這はわせる。
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    「……何じゃ、人のことをジロジロと」


    「いや、馬ま子ごにも衣装っつーか、新品の制服着ると、なかなかサマになってるじゃないかと思ってさ」


    「ふん。あったり前じゃ！」


    　当たり前と言いつつ、プリシラはまんざらでもない様子で、照れたように視線を逸そらし、桜の樹を見上げた。


    「プリシラの制服姿って、はじめて見た気がするな」


    「沢さわ木きよ、どうもおぬし、さっきから言うておることが変じゃぞ。そりゃ初めてじゃろ。なんせ、今日が高校の入学式なんじゃからな！」


    　そう言ってプリシラが駆けていった先には、魔王城が──。


    「……魔王城？　何考えてんだ俺は……。ゲームのやりすぎかな」


    「ほら、急がぬか！　初日から遅刻ではしまらぬぞ！」


    　プリシラは金髪を揺らしながら、桜並木の向こうに聳そびえる校舎へと駆けていった。


    　そうだ、校舎だ。


    　私立緑みどりヶが丘おか高等学校。


    　今日から、俺たちはこの学び舎で高校生活をおくることになる。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「こら沢木、どこに行こうとしておる！　そっちは二年の教室じゃろ、妾わらわたちの教室はこっちじゃ！」


    「あ、ああ。そうか。そうだった。二年一組なのは来年で……ん？」


    「まだ寝ね惚ぼけておるのか。本当にしようがない奴じゃのう」


    　プリシラは呆あきれたように言うが、そういうプリシラもまた、落ち着きなくあちこちをキョロキョロしては、行き交う人に肩をぶつけていた。


    　いや、プリシラだけじゃない。誰も彼もがそわそわと浮き足立っている。


    　俺とプリシラが教室へと辿たどり着くと、もうほとんどの生徒が自分の席に着いていた。


    　何人か、前後左右の席のやつと言葉を交わしているものもいるが、そのほとんどは落ち着かない様子で左右を盗み見たり、しきりにスマホをいじったりしている。


    　俺とプリシラがそれぞれの席についていくまでにも誰かの視線を感じ、俺たちもまたそっと、クラスメートとなる男女の顔を盗み見ながら席に着いた。


    　入学初日ということもあってか、奇抜な髪型や髪の色をしている者がいない中で、プリシラの金髪は明らかに目立っており、みんながチラチラとプリシラのほうを見ていた。当のプリシラはといえば、机を撫なでまして手触りを確かめたり、空っぽのはずの机の中を何度も覗のぞき込んだり、教室中をキョロキョロと見回したりと落ち着きがない。


    　プリシラのひとつ後ろの席は、遅刻でもしているのかまだ空席になっている。


    　誰もが周囲を気にしつつ、そしてその気配を隠そうとしているむず痒がゆいような空気がしばらく続いていたが、不意に、教室を覆おおっていたざわめきが、どこかへ吸い込まれていくように消えていった。


    　担任の先生が、教室に姿を現したからだ。


    　先生は教壇に立つと、ひとりひとりの顔を確認するように教室全体を見回し、十分な間を取ってから喋しやべり始めた。


    「私が皆さんの、この一年二組の担任となる鈴すず木き浩ひろ之ゆきです。課目は世界史を担当しています。これから一年間、よろしくお願いします」


    　席が離れたプリシラの様子を横目で見ると、眼をらんらんと輝かせて先生を見上げていた。


    　鈴木先生は四十代半ばを過ぎたくらいだろうか。冴さえないと言ってしまうと失礼かもしれないが、第一印象では押し出しが強そうというわけでもなく、切れ者といった感じでもない。ただ生徒に対しても敬語を交えた丁てい寧ねいな口調が、その人格をあらわしているように思えた。


    　それに、名前が一文字俺と一緒で、そんなところに小さな親近感を覚えた。


    「それでは、お互いの顔と名前を覚えるためにも、各自自己紹介をしてもらいましょうか。出席番号一番の青あお山やま君からどうぞ」


    　──ああ、そうだ。新学期だから、こういうのがあるんだ。


    　何が苦手って、自己紹介ほど苦手なものはない。何の部活をやっていたとか、何が趣味だとか、特技だとか、そういうプロフィールとして言える特別なことを、俺は持っていないからだ。できればこれからの高校生活でそういうものを見つけたいとも思うが、今のところは空っぽだ。


    　そんなことを考えつつ、先に自己紹介をしているやつから何か参考にできることがないかとあれこれ考えているうちに、あっという間に俺の番になってしまった。


    　無言の圧力に押され、俺は焦あせって立ち上がる。


    「あっ、えと、桜さくら木ぎ中出身、沢さわ木き浩こう介すけです。あの、えっと、これからよろしく──」


    　しばらく微妙な沈黙があって、俺は耐えきれずに椅い子すへ腰を下ろした。


    　いや、いいんだ！　自己紹介なんてこんなものでいいんだよ！　みんな自分のことを考えるのが精一杯で、他のやつの自己紹介なんて聞いてない。


    　俺がそう自分を納得させているうちに、もう次の生徒の自己紹介が始まっていた。


    　明らかな個性を感じるもの、俺と同じくらい没個性のものと、次々と自己紹介が消化されてゆき、ようやくプリシラの番になった。


    「えっと……？」


    　先生は少し戸惑ったように、手元の名簿とプリシラを交互に見ていたが、やがて顔を上げ、プリシラへと視線を向けた。


    「それでは、どうぞ」


    「うむ！」


    　先生に対してうむはねーだろ、と突つっ込もうにもプリシラの席は窓際の後ろから二番目だ。その列の最後尾はまだ来ていないらしい。あるいは予備の机が置いてあるのかもしれないが、とにかく空席になっているので、プリシラが自己紹介の大トリということになった。


    　プリシラは椅い子すを跳ね飛ばすくらいの勢いで立ち上がると、クラス一同を見回す。


    　全員の注目が自分に集まるまでの間をもってから、自己紹介をはじめた。


    「妾わらわの名はプリシラ！　ゆえあって義務教育には参加しておらなんだが、今日から初めての学校生活をおくることになった！　妾にとっては何もかもが新たな体験のため、周りの者に迷惑を掛けることがあるかもしれぬが、よろしくたのむぞよ！」


    　時折クスクス笑いがあちこちから漏もれたものの、他の生徒の顔をそれとなく見ていると、プリシラの自己紹介はどうやら好意的に受け止められたようだった。


    　プリシラは満足したように、ゆっくりと席に着いた。


    「ええと、最後に……遅刻、ですかね」


    　先生が空席と手元の名簿とを交互に見てそう呟つぶやいた。どうやら、プリシラの後ろの席は予備というわけでもなく、その席の生徒が遅刻しているだけのようだった。


    「それでは、これからクラス全員で、校内の施設を紹介するオリエンテーションに向かいます。出席番号順に廊下に整列して──」


    　ダン！


    　と大きな音を立てて、勢いよく教室の前扉が開いた。


    　先生も含めたその場の全員の視線が、一斉にそこに集中する。


    　沈黙の中で、扉に手をかけたそいつの荒い息遣いだけが響いていた。そいつは教室の中を見回すと、何かを悟ったように小さく頷うなずいて、教壇へと歩み出た。


    　先生もその勢いに圧倒されたのか、場所を譲るように、数歩後あと退ずさった。


    　そいつは小さく笑顔をつくって先生に会釈すると、チョークを手に取って、いきなり黒板に自分の名前を書き始めた。


    　自己紹介のときもみんな口頭で自分の名前を言っただけで黒板に名前なんて書いちゃいなかったのだが、そのあまりの自然さと勢いに、誰もそれを止めることはできなかった。


    　その代わりに、全員がその闖ちん入にゆう者しやの姿をつぶさに観察していた。


    　うちの高校の制服を着ているから、まず間違いなくそいつがこのクラスの最後のひとりなのだろう。入ってきたときはいきなりだったし、今は黒板に向かってチョークを動かしているため、どんな顔をしていたのかはよく確認できなかった。でも、ほんの一瞬の記憶を再現してみると、なぜか額ひたいから血をダラダラと流していた気がする。


    　それに、背後からでも、おろしたてのはずの制服は土つち埃ぼこりまみれで薄汚れていることがわかる。


    　さらに、そいつはチョークを手に取る前に抱かかえていた荷物をそのまま教卓に置いたのだが、それが鞄かばんと、葱ねぎが飛び出したスーパーの袋と、子犬だ。なぜ入学式の登校中にがっつり買い物をしているのか。そして、なぜ子犬を。


    　新品のはずの制服はなぜ土つち埃ぼこりに薄汚れているのか。


    　そして、今なお流れ続ける血は何のダメージなのか。


    　もう情報量が多すぎてどこから触れていいのかわからない中で、名前を黒板に大書し終えたそいつは、こちらへと向き直った。スカートが翻ひるがえり、肩までの黒髪が揺れ、額ひたいからこぼれ落ちた血が教卓に飛び散った。


    　掌てのひらで前髪を掻かき上げるようにして額の血を拭ぬぐうと、そいつは教壇の上から輝くような笑顔を向けて、大声で言った。


    「神かん原ばら中出身、若わか王おう子じ暁あきら！　三年間よろしくッ！」


    　ああ、あれは『あきら』と読むのか。と、多分全員が思っただろう。


    　その若王子暁は、鞄とスーパーの袋を持って教壇を降りるとき、わずかによろめいた。


    「あー、やっぱきついかな……。何か頭がすっげー痛いんで、誰か保健室まで付き添ってくんないかな」


    　顔を上げて、まるで体育の時間の二人組の相手を募つのるように言った。


    　──何かじゃねーよ、血がめっちゃ出てるよ！


    　と、その場の全員が心の中でつっこんだ。


    　ようやくにして鈴すず木き先生が若王子を呼び止めようとしたとき。


    　たまたま──。


    　たまたま若王子がふらついて手をついた席が、そこだった。


    「あ、じゃあ、よろしく」


    　俺の席に手を突つき、血塗まみれの顔を近付けて、そう言った。


    「あ──ああ。よろしく」


    　思わずそう言ってから、その返事がなんだかちぐはぐなものだと気付いた。


    　それが、俺と若王子暁との出会いだった。


    　俺だけじゃない、あの日、あの時、その場の誰もが、あいつの名前を覚えたんだ。


    　そして、今なら言える。


    　あの瞬間、あの血塗れの笑顔での名乗りを見た時。


    　誰もがあいつと一緒に高校生活をおくりたいと、そう思ったはずだ。


    



    　──今なら？


    



    　若王子に肩を貸すようにして立ち上がり、振り返ったとき、プリシラが複雑そうな表情でこちらを見ていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「なんじゃ。沢さわ木きよ、いつのまに連れができたんじゃ？　初日から友人を作るなど、おぬしのコミュ力でできる芸当ではあるまい」


    　その日の放課後、プリシラは俺の席にやってくるなり、俺と話していた相手を見て言った。


    「いや、こいつは前からの、中学からの連れだよ」


    「お、そうか、同じ中学からも何人か進学しておるわけじゃものな」


    　プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「なんだよ沢木、人が悪いぜ！　このカワイコちゃんを俺にも紹介しろよ！」


    「……なんか一昔前のラブコメに出てくる悪友ポジションみたいなやつじゃのう。じゃが沢木の連れにしては素直そうな好青年ではないか」


    　プリシラが紹介しろと眼で合図してくるので、俺はお互いを紹介してやることにした。


    「こいつはプリシラって言って、えっと、まあ前からの知り合いなんだよ」


    「んむ。プリシラじゃ、こんごともよろしく。んで、おぬしの名は？」


    「俺は木き村むら新しん太た郎ろうだ！　よろしくな！」


    「……きむら？」


    　木村の名を聞いた途端、プリシラは何とも言えない奇妙な表情を浮かべた。


    「のうのう、ちょっと変なこと言ってよいか？」


    「何だよ」


    　俺が聞き返すと、プリシラは俺の耳に口を寄せ、小さな声で囁ささやいた。


    「こやつの名前を聞いたとき、なぜだか全裸のこやつの姿が、頭の中でフラッシュバックしたんじゃが」


    「何をわけのわからんことを。……いや、確かに木村は全裸芸の達人だが、プリシラがそれを知ってるはずはないし……」


    「おいおい、いきなり内緒話かよ！」


    　木村は俺とプリシラの会話に、勢いよく割って入ってきた。


    「んにゃ、何でもないぞよ。ちょいとした気の迷いじゃよ」


    　そう言いつつも、プリシラはまだ釈然としないといった表情で木村を見ていた。


    「で、沢木とプリシラちゃんはどういう関係なんだ？　なんか随ずい分ぶんと気心が知れてるみたいだけど」


    　木村にそう言われて、俺とプリシラは思わず顔を見合わせた。


    　俺とプリシラの関係と言ったら、そりゃあ……。


    「そりゃあ……あれ？　えーっと、何だっけ」


    「沢さわ木きよ、ちょいと朝からボーッとしすぎではないかや？　そりゃあれじゃろ、えーっと、えーっと……あれ？　何じゃったっけ。中学が同じだったんじゃっけ？　おな中？」


    「そうだっけ。そんな気もするな」


    「いやいやいや、俺と沢木が同じ中学だろ。だったら俺も知ってないとおかしいぞ。同じ中学から来たのは陣じん内ないさんとか一いつ色しきとか、全員顔も名前も知ってるよ」


    「そういやそうだよな。あれ、じゃあもっと昔からの幼なじみとかだっけか」


    「あー、なんかそんな感じじゃったかのう」


    「じゃあ陣内さんとも？」


    「おお、委員長はむろん知っておるぞよ」


    「委員長？　つーかプリシラって綾あやちゃんと会ったことあるんだっけ……」


    　どうも今日は頭がうまく回らない。若わか王おう子じでもあるまいし、頭をどこかで打ったというわけでもないのに。


    「そういや沢木、陣内さんとクラスが違って残念だったな！」


    　そう言って木き村むらが背中を叩たたくので、俺の思考は現実に引き戻される。


    「い、いや、別にそんな……」


    「これから三年間もチャンスがあるなんて思うなよ！　ぼやぼやしてると横から知らないイケメンにかっ攫さらわれちまうぜ！」


    「い、いや、まあそこはゆっくりとだな……」


    「……うーむ、何じゃろう、初対面のはずなのに……木村がごく普通の悪友ポジションの台詞せりふを言うたびに、なーんかおかしな感覚が……。もっと芸についてダメ出ししたいような……芸？　うっ、あたまが……」


    　プリシラはわけのわからないことを呟つぶやきながら、せっかく綺き麗れいにまとまった金髪を指先でぐしゃぐしゃと掻かき回した。まあ、こいつが変なのはいつものことだ。


    「……まあよい。どこぞの部活を見学しにゆこうぞ。たった一度の高校生活、部活に青春を燃やすんじゃ！」


    　入学式の日は授業もなく、代わりに午後から各部活動と委員会のオリエンテーションが開かれることになっていた。体育館や校庭、部室などで、各部活動が新入生を獲得するための説明会や体験入部が催もよおされるのだ。


    「そうだな。せっかくの高校生活なんだし、部活くらいやってみるか」


    「うむ！　ボクシング部か空手部か柔道部か……。クッキング部というのもアリかもしれぬ。あ、部活でなく生徒会という手もあるのう！　ていうかいくつまで掛け持ちしていいんじゃろ！」


    　新歓オリエンテーションの配置図に眼を通しながら、プリシラはワクワクを抑えきれないと言った様子でシャドーボクシングをはじめながら、大おお股またで廊下を歩いていた。


    「おいプリシラ、そんなことしてて誰かにぶつかったら──うわっ」


    「──っ」


    　プリシラに注意しつつ歩いていたせいで、俺の方が前から歩いて来た女の子とぶつかってしまった。彼女は何冊も本を抱かかえていたらしく、ぶつかったはずみにその本を取り落としてしまったようだ。


    「ご、ごめん」


    　俺は慌てて、バラ撒まかれた本を拾い集める。本の裏表紙には図書室のタグが貼ってあるので、どうやらこの子は初日から図書室で本を借りていたらしい。随ずい分ぶんな読書家のようだ。


    「何じゃ何じゃ、ギャルゲーの新キャラ登場イベントみたいなことをやらかしおって」


    　そんなことを言いつつ、プリシラも本を拾い上げるのを手伝ってくれた。


    「あの、ごめん、大丈夫？」


    「……」


    　プリシラのギャルゲーどうこうの発言を気にしたわけではないが、入学初日ということもあって、相手が女子だと妙に意識してしまう。制服もピカピカに真新しいので、上級生ではなく、同じ新入生のようだ。


    　が、彼女は不機嫌そうな表情を浮かべたまま、俺の言葉には応こたえず、眼さえも合わさないまま、俺が拾い上げた本も引ったくるようにして受け取った。


    　なんだか無愛想な子だとは思ったが、ぶつかったことにはこちらに非がある。軽く会釈だけしてその場を立ち去ろうとした時だった。


    「……ちょっと待って」


    　さっきの女の子が、硬い言葉を俺の背中にぶつけてきた。振り返ると、その子が睨にらむような視線をこちらに送ってくる。ぶつかったくらいでそこまで敵意を剥むき出しにしなくてもと思ったが、よく見ると、その眼には怒りではない複雑な感情が込められているようにも思えた。


    「……沢さわ木き浩こう介すけ。あんた、私のこと、覚えてる？」


    　言われた瞬間、心臓がドクンと脈打つ音が聞こえた。


    「……え？」


    　俺はその女子の顔を見るが、覚えがない。中学の同級生ではないはずだ。ひょっとしたら新入生じゃなく上級生かと、中学の先輩にそういう人がいたかどうか思い出そうとしてみるが、そもそも女子の先輩で顔と名前が一致する人など数えるほどしかいなかった。


    「えっと……」


    　かと言って、安いナンパのような手口を自分が使われると思うほどには自うぬ惚ぼれていないし、また相手の表情もほとんど無表情に近く、そんな気安い感じではない。


    　意志の強そうな眼だけが、真まっ直すぐにこちらを見ていた。


    　真っ直ぐに──俺の頭の中を覗のぞき込むかのように。


    　そういえば、こんな女の子とどこかで会ったことがあるような──けれど、頭の奥に靄もやがかかったように、その名が思い出せない。


    「……何でもない。忘れて」


    　彼女はさっと俺から視線を外すと踵きびすを返し、そのまま早足で廊下を歩き去ってしまった。


    　俺がしばらく呆ぼう然ぜんとその背中を見送っていると、木き村むらが言った。


    「何だよ沢さわ木き、もう忘れちゃったのか。今の子、同じクラスだったぞ」


    「そうだっけ？」


    　自分の自己紹介を考えるのと、それがうまくいかなかったことの後悔で、他のやつの自己紹介はほとんど耳に入っていなかった。ただ一人、あの若わか王おう子じ暁あきらというやつのものを除いては。


    「俺は自己紹介のときに、クラスのほとんど全員の顔と名前を覚えたぜ。特に女子のな」


    「おぬしはそんな普通の悪友キャラみたいな特徴いらんじゃろ……。もっと持ち味を活いかすんじゃ……。持ち味……？」


    　プリシラはまだわけのわからないことをブツブツ言っている。


    「で、さっきの子は何て子だ？」


    「宝たから田だ舞まいって子だよ」


    「……たからだ、まい」


    　その名を口に出してみたとき、頭の奥で何かが疼うずいたような気がした。が、わずかに一筋の光が差したように思われた次の瞬間、再び頭の奥に靄がかかって、触れようとしていたものはどこかへと隠されてしまった。


    「小学校ん時の同級生とかじゃねーの？　それか、塾か何かが同じだったとか」


    　そうだっけ。そうかもしれない。確かにどこかで、彼女とは会ったことがある気がする。


    「またあとで調べてみるよ。小学校の同級生なら、綾あやちゃんに聞けばわかるかもしれないし」


    「そうそう。そうやって喋しやべる口実を作っていかないとな。なんせクラスが違うわけだから。でも他の女子の話ってのはどうかなァ」


    「いや、そういうわけじゃ……」


    「そういや、さっき保健室に連れてった子もけっこう可愛かわいかったよな。若王子暁、一発で名前覚えちゃったよ」


    「そうだっけ、名前は確かに俺も覚えたけど」


    「何言ってンだよ、お前が保健室まで付き添って連れてったんだろ」


    「そうだけど、流血のほうに意識が行っちゃって顔立ちまで気が回らなかったんだよ」


    　でも、不思議と眼は強く印象に残った。


    　好奇心の光を強く宿した、力強い眼。


    　あいつがどんな奴かも、これからの高校生活でわかるはずだ。


    　変わらない友情と、新しい出会い。


    　前途は明るく、希望に満ち満ちていた。


    　何気なく眼をやった四月の青空は雲一つなく、どこまでも澄み渡っていた。
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    「おお……っ！　おおおおおおおおおおっ！」


    　食堂に、プリシラの魂の叫びが谺こだまする。


    「カレー、カツカレー、きつねうどんにたぬきうどん、Ａ定食Ｂ定食Ｃ定食！　どれもこれも夢にまで見た食べ物ばかり！　これ……これ、全部食うてよいのか!?」


    「いいわきゃねーだろ。金を入れて、どれかひとつだけ押すんだよ」


    「金を入れてボタンを……おおおっ！　では、これがあの伝説の自動販売機！」


    　プリシラがやいのやいのと騒いでいる間にも、どんどん俺たちの後ろに行列ができてくる。本来なら、購入するメニューは列に並ぶ前に決めておかねばならない、それが学食のルールだ。


    「おい、プリシラ。早くしろ、うしろに人が並んでるだろ」


    「う、うむ！　これ金貨使えるかのう？」


    「当たり前……金貨？」


    　あれ、金貨って何円玉だっけ？


    「使えぬのか？」


    「……いや、多分使えるんじゃないかな」


    「お、そうかや。んでは、カチャッとなのポチっとな」


    　プリシラが金貨を挿入してたぬき蕎そ麦ばのボタンを押すと、大量のおつりとともに、食券が一枚出てきた。


    「およ？　そばが出てこずに、硬貨と紙だけが出てきたぞよ」


    　プリシラは不思議そうに、返却口を覗のぞき込む。


    「そりゃそうだ。この食券を持っていって、食べ物と交換するんだよ」


    「ふーむ。自動販売機といえども完全に自動ではないのか」


    「プリシラちゃんってひょっとして、すっげーお嬢様だったりすんの？」


    　木き村むらの言葉に、プリシラは首を傾かしげた。


    「だって、今時食券の自販機でこんだけ感動するなんてさ」


    「そりゃ妾わらわは高貴な生まれじゃよ。猪いのししだって自分で狩ったことはないくらいなんじゃ」


    「だいたいのやつはないから基準がいまいちわからん。あ、お前、たぬき蕎麦にたぬきが入ってないなんてベタなことは言うなよ」


    「えっ？」


    　プリシラは困惑した表情で、受け取ったばかりのたぬき蕎麦を見つめていたが、俺は放っておくことにした。俺たちはそのまま食事を受け取り、空いていた席を見つけて座った。


    「そう言えばお前ら、部活はもう決めたのか？」


    　ラーメンをすすりながら、木き村むらは俺とプリシラに言った。


    「俺は新聞部に入ったんだ。校内の情報なら俺に任せてくれ！」


    「放課後変態倶楽部ではなく？」


    「プリシラちゃんはなんで俺にそういうキャラを付けようとするかなあ」


    　木村は苦笑する。


    「確かに何故かはわからぬが、木村が新聞というと、『ヘンタイ高校生、ついに御用！』っていう三面記事の見出ししか浮かばぬのじゃ……。前世で同じ名前のやつが何かしたのかのう」


    　プリシラはまだブツブツと、そんなことを言っている。


    「お前らもそろそろ部活を決めないと、入りにくくなっちゃうぜ」


    「そろそろって、まだ入学直後ではないか」


    　丼の中にたぬきを探すように、箸はしで蕎そ麦ばを持ち上げながらプリシラが言う。


    「直後って言っても、もう四月も終わりかけだぜ」


    　木村の言葉に、俺とプリシラは顔を見合わせた。


    「あれ？　そうじゃっけ？」


    「なんかやけに早いような……」


    「そうだよ。高校生活の三年間なんてあっという間だぜ」


    　木村はもっともらしいことを言いながら、チャーシューを口に放り込んだ。


    「部活といえば、野球部にヤベー奴が入ったんだってよ。何でも理事長が金を積んで引っ張ってきたって噂うわさでさ。二に階かい堂どうってヤツなんだけど、こないだのオリエンテーションの時にフリーバッティングで漫研の部室に球を打ち込むくらいの。俺もチラッと見たけど、同じ高校生とは思えないくらいガタイがいいんだよ。他にもいろいろと強豪中学から引っ張ってきてるみたいだし、まさかまさかの甲子園もあり得るかもよ」


    「おお、妾わらわは野球は大好きじゃぞ」


    「でも女子はマネージャーだけだぜ。そうだ、ガタイと言えば、その二階堂よりビッキビキの体のヤツがいてさ。宗むな像かたっていうヤツなんだけど、制服の上からでもマジで筋肉ヤベーんだよ」


    「そういうやつこそ、得てして見かけ倒しの肉塊だったりするもんじゃぞ」


    「男のガタイの話はどうでもいいっての。聞いたところで嬉しくもない」


    「そうじゃそうじゃ。女体の話をせよ」


    「お前はどういう立場からその情報を求めてるんだよ」


    「女子といや、ほら。あそこで一人で飯食ってるの。あれが一組の坂さか上がみ雪ゆき乃のだ。ほら、入学式のときに新入生総代やってた」


    　木村は箸で食堂の隅っこを指し示した。


    「総代って、入試の時に成績がトップだったやつが選ばれるんだよな」


    「しかも噂うわさじゃ、開校以来の最高の成績だったそうだぜ」


    　坂さか上がみ雪ゆき乃のはおいしくもなさそうな顔で、うどんをつるつると啜すすっていた。たまたまかもしれないが、その周りには友人らしき人間は誰一人見当たらなかった。しかも、うどんの器の傍かたわらには、教科書が開かれている。


    　その姿が何故かひどく寂さびしく、いたたまれなくなって、俺は思わず眼を逸そらした。


    「すげー奴といえば、俺らが小学生くらいのときによくテレビに出てた、天てん堂どうまほろってマジシャンの女の子いただろ。あの子、四組にいるんだよ！　凄すごくね、有名人だぜ！　わざわざ見に行ったんだけど、クールでミステリアスな感じで、当時のイメージそのまんまだよ」


    「クールでミステリアスのう……」


    「あと芸能人って言えば、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみっていう子役も。あんまりテレビでは見ないけど、演劇の世界じゃ天才子役として有名だったらしい」


    「へえ。同じ学年に、凄いやつがいろいろといるもんだなあ」


    　同い年で既に何かのプロとして活躍しているやつがいるというのは、こちらも刺激を受けると同時に、何も持っていない自分に少し焦あせりを感じるものだ。


    「あそこの、食堂にまで竹刀しないを持ち込んでるやつ、あれは三組の和泉いずみ刀とう香か。剣道部の三年があっさり倒されたって噂だ。そうそう、女子じゃないけど、プリシラちゃんみたいに金髪のヤツがいてさ、たぶんアメリカからの留学生かなんかだと思うんだけど──」


    　木き村むらは次々と、同級生の情報を矢や継つぎ早に喋しやべる。どいつもこいつも個性的なやつらばかりで、自分の個性の薄さが少しばかり嫌になってきた。


    　ちょっと落ち込みつつＡ定食のメンチカツを口に運んでいると、眼の前の席に誰かが座った。


    「よう、ここ、空いてるか」


    　俺たちが返事をする前に、若わか王おう子じ暁あきらは既に腰を下ろした。


    　お盆には、カツ丼とチャーシュー麺が載っている。


    「それ、全部食うのか……？」


    「ラーメンライスだよ、知らないのか」


    「ご飯がカツ丼のラーメンライスは聞いたことねえよ」


    「そういうのもあるのか……。次はそれにしよう……」


    　生なま唾つばをごくりと飲み込みながら、プリシラが呟つぶやく。


    　若王子はニコニコ笑顔で手を合わせ、「いただきます！」と律りち儀ぎに言って麺をすすりはじめた。


    「うまっ！　なんだこりゃうますぎる！」


    「まじでか」


    　プリシラは何のことわりもなく、若王子のカツ丼に箸はしを伸ばしてカツを自分の口に運んだ。


    「まじだ超うまい！」


    「その流れならせめてラーメンのほうにしろ」


    　俺はプリシラに注意したが、若わか王おう子じはさしてそれを気にした様子もなく、俺とプリシラの顔を交互に見て、言った。


    「ところでさ、入学以来沢さわ木きとプリシラっていつも一緒にいるけど、お前ら付き合ってんの？」


    「ごぶっ！」


    「がふっ！」


    　俺とプリシラは、同時に口の中のものを吹きそうになった。


    「うわ、きったねーな！」


    　お盆を両手に持って卓上から避難させつつ、若王子は嫌そうに言う。


    「こやつとは単に腐れ縁というか何と言うか、腐った縁なんじゃ！」


    「そうだ！　腐れ縁だ！」


    「何の説明にもなってないけど、そういうもんか。幼なじみってやつ？」


    　若王子も断りなくプリシラのたぬき蕎そ麦ばに箸はしを伸ばしつつ聞いてきた。


    「いや、別に幼き頃はこんなやつ知らんぞよ？」


    「ああ。俺も知らん」


    　そんな俺たちを不思議そうに見ながら、あっという間に若王子はカツ丼とチャーシュー麺をたいらげてしまった。ただしカツの三分の一はプリシラが食った。


    「そうだ。二人はもう部活決めたのか？」


    　若王子が切り出してきたのは、木き村むらと同じく、この時期に定番と言えば定番の話題だった。


    「ああ、俺は新聞部に──」


    「お前はいいや。プリシラは？」


    　若王子も木村の扱いはぞんざいだった。


    「んにゃ、妾わらわは一つに決めかねての。とりあえず六つくらいの部活に仮入部しといて、いろいろと顔を出してみてから決める予定なんじゃ」


    「へえ、アクティブなヤツだな。沢木は？」


    「いや、まだ特に決めてなくて。ゆっくり見て回ろうかなと」


    「こやつはそういうことを言っておるうちに、ズルズルと帰宅部になっていくタイプじゃ」


    　若王子は俺たちの返答を聞くと、こんなことを切り出した。


    「私は二年になったら生徒会長選挙に出るつもりだ。お前らも、生徒会やんないか？」


    　自信に満ち溢あふれた顔で、若王子は言った。


    「選挙たって、出られるのは二年だろ。そんなこと今のうちから決めてるのか」


    「そりゃ、一度しかない高校生活だ。てっぺん目指してみたいだろ」


    「お、それはわかるのう」


    「で、どうだプリシラ。何なら副会長にしてやってもいいぞ」


    「ふむ。妾わらわが会長で、おぬしが副会長であればよいぞよ？」


    「何を馬鹿なこと言ってる。会長は私に決まってんだろ」


    「じゃあ交渉は決裂じゃの。ていうかそんなつもりはなかったが、妾が生徒会長選挙に出るというのは面白いのう！　民主的な制度で選ばれてみるというのは実に面白そうじゃ！」


    「何をオーバーなこと言ってやがる。王様の経験でもあるのかよ」


    　もうすっかり仲良くなったプリシラと若わか王おう子じの会話を聞き流していると、ふと視界の隅に、あの宝たから田だ舞まいというクラスメートの姿を見つけた。


    　俺たちのテーブルと一列違う席で、宝田舞は本を読みながら、一人で黙々とカレーを食べていた。口元に運ばれていくスプーンの上に──。


    「……ジャガイモ？」


    　俺とプリシラが、同時にそう小さく口にした。


    「いや……カレーに入ってんだから、ジャガイモくらい食うだろ」


    　自分で何に疑問を感じたのかわからず、それを打ち消すように俺は言った。


    「それはそうじゃろうが……何かとんでもないシーンを見てしまったような……？」


    　入学して以来、プリシラはたまによくわからないことを言う。いや、そもそも入学する前のプリシラがどんなだったかよく思い出せない。確かジャージがよく似合っていたような──。


    「ま、いいか」


    　小さくひとりごちて、俺は食堂を行き交う生徒たちをぼんやりと眺めた。


    　個性のあるやつ。そうでもないやつ。


    　こいつら全員、ひとりひとりにそれぞれの高校生活があるのか。すげーな。


    　そんなことをぼんやりと考えるとともに、ついさっき木き村むらが言ったように、ぼんやりしていると高校生活の三年間なんてあっという間なんだろうな、と思う。


    　思って、俺は──。


    



    　そして、本当に、それからはあっという間だった。


    　体育祭。球技大会。ひとつ上の代の生徒会選挙。文化祭。バレンタイン。


    　めまぐるしく移り変わる季節の中で、俺とプリシラ、そして若王子暁あきらは、それなりにうまくやれたと思う。


    　一度目と比べて、どうだろう。


    　──一度目？


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「──充実した時間はあっという間じゃのう」


    「確かに、あっという間だな」


    　気付けば、もう一年は終わり。今日が今年度の終業式だった。


    「こらお前ら、どこ行くんだよ」


    　教室を出ようとした俺たちの前を塞ふさぐように、若わか王おう子じが両手を広げて立っていた。


    「一週間くらい前から言ってたろ。クラスの解散式だよ。このクラスも最後なんだからさ、この教室でパーっと打ち上げでもやろうかと思ってさ。先生の許可ももらったし」


    「ああ──」


    　そういえば、そんな話を聞いていたような気もする。


    「宴会かや！　それはいい考えじゃの！」


    「だから前から言ってたろ。ったく、お前ら人の話を聞かないんだから」


    「しっかし、そう考えるとおぬしとももう一年の付き合いというわけじゃのう。第一印象は変な奴じゃなあと思っておったぞよ」


    「それはこっちの台詞せりふだ」


    「そして、その第一印象は今も変わらぬ」


    「こっちもだよ」


    　そんなことを言い合うと、プリシラと若王子はにやりと笑い、互いの右手をパンと打ち合わせた。そして、そのままその手を握にぎり合う。


    「一応区切りじゃから言うておくかの。来年同じクラスになるかどうかわからぬが、来年もよろしくの」


    「ああ、プリシラ。こっちこそ」


    　そんな女の友情を前に、俺は不思議な感慨を覚えていた。何だかいろんなことに既視感を覚えっぱなしの一年だったけれど、この光景は初めて見た気がする。


    　──初めて見るのは当たり前なのに、そのふたりの少女の姿は、不思議と俺の胸を打った。


    「……んぎぎぎぎ」


    「……ぐぐぐぐぐ」


    　二人の少女はそのまま互いの手を強く握り、握力対決をはじめた。なんだこいつら。


    「そうだ沢さわ木き、文学少女どこいったか知らないか？」


    「わっ！」


    　いきなり若王子が手を横に振ってこちらを向いたので、プリシラはよろめて尻しり餅もちをついた。


    「文学少女？」


    「宝たから田だだよ。他の全員には打ち上げの出欠確認をしたんだけどさ。部活の集まりに顔を出すってヤツもいれば、カップルでフケるヤツもいて、全員参加ってわけじゃないんだけど、あいつにだけまだ確認が取れてなくってさ。スマホも持ってんだかわかんないし」


    「宝田、か」


    　確かに同じクラスでも、一度も会話をしたことがないやつというのはいて、宝たから田だはその中の一人だった。


    　いや、入学式の直後に、何か少しだけ言葉を交わしたような気もする。


    　でも、それっきりだった。あいつはいつも、教室の自分の席で分厚い本を読んでいた。確か文芸部だというのは誰かに聞いたことがあったので、本が好きなやつなんだろう。


    「もう帰ったんじゃ？」


    「いや、さっき下駄箱を確認したけど靴くつはあった。だから学校のどこかにはいるはずなんだよ」


    「別に全員が全員、そういう会に参加したいわけではないじゃろ」


    　プリシラが言うと、若わか王おう子じはわずかに眉まゆをひそめた。


    「私は、そういうの気になるんだよ。来ないんなら来ないで別にいいんだよ。でも、誘われてて行かないってのと、誘われもしなかったってのは、全然違うだろ」


    　若王子暁あきらは何に対しても、それが当たり前だろ、という態度を取る。


    　自分のやることは、当たり前のことだと。


    　もちろん若王子暁の友達として近くでそれを見ていれば、決していつも若王子が正しいなんてことはなくて、若王子のほうが間違ってるだろうと思えるようなことはたくさんある。


    　だが、それでも。


    　恥ずかしいだとか、面倒くさいだとか、放っておいたらいいだとか、関係ないだとか──。


    　ただの一度も後ろ向きなことを言わず、世界の全てに触れようとするこいつのことを、俺は嫌いじゃなかった。そう、たぶん、プリシラも。


    「ふむ。では、妾わらわもゆこうかの。……妾も、ひとりぼっちの寂さびしさはわからぬではないからの」


    　後半は、小さな声で呟つぶやいた。


    「何言ってんだ。お前はいっつも誰かといるじゃないか」


    「……そういえばそうじゃのう。リア充の中のリア充たる妾が寂しいなどと」


    　若王子の言葉に、プリシラは不思議そうに首を傾かしげた。


    「じゃあ、私は一階と食堂や体育館を捜すから、沢さわ木きとプリシラは二階から四階。んで見つからなかったら教室に戻ってくる。いいな」


    「うむ」


    「ああ、じゃあまたあとで」


    　こうして終業式の日、俺たちは宝田を捜しに向かった。


    　何故か、不思議な既視感を感じながら。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　階段の前で、俺は足を止めた。


    「浩こう介すけ──なんか、久し振りだね」


    「あ、うん。久し振り」


    　幼なじみの陣じん内ない綾あや──綾ちゃんと顔を合わせるのは、確かに久し振りのような気がした。同じ学校の同じ階に教室があるのに、会わないときは意外と会わないものだ。


    「もう、一年生が終わっちゃうんだね」


    「早いよな。あっという間で──」


    　気付けば、プリシラの姿はどこにもなかった。気を遣ってくれたのかもしれない。


    　視線を戻すと、幼なじみの横顔を、春の夕陽がほんのりと染めていた。


    「浩介とクラスが違う一年って、ちょっと新鮮だった」


    「ああ、確かに」


    「幼稚園から小学校、中学校まで、私たちずっと同じクラスだったじゃない。だから、何となく当たり前のように、高校でも同じクラスになるんだと思ってた」


    　少し目を細めながら、綾ちゃんは言う。昔のことを思い出しているのかもしれない。


    「そうだった。けっこう珍しいことだよなあ」


    　彼女は、陣内綾は、当たり前のように俺のすぐ側そばにいた。ずっと、俺の世界の一部だった。


    「でもそういえば、小学校三年生くらいからしばらくの間、私のこと避けてたでしょ。あれ、ちょっと傷付いたのよ」


    　今度は少し責めるような口調だ。でも、それが妙に懐なつかしかった。


    「いや、まあ、男の子ってそういうもので……」


    　俺は苦笑いをしつつ、弁解する。そう、そんな時期もあった。男友達にからかわれたことが原因で、俺は何となく女の子の幼なじみと仲良くするのが気恥ずかしくなって、それで自分から距離を取り始めた。相手のことを名前で呼ぶこともやめ、苗みよう字じのほうで呼んでいた時期もあった。


    　関係がまた近付いたのは、中二の頃だったろうか。


    　そう、まさに今と同じように、帰り路でばったり彼女に出で逢あって。


    　──綾ちゃん。


    　そう、思わずその名を呼んでしまったとき、彼女が笑顔を向けてくれたから──。


    「あの頃に思ったの。当たり前のことだけど、浩介には私の知らない友達ができて、私にも浩介の知らない友達ができる。そっか、私の知らないところで浩介の世界は広がってくんだなって──最近、あの頃のことを思い出したの」


    　それからしばらく、二人とも黙り込んでしまった。


    　その沈黙をどう破ろうかと考えていたとき。


    「プリシラさん、今度ちゃんと紹介してよ」


    　ぽつりと、綾ちゃんは言った。


    「あれ、プリシラのことを？」


    「だって彼女、すごく目立ってるよ」


    「それ、いい意味で？　悪い意味で？」


    　俺が笑って言うと、


    「うーん。六・四でいい意味かな」


    　綾あやちゃんも笑って、そう言った。


    「だから、二年生になったら紹介してよ。私、仲良くなれそうな気がするんだ」


    「あ、ああ。もちろん」


    　プリシラはたぶんそのあたりに隠れているんだろうが……。それとも、もう宝たから田だを捜しに一人で行ってしまったんだろうか。


    「あ、そうだ。俺、ちょっと用事があって行かないといけないんだった」


    「そういえば私も。じゃあ、またね。次は──二年生か。来年は、同じクラスになれるかな」


    「なれるよ」


    　反射的に、俺はそう答えていた。何故か、そんな確信があった。


    「そう、そうかもね。プリシラさんも」


    「あいつはどうだろ。なったらなったでうるさいし」


    　そうして渡り廊下の前で、俺たちは別れた。


    　歩きながら、俺はさっきの言葉を胸の中で反はん芻すうする。


    　──若わか王おう子じさん、今度ちゃんと紹介してよ。私、仲良くなれそうな気がするんだ。


    「……ん？　若王子？」


    　いつだったか、俺はそんな言葉を、この渡り廊下の前で聞いたような──。


    「ま、プリシラも若王子も同じようなもんか……」


    　そう独りごちていると、廊下に置かれたロッカーの陰から、ひょいとプリシラが顔を出した。


    「おい、お前、どこ行ってたんだよ」


    「気を利かせてやったというのに、何ちゅう言い草じゃ」


    「──ああ、いや、悪いな」


    「あれがおぬしの幼なじみというやつじゃな」


    　プリシラは綾ちゃんが去っていったほうに視線を向けた。


    「ああ、今度また紹介するよ。ひょっとしたら来年は同じクラスになるかもしれないし」


    　そういえば、この一年、プリシラと若王子に振り回されてる間に、綾ちゃんとはほとんど何も交流がなかった。もしプリシラがいなければ、もっと綾ちゃんと進展があったかもしれない、なんてことを、つい思ってしまった。


    「おぬしの色いろ恋こい沙ざ汰たに興味はないがの。じゃが、どっちつかずというのは見ていて気持ちのよいものではないぞよ。天てん秤びんに掛けてキープっちゅーのは、妾わらわは好かんの」


    　プリシラは何か言いたげに、下から俺を睨ねめ上げる。


    「どっち？　いや、プリシラ、何を──」


    「違うのかや？　……まあよい。とっとと宝たから田だを捜すぞよ」


    　話を切り上げて、プリシラは再び廊下を歩き始めた。


    「文芸部のほうを覗のぞいてみるかや。文芸部の部室は確か四階であったかの？」


    「ああ、とりあえずそうしてみるか」


    　プリシラのあとを追って、階段を上ろうとしたそのときだった。


    「──いや」


    　自然と、顔が廊下の先を向いた。


    「たぶん、こっちだ」


    「ぬ、何故じゃ」


    　俺は答えず、早足で歩を進める。理由はないが、奇妙な予感があった。昔プレイしたことがあるゲームを、久し振りに引っ張り出してプレイしているときのような、妙な確信があった。クリアへの最短ルートを体が覚えているかのように、俺の足はその部屋へと向かってゆく。


    　一年の役目を終えたあとの、何とも言いがたい喧けん噪そうの名な残ごりを残す校舎の中を、俺は真まっ直すぐに歩いてゆく。


    　達成感と、寂せき寥りよう感かんと、興奮と、そしてほんのわずかな後悔の香り。


    　そんな終業式の濃密な空気からすっかり切り離された場所へ、俺は足を進めていた。


    　毎日通う校舎の一角にありながら、この一年間、俺はほとんどその場所へ足を運んだことがなかった。だけど、あいつはそこにいるのだと、そんな奇妙な確信が俺にはあった。


    　そんな俺の態度から何かを察したのか、プリシラも珍しく、一つの軽口も挟むことなく俺のあとをついて来た。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　図書室の扉を明けると、微かすかな埃ほこりの臭においが鼻をついた。年度が終わるこの日も開放されてはいるものの、この日ばかりは図書室に立ち寄る生徒はまずいないはずだった。


    　ただでさえひっそりと静かな空間は、終業式のこの日、より際だった静寂に包まれていた。


    　直視すれば涙が出そうなくらいの夕陽が、机と書架を真っ赤に染めていた。


    　そんな図書室の窓際の席に、宝田舞まいの姿があった。


    　机の上に、ハードカバーの古びた大判の本を広げていた。その凝こった装丁と、この図書室の雰ふん囲い気きが相まって、魔女の読む魔法の本と言われてもしっくりくる。


    「……何」


    　ほんの一瞬だけこちらを一いち瞥べつし、宝田は再び本へ視線を落とした。


    「いや、実は、これからクラス解散の打ち上げをやらないかっていう──」


    「あんたと二人で？」


    　宝たから田だは本から顔を上げ、そして意地悪そうに笑った。不機嫌そうな顔か、無表情かのどちらかしか見たことがなかったので、その表情は新鮮だった。


    　その言葉の意味をゆっくりと噛かみ砕き、俺は慌ててオーバーアクションで、顔の前で手を振った。


    「ちっ、違う、そうじゃなくって、クラスのみんなで」


    「冗談よ」


    　そう言ったときには既に、いつもの乾いた表情に戻っていた。


    「そもそも私、呼ばれてないけど」


    「いや、それを今呼びに──クラスは今日で最後だけど、まだ来年もあるわけだし、親睦を深めようって趣旨の会だから」


    　宝田は、ふう、と溜ため息いきを吐ついた。そして、俺の少し後ろで突つっ立っていたプリシラへと視線をやった。


    「プリシラ王女、ちょっと外して。こいつと話があるの」


    　──王女？


    「やれやれ。今日はそういうイベントが集中する日なのかのう。また妾わらわに気を使わせるのかや」


    　そう言い残すと、命令形の物言いには反発しがちのプリシラが珍しく素直に姿を消した。


    「宝田、話って……」


    「一度目のときも、私はここで本を読んでいて、そして、あんたが私を捜しにここまでやって来た」


    　──一度目？


    　そんな言葉が喉のどの奥に引っかかって、しかし声になることはなかった。


    「もっともあの時は、学校中を捜し回ってようやく見つけたみたいだったし、それに」


    　宝田はプリシラが身を隠した本棚へと視線をやった。


    「あの時は、プリシラ王女じゃなくて、若わか王おう子じと一緒に来たんだ」


    　プリシラ王女？　宝田が、何を言っているのかわからない。


    　だが、その言葉はまるで魔法の呪じゆ文もんのように俺の胸の奥に絡み付いて、強くきつく締しめ上げてくる。息苦しさは増し、喉はからからに渇かわいてくる。


    　本棚の陰で聞き耳を立てているはずのプリシラも、いつもであれば軽口を叩たたいて茶化しにかかるのだが、隠れたまま一言も言葉を発しない。「キミ、もしかしてハーブでもやってる系かな？」とプリシラが口を挟んでくれればどんなに楽だっただろう。


    　でもプリシラは隠れたままで、宝田は呪文のように言葉を続ける。


    「ここから先は、この幻の中に置いていく言葉」


    「まぼろし」


    　そう、俺は馬鹿のように繰くり返した。


    「集団行動が苦手なヤツってのはどこにでもいて、私はそれだった」


    　宝たから田だの指先が、本のページを捲めくっていく。


    「一年のとき、学校中を走り回って、いろんなことに首を突つっ込んでは揉もめ事を起こしてた同じクラスの──あんたと若わか王おう子じを見て、私は少し羨うらやましかった。物語の中の登場人物のように」


    　宝田の横顔を撫なでる夕陽の角度が、ゆっくりと深くなってゆく。


    「そして同時に、それは私に関わりのない物語だと思ってた。それはどこかの誰かのメインストーリーで、私にとってはサブストーリーですらないと」


    　指先が動き、ページが捲られていく。


    「でも、この幻の中で、私はやり直せるんじゃないかと思った。見られたかもしれない風景を見てもいいんじゃないかと思った。たとえばあの旅の中で、坂さか上がみ雪ゆき乃のがそうしたように」


    　坂上雪乃──。確か学年一の優等生で、眼鏡めがねっ娘で、いつも一人で──。


    「……旅？」


    　宝田は本から視線を上げて、睨にらむように俺を見た。その眼の強さに気け圧おされて、俺は言葉を継つげなかった。


    「でも、やりなおせはしないのよ。やりなおしちゃいけないのよ。たとえば坂上雪乃はずっとひとりぼっちのまま、誰も彼女に手を差し伸べず──そしてようやく、あの旅の中で、彼女は自分の脚で世界を超えていった。手を伸ばさなかった世界は二度と取り戻せないし、訪れた世界はなかったことにはできない。彼女は、いつか訪れるあの日を待たなくちゃいけない。だから私も、やっぱり今日、あんたの誘いには乗れない」


    　宝田は立ち上がると、本をパタンと閉じた。埃ほこりが微かすかに宙に舞って、夕陽を受けてきらきらと輝いた。


    「あとは、あんたに任せるわ。メタ文学は性に合わない」


    「ちょ、ちょっと待て、えっと、宝田、何を言って──」


    　何を言っているのか──俺は、本当にわかっていないのか？


    「でも──。もしも、あの時あんたの誘いに乗って、クラスの解散式に顔を出してたら、私もちょっとは──そう考えたことは、確かにあった」


    「……宝田？」


    「──いいわ。なんでもない」


    　宝田の眼の中に夕陽の赤があった。その眼はなぜか、寂さびしそうな色をしていた。


    「この世界は幻で、本物じゃない。これは私たちが通り過ぎて来た景色の残像でしかない。そのことに、あんただって本当はもうどこかで気づいてるんじゃないの」


    　俺がその言葉をゆっくりと噛かみ締しめていたとき、いきなり宝田の手が跳ねて、俺の胸ぐらを掴つかみ上げた。


    「しっかりしろ、沢さわ木き浩こう介すけ！　あんたはどこから来て、どこへ行くんだ！　お前が来た場所を、通ってきた道を、帰る場所を思い出せ！」
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    　勇者の眼に射い竦すくめられたそのとき。


    　ぱき。


    　そんな音を立てて、世界に大きな亀き裂れつが入るような感覚があった。


    　窓の外で、夕陽の笑い声が聞こえた。


    



    　そして、俺は全てを思い出した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「あ、いたぁッ！　くっそ、電話くらい出ろよ！　お前らがいつまで経たっても帰ってこないから、校内中走り回っただろうが！」


    　図書室にそんな大声を響かせながら、大きな足音を立てて、若わか王おう子じが姿を現した。


    「あっ、お前まさかここでずっとそれ読んでたんじゃないだろうな！」


    「おおっ、つい横よこ山やま光みつ輝てる三国志を読んでおったら時間を忘れておったぞよ！」


    　本棚の陰から顔を出して、プリシラが若わか王おう子じに応こたえる。


    「三国志と打ち上げとどっちが大事なんだ！」


    「でもいま呂りよ布ふがえらいことに……」


    「呂布は死ぬ！」


    「ぎにゃっ！　ネタバレ！」


    「三国志に出てくる奴は全員死んでる！」


    「えっまじで」


    　愕がく然ぜんとするプリシラをよそに、若王子は俺へと向き直った。


    「つーかお前らがここにいるのはいいんだけど、文学少女はどうしたんだよ。まさか見つけられないまま三国志読んでたんじゃないだろうな」


    「え、宝たから田だは──」


    　ついさっきまでそこにいたはずの宝田の姿は、もうどこにもなかった。


    「何だよ、結局会えなかったのか」


    「──いや、宝田には会えたんだけど、行けないって」


    「ん、わかった。これで全員の出欠確認完了！　じゃあ沢さわ木き、プリシラ、行くぞ！」


    「ううっ、董とう卓たくに続いて呂布までも……。妾わらわが応援したやつ全員死ぬぞよ……」


    　三国志のネタバレを食らって落ち込むプリシラをぐいぐい引っ張って、若王子は図書室の外へと向かっていく。


    「おい沢木！」


    　こちらを振り返って若王子は声をあげる。


    「ああ、今行くよ」


    　宝田が座っていたはずの椅い子すに視線をやり、そして俺は若王子のもとへ歩いていく。


    「全部思い出したよ。俺が──俺たちがどこから来て、そして、どこへ行こうとしてたのか」


    「あん？　何をカッコつけてやがる。どこって、私達の教室だよ！　ああもう、みんな待ってるんだぞ！」


    「ああ。みんな、待ってるんだよな」


    「ったく、ほんっとマイペースなヤツらだな。お前も、プリシラも！」


    　若王子は俺とプリシラの肩に手を回し、引ひき摺ずるようにして早足で歩いていく。


    「そうだ、ところで沢木、木き村むらがとっておきの凄すごい芸ができるって噂うわさを聞いたんだけど、ホントか？　だったらクラスも最後なんだし、やってもらおう」


    「……いや、それはどうだろう」


    　そうだ。これは幻なんだ。


    　有り得なかったはずの幻なんだ。


    　俺と、若王子と、プリシラが並んで高校の廊下を歩いて行くこの時間は。


    　そのことに、俺はもう気づいてしまった。そして、俺たちがどこへ帰っていくべきなのかも。


    　俺たちは日本から異世界にやって来て。


    　そこで思う存分、修学旅行を楽しんで。


    　そして──全員揃そろって、日本へと還かえるんだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　教室でこの一年を振り返るささやかな打ち上げが行われている中、俺はプリシラを連れてそっとその場を抜け出し、空き教室で向かい合っていた。


    　プリシラは腕組みをしたまま、ゆっくりと顔を上げる。


    「つまりおぬしの言いたいことはこういうことじゃな。この世界は幻で、その世界の外にこそ真の世界があると。そして、その中に取り込まれておる妾わらわたちはそのことに気付いていないと。じゃが、おぬしはその世界の真実に気づいてしまったと！」


    「その通りなんだが、何か引っかかる言い方だな」


    「なるほどのう。あの宝たから田だという文芸部員と何を話しておるのかと思うておったら、そういうことかや」


    「……プリシラ、本当にわかってるか？　ていうか、お前もあの時の話を聞いてたんじゃないのか？」


    　まさかこいつ、本当に三国志を読んでたのか？


    「わかっておるわかっておる。ま、ありきたりと言えばありきたりじゃの。手て垢あかが付きまくって使い古された題材で、どう料理したところでどこかで見たような既視感は拭ぬぐえぬじゃろうが」


    「……おい、プリシラ？」


    　俺は疑いの視線をプリシラへと向けるが、プリシラはそこから逃れるように、視線を宙に泳がせた。


    「じゃが、何かを物語りたいというその心意気は買おうぞ。それにありきたりということは、普遍的な主題であるとも言えよう。それが設定だけでなく、ちゃんとした小説の形になったら読んでやってもよい。そしたら感想くらいは言ってやろうぞ」


    「いや、そうじゃなくて」


    「何じゃ、きさまも設定だけは作れるが、作品の形にする前に放り出すタイプかや？」


    「いや、そういうことじゃなくって、これは小説の話じゃなく──」


    「はっ……ではまさかきさま、いけないハーブに……」


    「ちげーよ！　だから真ま面じ目めに──」


    「それより、さっさと楽しい打ち上げに戻ろうぞ。この楽しかった一年を振り返りながら、新たな一年への展望を思い描く。おぬしの妄想に付き合っておる暇ひまはないんじゃ！　ハイファ……宝たから田だとかいう奴も来れば良かったのにのう。さーって、今日も高校生活をエンジョイするぞよ！　まずはクラス分けを見に行かぬとのう！」


    　そう言って、階下へと続く扉へと向かおうとしたプリシラを呼び止めるように、俺は言った。


    「お前、ハイファンタジー宝田って言いかけたろ」


    　俺が背中にそう声を掛けた瞬間、普段よりハイテンションだったプリシラの動きが、ぴたりと止まった。


    「な、何のことじゃろ？　妾わらわが言いたかったのは、ハイファッションセンスじゃなという」


    「宝田は制服だろ。つーか、全員制服かジャージの姿しか見たことねーよ」


    　そもそも、この幻には学校の中しかない。


    　これが幻の世界だと自覚するまではその不自然さに気付くことはなかったが、そうと自覚したとき、全ての意識が学校の中で完結していて、毎日帰っているはずの自宅での記憶が一切ないことに愕がく然ぜんとした。


    　気づけば俺は登校していて、下校時間になったと思えば、校門を潜くぐったあたりでまた次の日の登校風景に意識が飛んでいる。


    　しかも、時間の流れは一定じゃない。入学式をやったと思えばゴールデンウィーク後に飛んでいたり、球技大会、定期テスト、体育祭、文化祭と様々なイベントの日の記憶はあるが、何でもない一日はいつの間にか過ぎていったりもしている。プリシラとともに過ごしたこの一年間があっという間だったのも、今にして思えば、それがイベントばかりを繋つなぎ合わせた断続的な学園生活だったからではないだろうか。そして、一つ確かなことは、この幻の世界での時間は前向きに進んでいて、今のところ一度も後戻りはしていないということだ。


    「……プリシラ。お前まさか、俺より先に気付いてたんじゃないだろうな」


    「な、な、何のことじゃ？」


    　首の関節が錆さびたロボットのようにぎこちない動きで、プリシラは振り返る。


    　俺は、ゆっくりとプリシラに近付いてゆく。


    　プリシラは顔を伏せて俯うつむき、両の拳こぶしを握にぎり締しめた。


    「プリシラ、お前──」


    　俺に感情を読まれまいとしたのか、プリシラは堅く目を瞑つむる。


    　その目尻の端はしに、大粒の涙が浮かんだ。


    　窓から吹き込む春風がその涙の粒を叩たたくと、それは弾はじけてプリシラの頬ほおを流れていった。


    　プリシラは、目を瞑ったまま、震ふるえる唇で言葉を紡つむいだ。


    「楽しかったんじゃ」


    　制服の袖そでで涙を拭ぬぐい、プリシラはそのまま拳を俺の胸にぼす、と叩き付けた。


    　俺は黙って、その小さな手を受け止める。


    「おぬしらと同じ制服に身を包み、同じ教室に机を並べ、授業を聞き、グラウンドを走り──」


    「プリシラ……」


    「休み時間にしょうもない会話を交わし、中庭で弁当を食べ、食堂の券売機の前で悩み、部活をやって、委員会をやって──」


    　ぼす、ぼす、ともたれかかるように、プリシラの手が俺の胸を打つ。


    「球技大会、体育祭、文化祭──」


    　プリシラの声は、震ふるえていた。


    「みんなみんな楽しかったんじゃ！　人生で、妾わらわの人生ではじめての学校生活だったんじゃ！」


    　俺のシャツの胸元を握にぎり締しめて、プリシラは泣いた。


    「──そうか。そうだな。俺たちにとっては二度目でも、プリシラにとっては──」


    「はかない幻だとわかっておっても──」


    　プリシラは顔を俺の胸に押し付け、泣いた。


    「妾にとっては、この上ない最高の幻、最高の学園生活じゃった！」


    　プリシラは泣いて肩を震わせ、額ひたいを俺の胸に強く押し付けた。


    　押し付けたまま、襟えり首くびを掴つかんでいた手をゆっくりと下ろし、ずびび、と俺のシャツで洟はなをかんだ。


    「ちょ、おま──」


    「さ、気持ちは切り替えたぞよ」


    　まだ目め尻じりに残る涙を拭ぬぐい、真っ赤な目をしてプリシラは空を見上げた。


    「王女が泣いてはおれぬ！　さあ、先に進むぞよ！」


    　震える涙声で、それでも俺たちの王女は、この幻の世界の真ん中でそう力強く宣言した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「自分より先に気づいておったのではないかとおぬしは言うたがの、妾がこの世界が幻であると気付いたのは、おぬしとほとんど同時じゃよ。宝たから田だの言葉によって目覚めたんじゃ」


    「幻の世界、か」


    　改めてそう意識しても、ともするとこの世界が幻であるということを忘れてしまいそうになるくらい、周りのものに現実感がある。


    「やっぱり妾の直感は正しかったんじゃな。となると、やはり生徒会長が女で、沢さわ木きがそれとデキておるというあたりから全て幻術……。どうもおかしいと思ったんじゃ、このようなヘタレが彼女持ちなど……」


    「その辺の事実関係はともかくだな、俺たちが魔王城に到着する直前までは現実のはずだ。たこ焼きも鯛たい焼やきも」


    「むう……。となると、やはり魔王城に入ってからかのう。しかし、気づいてみればこれは由ゆ々ゆしき事態じゃぞ。ただでさえ幻術というのは厄やつ介かいなものじゃが、どうやら幻術を受けておるのは妾わらわとおぬしだけではない。おそらく、あの時魔王城におったクラス全員がこの幻術に取り込まれておる」


    「全員──じゃあ、木き村むらなんかも結局魔王城に入って来てたってことか」


    「おそらく、妾たちとほぼ同時にの。この幻の学校風景を思い返してみよ。存在感が濃い者とそうでない者がおったであろ。キャラが濃いという意味ではないぞよ。存在感とでも言うかの」


    「そういえば……」


    　これを幻だと意識しながら改めて思い出してみると、確かに一年生のときのクラスが、プリシラがそこにいるという一点以外は忠実に再現されていたのだが、しかしその中で存在感がくっきりと濃いやつと、そうでないやつがいた。


    「おそらくこの世界は、幻の中に取り込まれた者たちの記憶によって形づくられておる。取り込まれた本人の存在感は濃く、それに対してそれ以外の、いわばモブキャラの存在感は薄い」


    　プリシラの言う通り、くっきりとした存在感を持って、その上に互いに会話が成立していたのは、綾あやちゃんや若わか王おう子じ、木村や宝たから田だといった、二年で同じクラスになった連中ばかり。


    　つまり、この異世界にやって来たメンバーだ。


    「ネットゲームをイメージしてみよ。ひとつのサーバに接続しておる個々のプレイヤーが動かしておるキャラと、あらかじめゲームに組み込まれたプログラムであるＮＰＣはデザインも挙動も違うじゃろ。簡単に言うとじゃ、幻の中でも会話が成立しておれば、同じ幻の中に取り込まれた者──プレイヤーキャラじゃと思うてよいじゃろう」


    　何となくではあるが、プリシラの説明によって、自分たちの置かれた状況の輪郭がわかってきた。でも、まだまだわからないこともたくさんある。


    「そもそもこれが幻術だとして、誰がいったいこんなことを」


    「魔王城に入った途端、妾たちはこの幻に取り込まれた。ゆえに、犯人というなら……」


    「まさか、若王子が？」


    「蒸気機関を導入しようとしておったやつが幻術を使えるとは思えぬ。魔王じゃろ」


    　プリシラはあっさりと、犯人の名を口にした。


    「ちょっと待て、魔王は倒されたあとだって──」


    「じゃが、復活するということは、完全に討ち滅ぼすのは無理なのかもしれぬ。あるいは、残留思念のようなもの──魔法による呪的な罠わながそこに残っておったのかものう」


    「そういう魔法の話になってくるともう俺にはお手上げだが……」


    「ま、妾も魔王が倒されたと聞いて安心しておったからのう。このような事態になってようやく思い出したんじゃがの、歴代の客人神まろうどはみなほとんどが、魔王による幻術に取り込まれるイベントを経験しておるんじゃ」


    「イベントっていうと何か軽いな」


    「じゃが中身はある意味ヘビーじゃぞ。魔王は決まって、幸せな幻覚を見せるんじゃ。酒しゆ池ち肉にく林りんの宴うたげ、金銀財宝の山、世界の王になった姿──なんてのはまあ、まだマシなほうじゃな。ヘビーなほうになると、自分がかつて失った肉親や恋人の幻を見せられたというケースもあったそうじゃ。二度と取り戻せない甘やかな幻に取り込まれることを選んだとて、誰も責められぬ」


    「魔王だから当たり前かもしれないけど、えげつないな……」


    　いや、ある意味では、プリシラに学園生活を体験させたというのも、かなりえげつなくはある。プリシラにとってあの日々は願っても得られないはずの幸せな日々で、だからこそ、それはとても残酷なことだったんじゃないか──。


    　そんなことを思うと、まだ見ぬ、というか既に滅ぼされたはずの魔王にもふつふつと怒りが湧いてきた。


    「じゃがの。まあ魔王の幻覚に取り込まれてしまった人間もおったのであろうが、客人神まろうどの伝説として残っておるからには、彼らはその幻の誘惑に打ち勝って現実へと帰還し、そして魔王を打ち倒したんじゃ。じゃから、妾わらわたちはそれを参考に現実へと戻ればよい」


    「そうか。伝説に残ってるってことは、魔王に勝って生きて帰った人間の記録なんだもんな」


    　最後に視点人物が死ぬタイプの怪談は誰が伝えたんだよ、という話を以前プリシラとした覚えがあるが、なるほど、いかに魔王と魔王城に潜ひそむ罠わなが恐ろしくても、それが人間の間に伝わっている以上、そこから生還してきた人間がいるというわけだ。そして、まさにその子孫こそが、眼の前の王女様なのだ。


    「寝物語に客人神の伝説を聞いて育った妾は、対魔王の攻略本を熟読してきたようなもんじゃ」


    　プリシラは自分の胸をドンと叩たたいた。


    「じゃあ、まず基本的なことから確認するけどな。この幻からはどうやって出ればいいんだ？　それは攻略本に書いてあったんだろ？」


    「うむ。簡単に言うとじゃな。この幻から抜け出るためには、幻に取り込まれた全員が正気に戻り、ここが幻であると自覚すること。そして、この幻から抜け出たいと願うこと。脱出のための条件はことのほかシンプルじゃ」


    　脱出行といえば、つい最近もエルフの住まう伝説の島から俺たちは逃げだそうとしたことがある。あの時も脱出には相当苦労したのだが、今回はあの時に負けず劣らず状況が悪い。


    　なんせ、大半のクラスメートが、そもそもこの幻を脱出すべき場所だと自覚していないのだ、


    「そうだ、これが一番重要なことだけど、そもそもどうやったらこの世界が幻だと自覚できるんだ？　俺たちは宝たから田だに言われて初めてそのことに気付いた訳だけど……攻略本には何て？」


    　俺が肝腎なところを問うと、プリシラは僅わずかに顔をしかめて、おそらくはあえて力強い口調で断言した。


    「それはの……愛と正義と友情、それを信じることじゃ！」


    　プリシラはキメ顔でガッツポーズを作った。


    　俺は無言でプリシラに、宝たから田だばりの冷たい視線を注ぐ。やがて恥ずかしくなってきたのか、プリシラはゆっくりと拳こぶしを下ろした。


    「そう書いてあったんじゃからしかたあるまい！　魔王を倒すのはいつだって抽象的な精神論なんじゃ！」


    　プリシラは逆ギレをはじめた。まあ、伝説にそう伝わっているのならプリシラを責めるのも酷という話ではあるのだが。


    「じゃあそこは保留するとして、もう一つ質問がある。この幻はどうやら俺たちの高校生活をなぞってるようだけど──このまま修学旅行の時期まで進んだらどうなるんだ？」


    「どうなるって……んぬ？　確かにそうじゃの。その場合どうなるんじゃ？　この幻はどうも学校の外には出られぬようじゃが……」


    「仮に出られたとして、幻の中で修学旅行に出かけて、その先で異世界に飛ばされて、やがてその中でまた幻の世界に……？」


    　俺の仮説に、プリシラは顔を青ざめさせた。


    「ま、待て！　そんな入れ子構造の幻に永遠に閉じ込められてはかなわんぞよ！　いや、それならまだしも、そこでその幻がぶっつり終わってジエンドということも……。いずれにせよ、当然じゃがバッドエンドの記録は残っておらぬ。ゆえに確かなことは言えぬが、どうやら修学旅行の日までに何とかせねばまずそうじゃ！」


    　今日が一年次の最後の日なので、十月の修学旅行まではあと半年近くある。かといって余裕があるわけじゃない。ここが幻の世界だと自覚してはじめてそのことに気付いたが、この世界の時の流れは一定じゃない。気づけば時間が飛んでいて、しかし幻に身を委ゆだねている間はそのことには気付かない。時間の飛び方は一週間のときもあれば、一か月以上のときもある。たとえば一年次の夏休みや冬休みは、全てすっ飛ばされて記憶にない。


    　この先、さらに時の流れが速くならないという保証はないのだ。


    「じゃあ、もう一刻も早くこの幻から──」


    「ふたりとも。こんなところで、何をしているんですか？」


    「っ！」


    　突とつ如じよ背後から掛けられた声に身を固め、おそるおそる振り返ると、担任の鈴すず木き先生が立っていた。ほっとしたという気持ちと、妙なばつの悪さが胸の中で入り交じる。何も悪いことはしていないのだが、先生に見つかるというのはいつでも妙な居い心ごこ地ちの悪さがあるものだ。


    「あ、いや、ちょっといま教室で、打ち上げというか、クラスの解散パーティをやってまして」


    「それで、なぜこの教室に？」


    　先生の言うことももっともで、この教室は、俺たちの一年二組とは階さえ違う。


    「いや、えっと、余興でやる芸の打ち合わせで……」


    　俺は適当なことを言いながら、プリシラに目配せをした。


    「そ、そうなんじゃ、二人でどつき漫才をやるんじゃよ」


    「ああ──それはいいことですね」


    　別に褒ほめられるようなことではないのだが、先生は柔和な顔で笑った。


    「そうじゃ、木き村むらが何ぞとっておきの芸を見せるとかなんとか。先生も見てゆかぬか？　あ、いや、見てゆかれませぬか？　むう、なーんか敬語がしっくりこぬのう」


    　プリシラはブツブツ言いながらも、先生を会に誘った。だが、先生は優しげな笑みを浮かべたまま、小さく首を振った。


    「いえ。せっかくですが、そういう会に、教師が顔を出すのも気まずいでしょう」


    　先生はそう言ってプリシラの誘いを辞し、


    「ただ、はめを外しすぎないように。わかっているとは思いますが、飲酒なんてもってのほかですよ。それから、下校時刻は守ってくださいね」


    　そう教師らしいことも付け加えた。もっとも、この幻の世界には酒を売っているコンビニもなければ、下校すべき家もないので、その辺は安心ではある。


    　俺たちが頷うなずいて応こたえたのを見届けると、先生は去って行こうとした──が、すぐに立ち止まり、俺たちのほうへと顔を向けた。


    「ふたりはこの一年、いかがでしたか」


    　その質問に、俺は思わず言葉に詰まる。だが、隣のプリシラが、胸を張って言った。


    「楽しかったぞよ。人生でこんなに楽しい一年はなかったかもしれぬ」


    　敬語を諦あきらめ、完全にタメ口のプリシラを咎とがめることもなく、先生はその言葉を微ほほ笑えみながら聞いている。


    「じゃが、妾わらわはもっと先に進みたいと思うておるんじゃ。もっと、もっと楽しいことが待っているであろう、この先の未来にの」


    「俺も、です」


    　プリシラに便乗するように、俺も言った。


    「──きっと、すばらしい未来が待っていますよ。それでは、また来年度」


    　先生は微笑んでそう言い、そして今度こそ去って行った。


    「……のう、沢さわ木き。そろそろ妾たちも打ち上げに行かぬか」


    「いやお前、今のヤバい状況がわかったばっかりだってのに」


    「幻でも、この一年楽しかったんじゃ。それにケジメを付けにいくのも大事かと……」


    　プリシラは俯うつむいて、もじもじしながら言う。これが幻だと気付いたとはいえ、やっぱりクラスの解散式には参加したいらしい。


    「……そうだな。まあ、幻から抜け出るのは来年度から考えよう」


    　プリシラを甘やかせすぎかとも思ったが、かと言ってすぐにどうこうできる状況でもなかった。俺の言葉に、プリシラがぱっと輝かせたちょうどその時だった。


    「お前ら、また抜け出してこんなとこに！　私が寂さびしいだろっ！」


    　タイミングがいいのか悪いのか、今度は先生でなく若わか王おう子じが教室の入り口に立っていた。少し息切れしている様子を見ると、また校内で俺たちを捜していたらしい。


    「……って、お前ら、まさか──」


    　若王子は顔色を変えて、真剣な表情でこちらを見ている。まるで、世界の真実に気付いてしまったかのように。


    「終業式の日、放課後の空き教室で二人……」


    　嫌な予感に、俺とプリシラは顔を見合わせてげんなりする。


    「やっぱりお前ら、告ってたんじゃないだろうな！　どっちがどっちにだ！」


    「それはない！」「ぞよ！」


    　ほとんど同時に俺たちは叫んだ。


    「だから、俺たちはそういうことはないんだって前に言ったろ」


    「前たって、入学直後のことだろ。それからいろいろあってそうなることなんか普通にある」


    　若王子はまだ疑いの眼を俺たちに向けている。


    　そうか、これが幻だと気付いてる俺たちにとってはついこの間のことでも、これを幻だと自覚していない若王子にとっては、もう一年近く前のことのように思えているのかもしれない。


    「とにかく、そういうんじゃないから」


    「妾わらわたちはただここで、余興に披ひ露ろうする漫才の打ち合わせをしておっただけじゃ」


    　さすがに一度やった直後だけあって、言い訳の完成度は高い。


    「……そうか。で、どっちがどっちなんだ」


    　若王子は俺とプリシラの間で人差し指を往復させる。


    「だからそれはないって──」


    「どっちがボケでどっちがツッコミか、って話だよ。それすげー大事だろ」


    「あ、ああ。当然、俺がツッコミでプリシラがボケだ」


    「何が当然なんじゃ」


    「つーか、そんなことやるならトリオにしてくれりゃ良かったんだ」


    「ぬ、即興でやるかの？　ではダブルボケで」


    「お前がボケでダブルツッコミだろ。で、どういうネタなんだ？」


    「プリシラが、自分は異世界の王女だと言い張るって設定でどんどんボケていくから、そこに順次ツッコミをだな」


    　そんなバカ話をしながら、俺たち三人は廊下を歩いていった。


    　この一年を過ごした、一年二組の教室へ──。


    　クラスメートが待つ、幻の教室へ。


    　かつて通り過ぎて来た、あの日の教室へと。

  


  
    



    　　　三章　あたらしいクラスでともだちをつくろう


    



    　高校入学後、二度目の──いや、四度目の桜の季節がやってきた。


    　大勢が掲示板に群がって自分のクラスを確認し一いつ喜き一いち憂ゆうする中、俺とプリシラはその熱狂から距離を置いていた。なぜなら俺たちは既に、自分たちのクラスが何組になるのかを知っているからだ。そして、誰がクラスメートになるかということも。


    「クラスメートの顔ぶれも、担任の先生も、実際の高校生活と同じだよ」


    　俺は掲示板を見上げてそう呟つぶやいた。ただし、隣に立つプリシラの存在だけが違う。


    「二年の担任も鈴すず木き先生かや。そういえば、先生の名前って、ひろゆきだったじゃろ？」


    「ああ、そういやそうだけど。鈴木浩ひろ之ゆきだな。先生の下の名前はあんまり意識しないけど、鈴木先生は漢字が一文字同じだから覚えてるよ」


    「あの名前、妾わらわの世界でもどこかで耳にしておるはずじゃが、覚えておるか？」


    　プリシラが意味ありげに問うてくるので、俺は掲示板から視線を外して考え始めた。


    「……あ、思い出したぞ！　宝たから田だが最初にこの異世界にイチャモン付けてたとき、衛兵の名前に統一感がないってキレてただろ。あの中のひとりに『ひろゆき』って衛兵がいたよな」


    「お、よく覚えておったのう。正解じゃ。あの頃は単に厄やつ介かいさんじゃと思うておったが、妾たちはこの旅の中で、幾度あやつに救われたかのう……」


    　あやつというのは無論、衛兵のひろゆきさんではない。プリシラの言う通り、俺たちは何度もあいつに窮地を救われていた。今回もまた──。


    　俺たちは掲示板前の喧けん噪そうを離れると、人ひと気けの少ない中庭に向かった。そこが、予あらかじめ示し合わせていた彼女との──人呼んでハイファンタジー宝田との待ち合わせ場所だった。とはいえこの幻の中では、宝田の装備は他の女子生徒と同じく制服なので、ハイファンタジー感はない。


    「魔王の幻術のことは、私も古代図書館でかつての客人神まろうどの伝説を読んできたから知ってるわ」


    　会うなり、宝田はこの世界が幻であることについて切り出してきた。


    「うむ。ともに協力して、みなを幻の呪じゆ縛ばくから救い出そうぞ。ま、おぬしが妾たちにやったように、ひとりひとりを説得していけばよいのではないかの」


    「……あのね、あんた達、私にそんなことができると思う？」


    　宝田は不機嫌そうに言う。まあ宝田が不機嫌そうなのはいつものことなのだが。


    「え、何でだよ」


    「……からよ」


    「何だって？」


    　よく聞こえなかったので聞き返すと、宝田はしばらく沈黙してから、


    「私はコミュ力が低いのよ！　そんな私がクラスメートひとりひとりに、これが幻だって伝えて正気に戻せるワケないじゃない！　っざけんじゃないわよ！」


    　宝たから田だは俺の胸ぐらを両手で掴つかみ上げて怒鳴った。


    「おおっ、逆ギレ」


    　プリシラは自分のほうにとばっちりがこないように少しずつ後あと退ずさる。


    「た、確かにそれは──」


    「何が確かによ！」


    「あっすいません」


    　そんなタイミングの悪いところに、俺たちを見つけた綾あやちゃんが走り寄ってきた。


    「浩こう介すけ、掲示板見てきたんだけど、今年は同じクラスに──」


    　そしてそのまま、胸ぐらを掴まれている俺、宝田、プリシラへと順番に視線をやって、


    「取り込み中……みたいね。ごめん、またあとでね」


    　踵きびすを返して去っていってしまった。


    「……とにかく」


    　さすがに気まずかったのか、宝田は俺の胸ぐらから手を離した。


    「私よりはまだあんたのほうがその役に適任だわ。私が余計なことをすると、余計にこじれるかもしれない。私も幻の中にずっと閉じ込められるのは嫌だから協力はするけれど」


    「いや簡単に言うけどな、俺にそんな……」


    「でも、修学旅行の時点で、あんたはクラスのほとんど全員と話ができたじゃない。私や、坂さか上がみ雪ゆき乃のを除いてだけど──でもその坂上だって、今は」


    「おぬしも、今はそうではないのかや？」


    　プリシラがそう言うと、宝田はプリシラを鋭く睨にらみ付ける。プリシラは視線を逸そらし、わざとらしくピューと口笛を吹いた。


    「……とにかく。たぶん、あんたがやるのが一番いいのよ」


    　いきなり重責を背負わされてしまったが、しかし、宝田に認められるというのは複雑だが悪い気もしない。


    「よし、沢さわ木きよ、今回の企画を発表する！　このクラスのひとりひとりをオトしていくんじゃ！　プリシラＰプロデュース特別企画、沢木浩介、クラス全員と友達になっれるっかな！」


    　いつの間にかサングラスを掛けたプリシラが、楽しそうに新企画をぶち上げた。


    「……お前、サングラスどっから出したんだよ」


    　俺のツッコミを無視して、プリシラＰは俺にビシっと人差し指を突つき付けた。


    「沢木よ。きさまがまこと、人間関係の潤滑油であれば、その力を今こそ見せてみよ！」


    「じゅ、潤滑油……！」


    　かつて苦し紛まぎれに自称したジョブが、今やこの幻の世界の命運を握にぎっていた。


    「あんた達に任せるからさっさとやりなさい。ちんたらしてるうちに時間が経たったらアウトかもしれないのよ。いつまでも始業式の日をやってられるわけじゃないんだから」


    　確かに宝たから田だの言う通りだ。プリシラの推測によれば、時間がどんどん先に進んで修学旅行に出発してしまうと、俺たちはもうこの幻から出られなくなってしまう可能性がある。そしてこの幻の中の時間の進み具合が一定ではない以上、極端なことを言えば次の瞬間にもう修学旅行の日になっていてもおかしくはないのだ。


    「……そうだな。とにかく攻めていくしかない」


    　俺が頷うなずくと、プリシラＰがサングラスを掛けたまま言った。


    「妾わらわに考えがあるぞよ。始業式の日といったら、アレがあるじゃろ！　ときにはこの先一年を決定付けることになりさえする、アレじゃ！」


    「アレって──」


    　プリシラの言う「アレ」については、すぐに察しがついた。


    「アレでガツンとぶちかますんじゃ！　もしもうまくいけば、そこで妾たちはこの幻から抜け出ることができるぞよ！」
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    「つまり、この世界は幻の世界なんだ！　みんな、目覚めてくれ！　真の意識に覚醒して、俺たち全員で外側の世界に向かうんだ！」


    　気まずい沈黙が、教室中を覆おおっていた。


    「えっと、いや、もう一回言う。この世界は幻で──」


    「沢さわ木きよ、もうよい！　いったん座れい！」


    　プリシラの諦あきらめたような声に、俺もしぶしぶ着席する。


    　と同時に、出席番号順で俺の次の生徒が──というか、綾あやちゃんが起立して、自分の自己紹介をはじめた。


    　教壇の上で、先生が苦笑していた。


    　クラスメートたちの自己紹介を遠くに聞きながら、俺は机に突つっ伏して、プリシラの作戦が失敗したことを噛かみ締しめた。


    　しかもプリシラのやつ、自分の自己紹介は普通にこなしやがった。


    「奇抜なことしないほうが良かったんじゃない？　浩こう介すけって変なとこで思い切りがいいのよね」


    　最初のホームルームが終わった休み時間、綾ちゃんが慰めるように俺に言った。


    　これは実際にあった過去をもとにした幻なのだから、当然綾ちゃんも同じクラスだ。イレギュラーな存在なのは、プリシラくらいのものだ。


    「いや、綾ちゃん。あれは真ま面じ目めな話で──この世界は魔王の作り出した幻なんだ。そこに俺たち二年一組は取り込まれてしまって──」


    「浩こう介すけ、まだそれ続けるの？」


    　綾あやちゃんはどうも、自己紹介の時間を使った俺の告発を、余計な工夫をこらしたつかみの自己紹介が完全にスベったのだと思っているらしい。それどころか、どうも他のクラスメートもそう感じていたようだ。


    　プリシラと話し合い、クラス全員が揃そろったタイミングを狙ねらって、あわよくば全員が目覚めればと思っていたのだが、そう簡単にはいかなかったらしい。というか完全に大失敗だ。


    「えっと、どこから話せばいいんだ。だからこの世界は幻で、本当の世界が外側に──っていうか、もっと根本の話をすると、俺たちは修学旅行の最中に異世界に……」


    「……えっと、アニメか何かの話？」


    「じゃなくて！」


    　焦あせるあまり語気が強くなってしまい、綾ちゃんが少し怯おびえたような表情を見せた。しまった、と思ったのも後の祭り。


    「あ、あの、ごめん。友達とお昼食べる約束してるから、行かないと。また今度ね」


    　綾ちゃんは俺を振り切るように、早足で去っていってしまった。


    　幼なじみの俺にはわかる。平静を装っていたものの、あの表情は明らかに、不信感と恐怖と、そして何より俺のことを心配する成分が入っていた。


    「あああっ、心配されるのが一番キツイ……！」


    「だから早まるなと言うたであろう。おもしろ自己紹介はおぬしには難易度が高すぎる、と」


    「おもしろ自己紹介じゃねーし、だいたいお前がやれって言ったんだろ！」


    「スベったら人のせいってのは感心しないな！」


    　そう言ったのはプリシラではなく、その背後から顔を出した若わか王おう子じだった。


    「蓋ふたを開けてみたら、三人とも一緒のクラスでやんの。先が思いやられるね」


    　そう毒づきながら、プリシラの肩を叩たたいた。


    「む、うむ……」


    　プリシラは微妙な表情を浮かべて、若王子から視線を逸そらした。


    　そう、この光景も本来有り得ない幻にすぎないのだ。


    「ん？　なんだよプリシラ、朝ごはん食べてないのか？」


    「……のう、若王子よ。さっきの沢さわ木きのあれ、どう思ったんじゃ？」


    「ああいうのは工夫しないほうがいいんだよ。スベり芸は難しいんだぞ」


    「若王子もダメか……」


    「悪いな、ああいう笑いは私はわからん。ま、気にするなよ。それよりクラスの面メン子ツを見てみろよ。面白そうなヤツばっかだ。今年も絶対、面白くなるぞ」


    「──そうだな。それは保証するよ」
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    　その日の昼休み、俺は善後策を考えようとプリシラの席に向かった。


    「改めて作戦会議じゃ。そして楽しい楽しいランチタイムじゃ。ひゃっほう」


    「今の俺たちに昼飯なんか食ってる余裕はあるのか？」


    　確かに修学旅行はまだ半年近く先だとはいえ、この幻の中の時間の進み方は一定じゃない。いきなり修学旅行の前日に時間が飛んだって不思議じゃないのだ。


    「妾わらわたちはこれからクラス全員と仲良くならねばいかんのじゃぞ。昼休みにご飯を食べながらの会話──これこそが、クラス内でのポジショニングの鍵かぎじゃろう」


    「それは確かに」


    　幻の中でしか学校に通ったことがないくせに、プリシラのその分析は正せい鵠こくを射いていた。


    　自己分析なので多少評価が甘くはあるものの、あの修学旅行に出発した時点で、俺はクラスのほとんど誰とでも喋しやべれるという立ち位置にあったと思う。宝たから田だや坂さか上がみといった例外もあったにせよ、それは高校のクラスでは、それもこれだけ強い個性が入り乱れたクラスでは、ちょっとした奇跡のようなことだったかもしれない。


    　多くの場合、高校での友人関係というものは、部活動を中心に形成されていく。


    　帰宅部ということでそれがない俺が、それでもそういうニュートラルな立場に辿たどり着けた理由のひとつは、休み時間でのクラスメートとの会話だったように思う。


    　周囲を見回してみても、クラス替えの直後ということもあって、みんなそれぞれ誰と昼休みを過ごすのかという間合いの探さぐり合いがはじまっていた。


    　一年生の時に比べれば顔見知りも多く、しかし、だからこそ生まれる微妙な難しさもある。


    「沢さわ木き、プリシラ！　昼飯行こうぜ！」


    　そんなハードルを易やす々やすと飛び越えてくる若わか王おう子じのスタイルは、ちょっと羨うらやましい。


    　そして、今にして思う。俺がこのクラスで友達と呼べる人間を増やすことができたのは、間違いなく、若王子暁あきらがすぐ側そばにいたからだ。好意も敵意も磁石のように惹ひき付ける、こいつと行動をともにしてきたからこそだ。


    「人間関係の潤滑油、か」


    　その単語を小さく呟つぶやきながら、俺は思わず苦笑した。


    　そう、摩ま擦さつがないところに潤滑油なんか必要ない。若王子に好意を向ける相手に対して「そんなに凄すごくていいヤツでもないぞ」と釘を刺し、若王子に敵意を向ける相手に対して、「でも完全に悪いヤツじゃないんだよ、いいところもあるんだよ」と弁護する。


    　そんなことを続けているうち、自然に俺の立ち位置ができていったのだ。


    　そして、その立ち位置に俺は、居い心ごこ地ちの良さと居心地の悪さが同居した、何とも言えない奇妙な感情を抱いていた。


    「おい、何だよ。うんとかすんとか言えよ」


    「──ああ。いや、そうだな。昼、食べようか」


    　俺はプリシラの姿を捜し、そして不安に襲おそわれた。


    「えへっ。宝たから田ださん、お昼、一緒にどうかな？」


    　プリシラは気持ち悪いくらいの笑顔と一周して気持ち悪い普通の言葉で、食堂へ向かおうとしていた宝田の行く手を防いでいた。そのプリシラを無言で押しのけて、宝田は進もうとする。


    　しかし、まわりこまれてしまった！


    「……何よ」


    　ようやく、宝田がぶっきらぼうに言う。その宝田の鼻先にプリシラは顔をぐいと近付けた。


    「いま現在、この世界が幻であることに気付いておるのは、どうやら妾わらわと沢さわ木き、そしておぬしだけのようじゃ。いくらおぬしのコミュ力がお地蔵さんより低いとはいえ、まさか全部妾たちに丸投げして済むとは思っておるまい？」


    「……誰が地蔵よ」


    「お地蔵さん以下と言うとるんじゃ。あと、妾は一度くらい、おぬしと一緒にごはん食べたいんじゃよな。幻の中でなら、妾と一緒にジャガイモ食ってもよかろ？」


    「──」


    「若わか王おう子じよ、こやつもいっしょに昼食に行くぞよ！」


    　宝田が返事をする前に、プリシラがそう言い、宝田の手をぐいと引っ張った。


    「ちょっ」


    　プリシラに強引に手を引かれて、宝田が若王子の前に引き出されてくる。


    「こやつ？　おっ、文学少女。何だよプリシラ、こいつといつの間に仲良くなったんだ？」


    「なに、終業式の日に三国志の演義と正史の違いについて延々と講釈をぶちこまれてのう」


    「あ、それでお前ら全然帰ってこなかったのか！」


    　若王子はまるでそれが初対面であるかのように、遠慮なくジロジロと宝田を観察し、宝田は不機嫌そうな表情で、若王子から視線を逸そらしていた。


    「ふーん。まあいいや。去年一年は全然よろしくしてなかったけど、今年はよろしくな！」


    　若王子は不意に、宝田の前にスッと手を差し出した。


    「──あっ」


    　宝田が、それを握にぎり返してしまってからそれに気付くくらい、絶妙なタイミングでの握手の求め方だった。これは若王子の得意技だ。


    　だが、しばらく経たっても、ふたりの少女は互いの手を離さない。


    「ん……ッ！　文学少女の、クセに……！」


    「フン」


    　宝田は涼しい顔を若王子に向けているが、若王子は顔を歪ゆがめて膝をついた。


    「……いだいいだいだい！　降参、降参だっ！」


    　若わか王おう子じが言うと、宝たから田だはパッと手を離した。どうやら若王子は握手に応こたえた宝田に握力対決を挑み、そしてあっさり返り討ちに遭ったらしい。


    「ざまあ。ハイファンタジー様は鍛え方が違うんじゃよ」


    　プリシラは我がことのように嬉しそうに、悔しそうにする若王子を見てニヤニヤ笑う。


    「あ？　ハイファンタジーって何だ」


    　右手をプラプラさせながら若王子が訊きいたが、プリシラも俺も、そして当然宝田も答えなかった。


    「よしよし！　若王子がヘコまされた記念に、妾わらわの奢おごりじゃ！　好きなものをポチってよいぞよ！」


    「べつにヘコまされてねーし！　つーか私は左利きだし！」


    　プリシラと、若王子と、宝田。


    　その三人が並んで廊下を歩く姿は、まるで幻のように現実感を欠いた光景で──。


    「いや……幻、か」


    　それでも俺は、決してこの幻を忘れないでおこうと、強く思った。
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    「第──何回かは委員長がおらぬのでよくわからぬが、とにかく異世界学級会エクストラ～。わー」


    　プリシラは一人でパチパチと手を叩たたき、若わか王おう子じも意味がわかってはいないままに続いた。


    　もちろん、宝たから田だはそれに同調することはない。


    「んで議題はじゃな、この幻からいかにして脱出するか。もっとも、そのための手段は既に明らかじゃ。すなわち、この幻の中に取り込まれておる全員が幻を幻だと自覚することじゃ。ここまではよいの？」


    　プリシラはテーブル越しに、俺と宝田の顔を見る。


    「よくねーよ。つーか何、ド滑りした沢さわ木きの自己紹介ネタをまだ引っ張んの？」


    「……若王子よ。おぬしはこの世界が、この日常が、なーんかおかしいとは思わぬか？　違和感はないかや？　ここではないどこかに真実の世界があったとは思わぬか？」


    「ああ、けっこうあるよな、そういうＳＦ」


    「ＳＦ？」


    　プリシラが首を傾かしげる隣で、宝田は当てつけのようにフライドポテトを口に運んでいた。


    「ラッセルっつー哲学者が提唱した『世界五分前仮説』って思考実験があってさ」


    「ほう？　面白そうじゃの、続けよ」


    「続けよって、お前は王様かよ。ったく、えっとな──。自分を取り巻く全ての世界は五分前に作り出されたものかもしれない。自分自身の記憶も、自分を取り巻く人々も、家も道路も空も全て、たった五分前に何者かが、たとえば神様か何かが作ったものかもしれない。でも、それを誰も否定できない。──ってな思考実験でさ。私も子供のころにそんなこと考えて、なんか無性に怖くなったことがあったんだよ。同じようなことを考えてるヤツがいるもんだなと思って覚えてたんだ」


    　若王子はみんなが知っているような知識を知らないことも多いが、どこで仕入れたのかわからないような妙なことに詳しかったりもする。つくづく、あらゆるところがアンバランスなやつだ。


    「……あんた、ＳＦとか読むの」


    　宝田が、ぽつりと言った。


    「いや。小説とか読まねーんだよな。映画だけ」


    「ああ、そう」


    「なんかおもしれーヤツあったら教えてくれよ」


    「……そのうち」


    　若王子と宝田が会話しているというのは、やはりとてつもなく奇妙で新鮮で──でも、プリシラにとってはそれほどでもないらしい。それも当然か。


    　一度目と二度目を比べられる者だけが、その差に気づくのだから。


    「まあよい。では若わか王おう子じは、ＳＦ映画を撮る打ち合わせとでも思って聞き流せばよい。何かの切っ掛けで気づくやもしれぬしの」


    「おっ、いいね。いっぺん映画とか撮ってみたかったんだよな。クラスで映画撮って文化祭に出そうぜ。そのためのブレインストーミング的なやつをやろうってのか」


    　とりあえず若王子は置いておいて、俺とプリシラは改めて、作戦を練り直すことにした。


    「そうだプリシラ。宝たから田だはなんでこの世界が幻だって気付いたんだろう」


    「ふむ。普段からファンタジーなことばかり考えておるメルヘン脳であったからこそ、これが幻だと気付けたのやもしれぬな」


    「誰がメルヘン脳だ」


    　宝田はまたフライドポテトをつまみながら、冷たい視線をこちらに向ける。


    「──私のこと、覚えてる？　なんてループものＳＦのヒロインみたいなことをほざいておったしのう。思わせぶりなことをせずに、最初っから直接言えばよかったんじゃ」


    「──私だって、不安だったのよ。さっきの若王子の話じゃないけど、世界と自分とどっちが正しいか、そんなことわかんないじゃない」


    　宝田は手元のフライドポテトを二つに折った。


    「そもそも、異世界に行っちゃうなんてことだって。あれは、私の妄想が作り出した世界なんじゃないかって。高校の入学式の朝に見た夢なんじゃないかって──」


    「異世界？」


    　若王子が宝田の言葉を拾ったが、宝田はそれが聞こえなかったかのように、無言でフライドポテトを口に運び続けた。


    「ところでじゃな。全体攻撃がうまくいかなかったなら、やっぱり各個撃破だと思うんじゃよな」


    　プリシラは先生から配布された、クラス名簿を卓上に広げた。


    「ど・れ・に・し・よ・う・か・な……」


    　プリシラは呟つぶやきながら、ノックする側を下に、ペン先を上にしてシャーペンをつまみ上げた。そして、それを名簿の上に持ってきて手を離す。重力に従ってシャーペンは落下し、当然ながらパタンと倒れた。そのシャーペンの先は、マイケル・サンダースの名を指し示している。


    「今のなし、もう一回」


    　プリシラは真顔でもう一度、シャーペンを持ち上げ、同じことを繰くり返した。


    「おっ、今度は……」


    　今度は、まだ闇やみのＣＥＯに就任する前の、佐さ々さ木き健けん次じの名が指し示された。つーかあいつ、健次って名前だったのか。今知った。


    「うーむ、この辺で妥協しとこうかのう……。いや、ワンチャンもう一回」


    　プリシラはもう一度、シャーペンを摘つまみ上げる。


    「お前、大吉が出るまでおみくじ引くタイプだな。つーか何、友達になるやつを選んでんの？」


    　プリシラを横目に、若わか王おう子じが言った。


    「ま、そういうことじゃな」


    「次でラストだぞ。っていうかクラスメートガチャみたいなことやってんじゃねーよ、誰が出てもちゃんと責任を持て」


    　正直、逆の立場だったらと思うと心が痛い。


    「最終的には全員友達にするつもりじゃよ。じゃが、こういうのは最初の景気づけが肝腎なんじゃ。おぬしだって、友達になりやすいやつと難易度高いやつがおるじゃろ？」


    「そりゃまあ……」


    　確かに、いきなり宝たから田だをツモられたら困ったに違いない。それを思えば、すでに宝田が正気になってここにいることは、多少の安心材料ではある。


    「スペックの高いスーパーレアこい！」


    　クラスメートにレアも何もないもんだが、プリシラは念を込めて、三度シャーペンを落下させる。


    「おっ、おおっ、いいではないか！」


    　プリシラが嬉しげな声をあげ、俺と若王子、そして宝田が名簿を覗のぞき込む。そして、俺以外の視線がそのまま、俺のほうを向く。そこには、不安の色が濃く現れている。


    「それでは沢さわ木き浩こう介すけ・クラス全員と友達になろう計画、再開じゃな！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　というわけでその日の昼休み。


    　俺はプリシラに体育館の裏で待つように言われ、そこでぼんやりと空を見上げていた。


    　バスケ部がボールを弾ませる音と剣道部の気合いの声が、壁越しに響いてくる。


    　言うまでもなくそれも幻、そのうえプリシラの言うところのＮＰＣなのだろうが、彼らの姿が見えないだけに、かえってその存在感が壁の向こう側でくっきりと際立ってくるように思える。


    　世界五分前仮説なんてものを聞いたせいだろうか、プリシラもいないひとりの場所でふと気を抜くと、今までの異世界での出来事が、体育館裏で見た白昼夢であるかのような錯覚に陥ってしまう。


    　体育館の角を曲がれば、俺たちの学校の校舎があって、フェンスの向こうには日本の街並みが広がっている。異世界なんてほんの一瞬見た夢でしかなくて──。


    　──いや、そうじゃない。


    　俺は首を振って、その思考を否定する。


    　俺たちは確かに異世界修学旅行を経験してきた。そう強く意識すると、今度は揺り戻しか、自分の周りの幻の世界が、ひどく脆もろく頼りないものにも感じられてくる。今にも足下が崩れて暗くら闇やみの中に落ちていきそうな、あやふやな感覚だ。


    　幻の中の世界で現実感という言葉を使うのも変な話ではあるのだが、俺の周りの世界は揺蕩たゆたい続け、今立っているこの場所のことが幻なのか現実なのか、日本なのか異世界なのか、曖あい昧まいになってくる。


    　考えれば考えるほど不安に押し潰つぶされそうになり、誰でもいいから、クラスメートに会いたかった。この幻を共有しているクラスメートに──。


    　その時、体育館の角から、ひょいとプリシラが顔を出した。


    「段取りはつけたゆえ、今から来るぞよ」


    「お、おう」


    　俺は何とか高鳴る心臓の鼓動を静めようとしながら、喉のどを鳴らして生なま唾つばを飲み込んだ。


    　いつになく自分が緊張しているのがわかる。


    　だいたい、本来は友達なんて、こうやって改まってなるものじゃないんだ。いつの間にか自然にそうなっているものだ。一周目はそうやって、いつの間にかクラスの大半と話せるようになっていた。


    　でも、二周目は違う。


    　信頼関係を築いた上でこの世界の真実を打ち明ければ、相手の眼を覚ますことができる──そんな仮説に基づいて、無理にでも友達を作っていかなければならない。


    　その理屈はわかるんだが──。


    　これじゃ、まるで告白相手を待ってるみたいじゃないか。


    　俺はそわそわしながら、落ち着きなく半径一メートルあたりの空間を行ったり来たりしていた。


    「──来たぞよ！」


    　プリシラの声にはっとすると、遠くからその相手がこちらへ歩いてくるのが見えた。


    「ぐおっ、な、なんというオーラ……！　正面からこの圧を受けるとたまらぬわ……！」


    　プリシラは大げさに顔をしかめて、まるで前から強い風を受けているかのように後あと退ずさる。


    「これがスクールカーストの最高位に座する者の力じゃというのか！　妾わらわたちは戦う相手を間違えたのやもしれぬ……」


    「バトル漫画みたいなこと言いやがって……てか、やっぱプリシラがやったほうが──」


    「ええい、今さら男らしくないぞよ！　ＧＯじゃ沢さわ木き！　おぬしの骨は拾ってやるぞよ！」


    「痛っ！」


    　プリシラは俺の尻を思いっきり蹴けっ飛ばして、前へと押し出した。


    　たたらを踏みながら、俺はそいつの前に押し出される形になった。


    「あっ、いやっ、あのっ」


    　完全にしどろもどろで挙きよ動どう不ふ審しんな俺に、そいつは優しげな視線を向ける。


    「えっと、プリシラって子に、あたしに話がある人がいるって呼び出されたんだけど……キミでいいんだよね？」


    「あっ、は、はい、なっ、なっ、仲村渠なかんだかりさん」


    「ははー、いや、タメ語でいいって。えっと、沢さわ木き君……だよね？」


    　そう言って人ひと懐なつこそうな笑顔を浮かべるのは、仲村渠樹じゆ璃り愛あ。


    　ギャルで読モでコミュ力抜群、足が速かったり竪琴なんかも弾ひけちゃったりする多彩な特技を持ち、それでいてそんな高スペックを鼻に掛けることなく、俺にも豚野郎にも分け隔てなく優しい少女。


    　いつの間にかそのことを意識しなくなっていたが、改めて対面すると、プリシラの言う通りスクールカーストの最上位に位置するお方なのだ。


    　ちなみに、仲村渠から数歩後ろに離れたところで、天才演劇少女・川かわ中なか島じま真ま弓ゆみが控えている。川中島は一年生のころから既に仲村渠と仲がよかったらしい。


    「あたしの名前を一発で呼べるなんて、嬉しいな。や、ほら、けっこう珍しい苗みよう字じじゃない？　なかなか覚えてもらえなくてさ」


    「あ、いや、えっと、──そう、雑誌で見かけたことが」


    「雑誌？　へえ、女の子向けのファッション誌読んだりするんだ」


    「や、まあ、たまに。そ、それで、あ、あのですね」


    「うん」


    　仲村渠は大きな眼でまっすぐこちらを見返してくるので、どうにもドギマギして挙動不審パラメータがぐんぐん上がっていく。


    「い、いや、いい天気ですね」


    「え？　ああ、うん、そだね」


    　正面からの圧に耐えられなくなって俺が遠い空へと視線を逸そらすと、そこは分厚い雲が空を覆おおう完全な曇り空。


    「ええ子や、だかりんやっぱええ子や……」


    　少し離れたところで、プリシラがぶつぶつと呟つぶやく。お前も手伝えよ。


    　が、プリシラは援護射撃をするそぶりもみせず、ただ告白の付き添いに来た者です的なポーズで遠巻きにこちらを見ている。


    「えっと、仲村渠さんは普段何をして過ごされているんですか？」


    「普段かあ。友達と喋しやべったり、買い物したり。中学んときは陸上やってたんだけどね。最近は音楽やってみたいかなと思って、実はちょっと練習してたりするんだ」


    「あ、そうなんですかー。えっと、えっと、天気、あんまりよくないですよね」


    「そう、だね……」


    「あの、ときにですね」


    「うん」


    「仲村渠なかんだかりさんは、現実というものについてどうお考えですか？」


    「あー……、えっと……あはは、ちょっと難しいかなぁ」


    「実はですね、この僕らの世界を覆おおっている現実というのは現実でなく幻で──」


    　さすがに、仲村渠も困ったような表情を浮かべる。


    「あー、なんか自己紹介んときにもそんな話してたよね。あれってひょっとしてガチで言ってたの？　宗教……とか？」


    「いやっ、宗教じゃなくてですね、そう、俺たちは修学旅行で、異世界で、宗教と言えば麺の神がこの世界を作ったっていう宗教とみんなで戦って、それ覚えてないかなあ。いや覚えてるはずなんだよ、前世、前世っていうか前の世界っていうか、異世界で仲村渠も竪琴を弾ひいたり犬に舐なめられてたりっていうか犬じゃなくてコボルトっていう種族なんだけど──」


    　テンパっていくうちに、もう自分でも半分何を喋しやべっているのかわからなくなってきた。眼の前の仲村渠は少し困ったように、それでも俺の話に耳を傾かたむけてくれていて、でも喋ってる内容は客観的に考えれば電波な感じで、何かもう、何かもう……。


    「いかんいかん、見ておれぬ！　タオル投入じゃ！　ＴＫＯ！」


    　グロッキーになった挑戦者とチャンピオンの間に割って入るように、プリシラが俺と仲村渠の間に飛び出して、両手を大きく交叉させる。


    「すまぬ、無理じゃった。百年はやかった」


    「あ、うん？　沢さわ木き君、ちょっと調子悪いのかな？」


    「すまぬ、ちょっとスクールカースト最上位のオーラにやられたようじゃ。まあ、しょうもない奴じゃが、名前くらいは覚えてやってくれい」


    「あ、うん。沢木君、だよね」


    　と、仲村渠はグロッキーになった俺の顔を覗のぞき込むようにして、にっこりと笑顔をつくった。


    「ていうか、ちょっと身の程知らずだよね？　傷付けちゃったら悪いんだけどさ。ぶっちゃけあたしら話ができる格じゃないよね？」


    　その瞬間、時間が止まったような気がした。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　俺は絶句して、その場に立ちつくしていた。


    　プリシラも、ただ眼を丸くして仲村渠を見ていた。信じられないものを見たといったように、眼を何度も激しく瞬またたかせている。時が止まったような世界の中で、仲村渠は饒じよう舌ぜつに──ひょっとしたらこんなに饒じよう舌ぜつな仲村渠なかんだかりは初めてではないかというくらい、饒舌に喋しやべり始めた。


    「確かにあたしも告られ慣れてはいるんだけど、さすがに挑戦資格っていうのかな。そういうことをやっていい最低レベルってあると思うんだよね。Ｆ１レースに三輪車はエントリーできないでしょっていう。ていうかそっちは記念受験で達成感を感じるようなお馬鹿さん特有の勲章を抱いて名誉の戦死二階級特進で万々歳かもしれないけど、こっちは自分の戦歴が汚れちゃうっていうか、世界チャンピオンが幼稚園児に挑戦されたことなんて経歴に乗せたくないんだよね、わかる？　キミは将来ファミレスで似たような境遇の友達集めて、自分が昔好きだった相手自慢大会したいのかもしれないけど、それって超不毛だよ？　気付いて？　それって一文無しの人が自分の好きなお札を言い合ってるようなものだよ？」


    　三球に一球が暴投だったり、変化球しかなかったり、真まっ直すぐしかなかったりとクセのあるピッチャーばかりのクラスの中で、会話のキャッチボールの巧みさにおいても最上位に位置する仲村渠が、一方的に顔面狙ねらいの剛速球を繰くり出してくる。


    「な、仲村渠さん……？」


    　何とか、その名前を呼ぶのが精一杯だった。


    「あっゴメン、名前呼ばないでくれるかな？　どうしてもっていうときはモールス信号でお願い、そしたらただの雑音だって思えるから。あ、そうだ、沢さわ木き君は鏡っていう道具の存在知ってるかな？　知らないよね？　すっごい便利な道具だから百均で買って自分のデザインを確認するといいよ。一回確認しちゃうと二度と家から出られないかもだけど、社会トータルで考えるとそっちのほうがプラスだよね」


    　俺とプリシラは、ただ眼を丸く見開いたまま、右の耳から左の耳へ突つき抜けていく仲村渠の言葉を棒立ちで聞くしかなかった。


    「あとそっちの田舎のヤンキーを芋いもと一緒に煮に込こんだような人がプリシラさんだっけ？」


    「い、芋じゃと!?」


    「これもアドバイスっていうわけじゃないんだけど、一人称が妾わらわっていうの、ちょっと気の毒なぐらい滑ってるから。コリン星が宇宙の塵ちりと化したこの時代にそういう無茶なキャラ付けで目立とうっていうの、弱者の必死の知恵なのかもしれないけど、その健けな気げさが痛々しくて見てらんないんだ。何サーの姫を目指してるのかわかんないんだけど、あなたには人間のサークルよりチンパンジーの群れのほうが似合ってると思うな。北関東の深い森の中、チンパンサークルでウホウホ言ってるぶんには全然オッケーだし、そこで独自のヤンキー文明を築いてくれたらあたしたち人類もそっちのほうが嬉しいんだ」


    「お、おお、おお？」


    　一通り俺たちのことを罵ば倒とうし終えると、仲村渠は小悪魔のような笑顔を俺たちに向けた。


    「ホントはアドバイス料と会話税と同じ空間の空気を吸ってしまった慰謝料を込み込みで五万円くらいもらいたいところなんだけど、今日はサービスしとくね。二人ともあたしの貴重なアドバイスを胸に抱いて、今後の人生で絶対にあたしと関わらないでね。ジメジメとした岩の裏に隠れて見えないぶんには、ダンゴムシがどんな丸まり方をしてようと、あたしは許しちゃうから！　じゃね！　チャオ！　いこ、真ま弓ゆみ」


    　川かわ中なか島じまはその一部始終を何とも言えない表情でずっと見ていたのだが、仲村渠なかんだかりはそんな川中島の手を引いて、颯さつ爽そうと去っていった。


    　仲村渠の姿が見えなくなっても、俺たちはしばらくの間、そこから動けなかった。


    　まるで石化の魔法をかけられたかのように固まっていた俺たちだったが、やがて、プリシラがハッとしたように顔を上げた。


    「わかった……わかったぞよ！　過去の攻略本に記されておったことを失念しておったぞよ！」


    　プリシラは俺の胸ぐらを両手で掴つかんで、額ひたいをくっつけるように顔を近付けてまくしたてる。


    「よいか、全員がひとつの幻を信じておる間は魔王にとって都合がよい。しかし、世界の真実に気付いてしまった者が現れると、その心を折りにかかる。これが幻だと気付いておらぬ者の心に、魔王の闇やみが忍び込み、幻の中に取り込まれた者同士を争わせ、同士討ちをさせるという──直接魔王が手を下すよりも、ずっとえげつないことをするんじゃ」


    「ってことは、仲村渠は魔王に操あやつられて……？」


    　だとすると、それはそれで魔王の精神攻撃ってスクールカースト上位になじられる程度のことなのか。世界のスケール感が学校の中なので、何とも微妙な感じではある。いや、確かに心はクリティカルヒットを食らった感じだけれども。


    「操られるというより、心の闇を増幅させられるというほうが近いじゃろうな。どんな人間にも負の感情というものがある。魔王は人の心の隙間に入り込んで、それを増幅していくんじゃ。そうでなければ、だかりんが妾わらわや北関東のことをディスるわけはないんじゃ！」


    　プリシラは悔しそうに拳こぶしを握にぎり締しめた。それは、仲村渠への信頼の裏返しでもあった。


    「そうか、そうだよな……。でなきゃ仲村渠が俺のことをあんな……」


    「うん？　いや、沢さわ木きについては的確なことを言っておったのでは？」


    「魔王め！　心優しき仲村渠にあんな心にもないことを言わせるなんて、絶対に許さん！」


    　俺は卑ひ劣れつな魔王とむかつくことを言うプリシラへの怒りを込めて、曇り空を見上げて叫んだ。


    「でも、何でまた仲村渠だけ……」


    「いや、これから先、誰が敵に回ってもおかしくないぞよ。パーティ全員が幻の中で同士討ちをはじめたという記録もあるんじゃ」


    「ちょっと待て──ってことは、クラスのみんなが敵になるってことか!?　あ、じゃあ過去の客人神まろうどはそれをどうやって切り抜けたんだ。攻略本には──」


    「うむ。それはの、愛と勇気と正義と臨りん機き応おう変へんな対応じゃ！」


    　プリシラは力強く叫んだ。


    「抽象的な精神論に、どんなケースでも適用できるけど結局何も言ったことにならない対応が添えられただけじゃねーか！」


    「お、長い文章ツッコミを噛かまずに言えたのう。やはりおぬしのほうがツッコミじゃな」


    「言ってる場合か」


    「と、とにかく、ここはまた一旦退ひいて、対策を考えようぞ」


    　プリシラが言ったとき、おあつらえ向きにチャイムが鳴り響いた。

  


  
    



    　　　四章　学級崩壊をふせごう


    



    　チャイムが鳴ったと思ったら、またいつの間にか時間が飛んでいた。


    　俺たちはそれぞれ教室の自分の席に座って、教壇の上を見上げていた。そこには先生ではなく、綾あやちゃんが立っていたので、どうやらホームルームの時間らしい。


    　だが、重要なことはそこではない。


    「おお……これはもう、何と言うか……」


    　感動とも呆あきれともつかない声でそう言って、プリシラは教室中をぐるりと見回す。


    　今はホームルームの時間で、ゴールデンウィーク明けにおこなわれる球技大会の出場種目を割り振るというのが議題のようだった。クラス委員長はいつの間にか綾ちゃんに決まっていたらしいが、これは一周目と同じ既定路線なので一安心だ。


    　だが、眼の前の光景はそんな安心を吹き飛ばすほど、混こん沌とんとしていた。


    「静かに！　静かにしてください！」


    　いつも冷静沈着で、滅多なことでは感情を乱さない綾ちゃんが、困惑と焦あせりを隠しきれないと言ったように、悲痛な声を張り上げていた。


    「こりゃ異世界学級会ならぬ、異世界学級崩壊じゃな……」


    　プリシラが呟つぶやいたその言葉が、眼の前のこの状況を正確にかつ端的に表していた。


    　机を持ち上げて筋トレに励はげむやつ。


    　周りの人間が着席しているすぐ側そばで木刀の素す振ぶりをするやつ。


    　さらにそのすぐ側でバットの素振りをするやつ。


    　インスタントではなく、チャーシューと味玉ののった本格的なラーメン食ってるやつ。


    　机の上にトランプタワー作ってるやつ。


    　周囲の状況を一切無視して、参考書を広げて読み込んでいるやつ。


    　ノートパソコンでアニメを違法視聴しているやつ。


    　意識の高い言葉を彫刻刀で机に彫っているやつ。


    　巨大なイグアナと戯たわむれているやつ。


    　もう何をしているのが誰かをいちいち言わないが、完全なる学級崩壊の図だ。


    　仲村渠なかんだかりも長い両足を机の上に投げ出して、爪の手入れをしている。


    　プリシラの言った通り、既にクラスの大半が心を魔王の闇やみに浸食されているらしい。


    　まだめいめいが勝手な行動をとっているだけで、クラスメート同士の喧けん嘩かなどは起こっていないようだが、もともと火薬庫のようなクラスだ。いつ何の拍子に大爆発が起こってもおかしくはない。


    「みなさん、ホームルームの時間です！　話を聞いてください！」


    　教壇の上から綾あやちゃんが声をあげるが、ホームルームの惨状は収拾がつきそうになかった。


    　さしもの若わか王おう子じも困惑気味に、クラスの面々を見回すだけだった。


    　担任の鈴すず木き先生はといえば、姿が見えず、どうやらホームルームを綾ちゃんに任せて職員室に戻ってしまっているらしい。確かにもとの世界では先生がいなくても万事がスムーズに進行する──というより、綾ちゃんに任せてしまったほうが何かと捗はかどっていたのだが、こういうときこそは教師がいてくれないと。


    　と嘆いても、いないものは仕方がない。


    「勝手に立ち歩かないで──意見がある人は挙手をお願いします！」


    　綾ちゃんはもう困惑しているのを通り越して、哀しげな表情だ。そう思ったとき、俺は反射的に手を挙げていた。


    「──沢さわ木き、君」


    　綾ちゃんは俺の挙手に気づくと、少し心配げな様子をみせながらも、俺を指名した。


    　俺は立ち上がって、軽く崩壊中のクラスを見渡した。そして、周りを無視して、教壇まで歩いていって、幼なじみに向かって言う。


    「今日はもう切り上げたほうがいいんじゃないかな。これじゃちょっと何も決めようがないよ」


    　俺の言葉に、綾ちゃんはほっとしたような表情を浮かべた。


    「うん、そうね。浩こう介すけ、ありがと」


    「もう委員長が全部決めちゃっていいんじゃねーの。こいつら話聞いてねーんだから、あとから文句は言わせねーよ」


    　挙手こそしなかったものの、若わか王おう子じも援護射撃をする。


    　その意見をすぐに受うけ容いれることこそなかったが、綾あやちゃんは教室の中を見回し、そして自分を納得させるように、小さく頷うなずいた。


    「それでは、本日のホームルームはここまでとします」


    　その言葉を、果たしてクラスの何割が聞いていたことか。


    「とりあえず、先生んとこ報告しに行こうぜ。私もついてってやるよ」


    　若王子が立ち上がって、綾ちゃんのほうへと歩いていった。


    　それは一周目にはなかった光景だったが、それを俺に止める理由もなかった。
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    　崩壊した学級をあとに、俺たちは食堂に集まっていた。といってもメンバーは、俺とプリシラだけだ。


    「ま、これでむしろわかりやすくなってきたぞよ」


    　何故か明るい表情で、プリシラが言った。


    「何がわかりやすいんだよ、完全にカオス状態の学級崩壊だったじゃないか」


    　奇妙なことに、プリシラはワクワクを隠しきれないといったように、眼を輝かせている。その眼にも、つい先ほどの混乱が映し出されていたはずなのだが──。


    「だかりんがああなったところでどうしようかと思うたがの、先ほどの学級崩壊が、逆に妾わらわにヒントを与えてくれたんじゃ！　この事態を打開する、愛と正義と友情まみれのやつをの！」


    「……逆に？　プリシラ、そりゃいったいどういうことだよ」


    　プリシラは自分で納得したように、うんうんと頷くが、こっちは何のことやらさっぱりわからない。


    「どっかでこういうの、聞いたことがあると思ったんじゃよ」


    「っていうと、攻略本の内容を思い出したのか」


    「うむ。ま、こりゃ魔王の幻を打ち破る方法に限ったことではないんじゃがの。勇者と意見が対立する相手を改心させるためのメソッドを思い出したんじゃ」


    　ソースがプリシラというところは若干不安があるものの、過去の勇者が使っていた方法ならば有効性はあるに違いなかった。俺はプリシラの言うことを聞き逃すまいと、黙ってその言葉を待つ。


    「かいつまんで言うと、『自分のことを棚に上げつつ、上から目線の説教をかましながら物理で殴なぐる』これこそが伝説の勇者のやりかた！」


    「ロクなもんじゃねーな……」


    　確かにそういう勇者は多いのかもしれないが……。


    「さて、勇者が感情論にまかせた説教をかましたとき、敵から統計データをもとにした論理的で現実的な反論が返ってくることがあります。ではこのようなとき、勇者たる者どのようにふるまえば、民衆の支持率をあげつつ敵を倒すことができるでしょうか。ハイ、沢さわ木き君」


    「知らねーよ」


    「ったく、ノータイムでお手上げするのではなく、ちっとは考えよ。よいか、相手が論理的な反応を返してきた場合、論理で返してはいかん」


    「それだと論破できないじゃないか」


    　俺が言うと、プリシラはノンノンノンと呟つぶやきながら、口の前で人差し指を左右に振った。むかつく。


    「論理には更なる感情論をぶつけるんじゃ。すなわち、『俺には難しいことはわかんねーけど』『それでも俺は人間を信じる！』『うるせェ！』らの論理的思考を積極的に放棄するキーワードを盛り込みつつ、人間は理屈じゃねえんだよ感を出しながら、相手が更なる反論をしてくる前に物理でしこたま殴なぐる。これを勇者構文、もしくは主人公構文というんじゃ」


    「うわあ勉強になるなあ……」


    「さらに、敵が抵抗力を失って論を吐けなくなってから『こいつも、哀しいやつだったのかもな……』『もし出会い方が違っていたら……』『こいつは邪悪なんかじゃない、ただ俺たちと正義のかたちが違っていただけなんだ……』みたいに上から目線で自分がボコった相手に同情的になることで、感傷的な空気が醸かもし出され、それまでの手法の強引さをウヤムヤにすることができるんじゃ。またそうすることで、相手も何かその場の空気に引き込まれ、『ならばきさまらの言う未来というものを見せてみよ……だが、きさまらが再び道を誤ったとき、第二第三の我が……』みたいに問題を未来に先送りして先の世代に負債を丸投げする敗北宣言をぬかしたりするんじゃ」


    「……とりあえず仮にそのプランを受うけ容いれるとして、じゃあ、それで仲村渠なかんだかりたちを正気に戻すことができるのか？」


    「実際にやってみぬことにはわからぬが、その可能性は高いじゃろうな。なんせ過去の勇者たちが使ってきた伝統的な手法じゃからの」


    「でも、敵は世界を支配しようとする魔王とかじゃなく、学級崩壊だぞ？」


    「大丈夫ではないかの。いや、むしろその手法は学校の中でも頻ひん繁ぱんに使われてきたと伝えられておるではないか。魔王討伐の冒険譚たんではなく、客人神まろうどが語り伝えたおぬしらの世界の文化としての」


    「文化？」


    　というと、プリシラが絶賛していたのはラーメンやたこ焼きなんかの食文化で……いや、もともとこいつはお笑いや漫画なんかのサブカルにも詳しいんだった。でも、そんな中に、学級崩壊を何とかできるようなものがあっただろうか。


    「それではわたくしのプレゼンを続けさせていただきますぞよ」


    　俺の不安をよそに、プリシラは自信満々の表情でもって、芝居がかった口調で語り始めた。


    「とある学校のとあるクラスでは、生徒たちの大半が何らかの問題を抱かかえていた……。受験への不安、友人関係の悩み、恋と失恋、カツアゲ、イジメ、万引き、カツアゲ、売春、ケンカ、ドラッグ、深しん夜やアニメ！　生徒たちの心を揺さぶり傷付ける数々の青春の罠わな！　彼らの指針となるべき教師たちも、暴力教師に無気力教師！」


    　プリシラは拳こぶしを振り上げてプレゼンを続ける。


    「学校の外にも敵はおる！　次々と襲おそい来るモンスターペアレント！　部活動の騒音にクレームを付ける近隣住民！　呼んでないのに部活の指導にやってくる厄やつ介かい者のＯＢ！　教室は荒れ、職員室には諦あきらめムードが漂い、誰もがただ時が経たっていくのを待つばかり！　愛と希望に包まれた神聖なる学び舎は、今や諦めと絶望の支配する闇やみの城と化してしまった！　──じゃが、そんな闇を切り裂く一条の光！」


    　そんなプリシラの小芝居を、俺は黙って聞いていた。


    　プリシラはオーバーアクションでタメを作り、叫んだ。


    「──それこそが、型破り熱血教師じゃ！」


    　プリシラは拳を勢いよく突つき上げて、そう断言した。


    「かたやぶりねっけつきょうし～？」


    「アホの口調で言うでない」


    　プリシラは少しイラッとしたらしく、俺を軽く睨にらみ付けた。


    「よいか、日本の学校で起こってきた問題の全ては、この型破り熱血教師が解決してきたんじゃ！　妾わらわたちもそれにならうんじゃよ！」


    　俺がプリシラの暴論に呆ぼう然ぜんとしていると、プリシラは鬱うつ陶とうしい感じで髪を掻かき上げた。


    「人と言う字はァ～、人と人が支え合ってできているんですゥ～、ポイズン」


    「混ざってる混ざってる。毒が混ざってる。型破り熱血教師を二人混ぜるな」


    　プリシラは頷うなずくと、しかし、また髪を掻き上げた。


    「腐ったミカンにはポイズンがあるんです！」


    「ポイズン推おしやめろ。そもそもポイズン部分は本編と関係ねーし」


    「ポイズン加藤ォ！」


    「誰だよ」


    　プリシラは髪を掻き上げるのをやめてふっと息を吐いた。


    「さて、気が済んだので話を先に進めるぞよ」


    「今のくだりはプレゼンに必要だったんだろうな」


    「もちろんじゃ。いまのふたりでなくとも、日本人には誰の心にもひとりやふたり、フェイバリットな型破り熱血教師が棲すんでおるものじゃろ」


    「そうかなあ……」


    　まあ確かに、理想かどうかはともかく、型破り熱血教師が活躍するフィクションはもう何十年も日本のエンタメ界の定番ネタではある。


    「要するに、じゃ。荒れた日本人の中高生を改心させるには、型破り熱血教師の学園ドラマメソッドが一番有効なんじゃ！　最初っからみんな仲良しこよしの学園ドラマなどない。問題児ばかりのクラスが一年をかけてひとつにまとまり、最終回ではみんな一丸となってソーラン節を踊るんじゃ！」


    「ソーラン節を踊るのは特定のドラマに限ったことだとは思うが……」


    「ま、今回に限ってはどうも先生は頼りないようなので、妾わらわたち生徒が主役となって、荒れた学校を変えるタイプの学園モノじゃの！」


    　俺は、二年でも担任になった鈴すず木き先生を思い浮かべた。幻の中のこととはいえ、確かに鈴木先生はどうも頼りない。もとの世界ならともかく、この幻の中での荒れた学級を立て直せるとは到底思えない。


    　現実の一周目では、その一歩引いた感じが曲くせ者もの揃ぞろいの二年一組を奇跡的にまとめ上げることに功を奏していたのだが、二周目の荒れ方は先生の手に余るはずだ。


    　そもそもこの幻の学園生活から脱出するためには、俺たちが頑張るしかない。


    　それはわかっているのだが、不安も大きい。


    　今回は、仲間が少ないのだ。


    　俺たちはこれまで、この異世界修学旅行で幾度となく危機に遭遇してきたが、そのたびに仲間たちと力を合わせて乗り切ってきた。その仲間たちの大半が、今回は仲間どころか敵に回るということなのだ。


    　今のところ、これが幻だと気づいているのは俺とプリシラ、そして宝たから田だ。普段の冒険では一番いいところで助けに現れてくれる宝田が最初からいるのが心強いかというと、異世界では頼りになる女勇者様も、学園生活においては単なるコミュ障とあって、不安は大きい。


    　若わか王おう子じは協力的ではあるものの、俺たちが置かれた状況を正確に把握しているようではない。


    　綾あやちゃんも、例の自己紹介以来、俺のことを若干アレな感じだと思っているっぽい。


    　はっきり言って、状況はこれまでで一番悪いかもしれない。


    　でも、それでも──。


    「この物語は、ある学園の荒廃に挑んだひとりの王女の記録である！」


    　誰に対してだか、元気よくそう宣言するプリシラを見ていると、最終的には何とかなるんじゃないか──そんな気もしてくるから不思議なものだ。


    「というわけで、まずは当初の予定通り、だかりんを正気に戻すことからはじめるぞよ！」


    　プリシラは勢いよく机を叩たたいた。


    「では、新番組予告！」


    「新番組……？」


    「スクールカーストの最上位に位置し、何不自由ない学園生活を送っている仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ。しかし、表面上は華やかでも、彼女の心の奥には闇やみが潜ひそんでいたのだった。夜の繁華街を当あて所どもなく歩く樹璃愛の前に、ひとりの熱血型破り教師があらわれた！　二年一組プリシラ先生、第一話、『スクールカーストをぶっとばせ！』の巻。初回は九十分拡大スペシャル、ぜったい見てくれよな！」


    「一応聞くけど、それは何なんだよ」


    「うむ。これは王女から高校教師になった型破りなプリシラ先生の奮闘を描く物語なんじゃ。元暴走族とか元ヤクザとか元音楽家とか元料理人とか元警官とか元傭兵とか元食いしん坊万歳とか、型破り教師のパターンもけっこうインフレしてきたじゃろ。そこで王女教師」


    「食いしん坊万歳のほうがあとだし、だから俺ら食いしん坊万歳がその人の世代ですらないから。俺ら松まつ岡おか修しゆう造ぞう世代だから」


    「ま、とにかく王女教師があってもおかしくはないと思うんじゃよな。スクールカーストっていう今日的な題材も取り入れたので、大ヒット間違いなしじゃ！」


    　もう面倒なので、プリシラの好きにさせておくことにした。


    「……まあやり方はどうあれ、学級崩壊を放置しておくわけにもいかないか」


    　俺はこの先のことを思い、思わず溜ため息いきを吐ついた。


    「味方にすれば心強いが敵に回せば厄やつ介かいって、よく聞くフレーズではあるけどな……」


    「中には味方としても厄介な者もおるがの。あと、敵か味方か謎なぞの女騎士も」


    「そこはもう味方でいいじゃないか」


    　実際、俺たちにこの世界が幻であると気づかせてくれたのは宝たから田だなのだから。


    「それから、敵か味方か謎の全裸マンも」


    「敵でも味方でも嫌だよ。むしろ謎であってくれたほうが気楽だったのに、完全にクラスメートだし」


    「やれやれ。世の中の風潮は裸芸に厳しいのう」


    　プリシラもまた、深く溜息を吐いた。


    「とにかく、まずはだかりんを正気に戻すぞよ！」


    　とにかくこうして、二年一組を学級崩壊から救い出すための戦いが始まったのだ。
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    「あのさ。話しかけんなつったじゃん、学習能力ないの？　あ、チンパンだからないんだ……」


    　俺たちは再び仲村渠なかんだかりを校舎裏に呼び出したのだが、再びその最上位カーストのオーラに圧倒されつつあった。だが、俺たちの仲村渠はこんなじゃない。これは、仲村渠を取り戻すための戦いでもあるのだ、決して退ひいてはいけない。


    　プリシラは勇気を持って、仲村渠の前に歩み出た。


    「よいか、仲村渠。夜の街には子供を食い物にする悪い大人がたくさんおるんじゃ。夜の食いしん坊万歳がたくさんおるんじゃ」


    「そこは言い換えなくていいし、そもそも夜の街は関係ねーし。それはお前が適当に作ったドラマのあらすじだろ」


    「うむ。夜の食いしん坊万歳って言いたかっただけじゃ」


    「真ま面じ目めにやれ」


    　プリシラが余計なことをやらかしたせいで、仲村渠はかなりイライラしているご様子だった。


    「……あのさァ。そういう内輪のゴミみたいなノリは底辺同士で共有しててよ。あたしもう帰っていいよね？」


    「うるせェ！」


    　いきなりビンタをかまそうとしたプリシラを、俺は慌てて後ろから羽は交がい締じめにした。


    「やめろ！　勇者構文はええよ！　つーか今のタイミングで殴なぐったら、単なる短気で暴力的ななヤツだろ！　学園ドラマに置き換えても、単なる体罰先生だろ！」


    「む、確かにのう」


    　プリシラは振り上げた右手を下ろした。


    「人間はみな平等なんじゃ！　スクールカーストなんか間違っておるんじゃ！」


    　プリシラは何となく聞こえのいいことを並べて叫んだ。だが、論理としては弱い。


    「はァ？　人間は平等じゃないってことを実地で学ぶのが学校でしょ？　学校は社会の縮図。容姿、コミュ力、頭脳、運動能力、資産、大人はあらゆるステータスで人を区別し差別し分別してんじゃない。あたしら子供はそれを真ま似ねしてるだけ。自分たちがやってることを子供にはやるなっていうのが教育なの!?」


    「うるせ……おっと、まだはやいかの」


    　プリシラは自分の右手を左手で掴つかんだ。


    「だいたい、あんた王女じゃん！　そんな生まれながらに社会階級のトップに生まれついて、そこにあぐらをかいてるヤツに、スクールカーストを否定する権利なんてあんの!?」


    「う、うぐっ」


    　仲村渠の会心の論理がプリシラに突つき刺さった。


    　しかし──プリシラは押され気味だが、いつの間にか論戦が成立していた。ひょっとしたら、闘い方自体は間違ってはいないのかもしれない。それに、仲村渠はプリシラが王女だということを知っている。ということは心のどこかに、もとの仲村渠が残っているはずだ。


    「それはそれ、これはこれじゃっ！」


    　勇者構文の基本技を繰くり出すプリシラ。しかし仲村渠なかんだかりは一切怯ひるまない。そりゃそうだ。


    「自然の生態系を考えてみてよ。鳥は鳥、獣けものは獣、魚は魚。みんな能力によって応じた場所に棲すんでるワケでしょ。獣に限ったって、ライオン、サイ、カバ、ハイエナ、ネズミ。みんなその力に応じた生き方をしてる。人間もそれと同じことよ。ネズミがライオンの暮らしを望むんなら、それだけの力を身につけてからにしなさい！」


    「う、浦うら安やすならネズミが最強……いやっ、じゃがこれは権利的に……妾わらわには著作権とか難しいことは……いや、それはわからねば……」


    「何をブツブツ言ってんのよ、キモっ」


    「わ、妾には難しいことはわかんねーけど……それでも妾は人間を信じるぞよ！」


    　ヤケ気味に言いながらカマしたプリシラの右ビンタをスウェイで華麗に避け、プリシラの上体が泳いだところに反撃の右ビンタが炸さく裂れつした。


    「はぶっ」


    　ビンタをモロに食らって無様に転がるプリシラ先生。そう、仲村渠は運動神経もピカイチなのだ。論戦でも負け、体罰も不発、プリシラ先生は第一話にして打ち切りの危機を迎えていた。


    「で、あんたもまだ文句あんの？」


    　仲村渠は冷たい眼で俺を睨にらむ。


    「い、いや……」


    「そう、それで正解。スクールカースト下位のミジンコに相応ふさわしい振る舞いは傍観と沈黙。その二つさえ守ってれば、あたし達はあんた達に干渉しないから」


    　ダメだ。プリシラ先生が負けた以上、もう俺にはどうしようもない。


    　もはや絶体絶命かと思われたその時だった。


    「樹じゆ璃り愛あ……もうやめようよ。こんなの樹璃愛じゃないよ……」


    　そんなか細い、しかし力強い決意を秘めた声が、どこからともなく聞こえてきた。


    　いつの間にそこにいたのか、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみが、ビンタ＆論破で倒れたプリシラを助け起こしながら、仲村渠を見上げていた。


    　川中島真弓──天才的な演技力を持つ女優であり、そして仲村渠の親友でもある。しかし、彼女がなぜいまここに。


    「川中島……なぜここに、おぬしはこの幻の中でも、仲村渠と行動を共にしていたのではなかったのかや」


    　助け起こされながらも、プリシラの眼には警戒が潜ひそむ。


    　川中島は優しく微ほほ笑えみながら、プリシラに、そして俺へと視線を向けた。


    「わたしは、女優です。幾いく千幾万の嘘うその中に、仮面をかぶって生きる種類の人間です」


    　いつものんびりとした口調の川中島だったが、その言葉は舞台上で紡つむがれるそれのように、はっきりと滑なめらかなものだった。川かわ中なか島じまはこの幻の世界の台本にない台詞せりふを、訥とつ々とつと喋しやべっていく。


    「わたしが舞台の上で、カメラの前で喋る言葉は全部嘘うそ。だからこそ──」


    　川中島は僅わずかに首を動かし、俺に顔を向ける。俺たちの視線は、その僅かな仕草に完璧に誘導され、宝たから田だとプリシラも俺のほうを向く。


    「わたしは人が嘘を言ってるのか本当のことを言ってるのか、ネタや冗談でふざけてるのか本気なのか、それくらいのことは、わかる、つもりです」


    「川中島──」


    　彼女が言うのはつまり、自己紹介の時間に俺がぶちまけたこの世界の真実についてのこと。


    「だから、あのときわかったんです。この世界が安っぽい書き割りの中にある、幻の世界なんだって」


    　川中島は顔を上げた。


    「だから樹じゆ璃り愛あ、私が、この幻からあなたを救ってみせる」


    　天才女優の言葉ながら──それはつくりものではなく、一点の曇りもない真実の言葉だと、俺は思った。間延びしたいつもの喋り方でもない、真剣な口調だし。


    　川中島真ま弓ゆみは、役そのものをその身に降ろす憑ひよう依い型の役者だと言われている。そんな彼女だからこそか、仲村渠なかんだかりが何かに憑つかれているということまでも看破したらしい。


    「なにをコソコソとワケのわかんないこと言ってんの。真弓、そっちにつくってことは、あたしの敵になるってことだけど、ワカってんの？」


    　川中島は、しかし怯ひるむことなく仲村渠の前に完全と立ち塞ふさがった。


    「なんじゃなんじゃ、学園ドラマは教師と生徒の闘いで──」


    「いやプリシラ、待て！」


    　仲村渠と川中島の間に割り込もうとしたプリシラを、俺は引き留めた。


    「学園ドラマでは、クラスメートこそが相手を改心させる鍵かぎになったりもするんだ！」


    「何じゃと……しかし、それでは体罰ができぬではないか」


    「お前はちょっと学園ドラマを勘違いしてるな。とにかく、ここは川中島に任せよう」


    　俺はまだ未練を残している様子のプリシラを連れ、この舞台から一歩下がって、ふたりの少女の対決を見守ることにした。


    「樹璃愛はいつも、誰にでも分け隔てなく優しくって、何にでもすぐに気が付いて、だから、私みたいに周りからワンテンポ遅いやつとも友達になってくれた。沢さわ木き君のような男子にだって、優しく接してた！」


    「あの……そのフワッとしてる割りに、俺の心に刺さる流れ弾って必要かな？」


    「しっ、邪魔するでない。沢木君のような男子は黙っておるんじゃ」


    　プリシラは少し嬉しそうに、俺の袖そでを引いた。


    「スクールカーストだなんて、そんな人間関係を上下関係に置き換えるようなこと、樹じゆ璃り愛あには似合わない！」


    　そんな川かわ中なか島じまの啖たん呵かに、しかし仲村渠なかんだかりは怯ひるまない。


    「ハッ！　あたしに何が似合うかはあたしが決める！　他人の心のカタチをこうあるべきだそうするべきだあなたはそんな人じゃないなんて勝手に決めようとすることこそ傲ごう慢まん極まりないと思わないの！　あんたの中のあたしが偽物だっただけ、あたしはもとからこうなのよ！」


    「うるせェ！」


    　とプリシラが叫びつつ、その右フックが何もない宙を捉えた。何もないのも当然で、俺とプリシラはだいぶ離れた位置から、体育座りでそのバトルを見ている。


    「今のタイミングはけっこう良かったじゃろ？」


    「いいからお前も大人しくしてろ。つーか今のタイミングでも単なる逆ギレだし」


    　戦線離脱した俺とプリシラに代わって、川中島と仲村渠のバトルは続く。


    「ま、あんた達に勘違いさせちゃったのは私が悪かったわ。下位は上位に優しくされると、勘違いしてつけあがっちゃうのよね。女王様がおなかを空すかせたあんたにパンを放り投げてあげたのは、ただの気まぐれ。それで対等になったわけじゃないの」


    「違う！　気まぐれなんかじゃない！」


    　仲村渠の冷たい言葉に、川中島は退ひかない。


    「私がアフリカオオツノガエルの役のときも、浅間山荘事件の鉄球役のときも！　劇団の仲間さえもが私と稽けい古こをしたがらない中で、樹璃愛だけは嫌な顔ひとつせずに付き合ってくれた！」


    「相変わらず前衛的な作品にばかり出演しとるのう。演技力が神懸かっておるという以前に、仕事を選ばぬから珍奇な役が舞い込むだけでは？」


    「だから今度は私の番！　樹璃愛が正気に戻るまで、私が樹璃愛に付き合ってあげるから！」


    「はァ？　あたしは正気だっつーの！　つーか何調子づいちゃってんの？　あんたなんて、女優の友達がいるって言えるからってんで拾ってあげただけなのに、あたしと対等だって勘違いしちゃったわけ？　損得だけで付き合ってきたんだから、切るわ、バイバイ」


    　吐き捨てるように言って、視線を切り去って行こうとする仲村渠に、川中島が縋すがり付いた。


    「てっめ、離せよ！」


    「離さない！」


    「だいたい昆虫だとか惣菜パンだとか麻雀マージヤン牌パイの一イー筒ピンだとか大宇宙意志とかワケのわかんねー役にばっかり選ばれやがって！　あんたの役、九割方キモいんだよ！　友達が女優とか言ってもそんなキモい役ばっかだから全然自慢できねーんだよ！　普通に女子高生の役を受けろよ！　何だよライトノベルの役って！　漠然としすぎだろ！」


    「闇やみの仲村渠が言うことが正論に聞こえるぞよ……」


    　体育座りで、プリシラが呟つぶやいた。


    「役作りとか言って三食カブトムシゼリー食って病院に担かつぎ込まれたり！　何なんだよ都会派カナブンの役作りって！　仕事選べよ！　都会のカナブンも田舎のカナブンもだいたい一緒だよ！　３Ｄプリンターの役って何だよ！　それもう欽きんちゃんの仮装大賞に出ろよ！　優勝できるよ！」


    「それ超見たいな……」


    「人体と小道具で３Ｄプリンターを再現するのって、もう演技力がどうとかではないのう」


    　完全に傍観者と化した俺とプリシラをよそに、仲村渠なかんだかりと川かわ中なか島じまのドラマは続く。


    「そうだよ。だから、損得で私に付き合えるわけなんかないんだ……！」


    　縋すがり付いて言う川中島の言葉に、仲村渠がわずかに怯ひるんだような表情をみせた。


    「樹じゆ璃り愛あはいつだって、私の役作りに付き合ってくれた！　私がボクサー役のときはボディブローを食らい続けたり、私がマッドサイエンティスト役の時は強めの電流を流され続けたり、私が巨大イグアナ使いの役のときは巨大イグアナと密室に閉じ込められたり……！　何の見返りもなく、ただ友達だっていうだけで、私の役作りに付き合ってくれた！」


    「全部、若手芸人が仕事を選ばなかったときに舞い込んでくるタイプのことばっかりじゃな。そんなこと、ノーギャラならYouTuberですらやってられんぞよ」


    　とにかく川中島の言葉は、仲村渠にそれなりのダメージを与えたらしい。プリシラの言葉ではノーダメだった仲村渠は、胸を押さえて後あと退ずさった。


    「う、うるさいッ！　だからあたしはようやく気付いたんだ！　あんたなんかに付き合ってらんないって！　スクールカースト上位のパリピとウェイウェイやってたほうがずっと楽で楽しいんだ！」


    「そりゃ電流流されるよりはマシじゃろうが、パリピって本当に上位なんじゃろか？　最近はけっこう小馬鹿にされてない？」


    「ゴチャゴチャ言うな！」


    　その言葉は、外野の俺たちに対してのものではなかった。ついに仲村渠が手を振り上げ、川中島にビンタを放った。パァンと、振り抜かれたビンタ特有の高い音が響く。


    「……っ」


    　顔を斜め上に跳ね上げたのは、仲村渠のほうだった。完璧なボクサーとしての役作りを経験してきた川中島のビンタが、仲村渠にライトクロスのビンタを食らわせたのだ。


    「こっの……！」


    　仲村渠はなおもビンタを繰くり出すが、その全てに、正確無比のカウンターが合わされる。


    「川中島ってこんなに強かったのか……。いや、んなこと言ってる場合じゃない、止めなきゃ」


    「う、うむ……」


    　だが、もはや二人の少女の戦いに、俺たちの割って入る隙間はなかった。


    「ちょ、マジ、ちょっと待……」


    「樹じゆ璃り愛あのバカッ！　──それでも、私たちは友達だもん！」


    「おっ、今のも主人公構文のひとつじゃ！」


    　体育座りをしていたプリシラが、思わず立ち上がって叫んだ。


    　新手の主人公構文とともに、川かわ中なか島じまは地面の底から突つき上げるようなボディアッパーを繰くり出した。川中島の小さな拳こぶしが仲村渠なかんだかりへと食い込み、その華きや奢しやな体がくの字に折れる。


    　仲村渠はクリンチ気味に、川中島の体に腕を回して抱きついた。


    「った……。このパンチ、思い出したよ……。白しら井い義よし男おの役作りのときだっけ……？」


    「……ちがうよ、樹璃愛。ファイティング原はら田だだよ……」


    　だからせめて女子高生ボクサーの役を受けろよ。


    　と、俺は心の中で言った。


    　プリシラはといえば、スタンディングオベーションで、二人の少女を讃たたえていた。


    「第一話から、プリシラ先生は生徒に教えられたぞよ……！」


    　プリシラは感動を抑えきれないといった様子だ。


    「暴力はスクールカーストを超える……。下位カーストでも暴力によって上位をボコることは可能……。そうじゃ、階級闘争とは革命をもって決着するものであった！　それを、まさか生徒に教えられるとはのう」


    「そういう結論でいいのか、その学園ドラマ。……っていうか、結局ボディブローで正気に戻ったのか……」


    　いや、その前段としての、友達としての思いを川中島がぶつけた上でのボディだったからこそ、その心に届いたのだ。そう思おう。


    「あ……ふたりも、なんか、ごめんね」


    　仲村渠は川中島に肩を借りながら、俺たちのほうへと歩いて来た。


    「……妾わらわは間違っておったのかもしれぬ……。じゃが、おぬしらが道をあやまったとき、いずれ第二第三の体罰教師がおぬしらの前に赴任してくるであろう……」


    　プリシラはラスボス構文を使い始めた。


    「プリっち、ごめんね。ビンタ、お返ししていいよ」


    　仲村渠はプリシラの前に顔を突き出して、自分の頬ほおを指さした。プリシラは右の掌てのひらを振り上げ、そしてそれを仲村渠の首へ回し、左手では川中島を引き寄せて抱きついた。


    「お前たちは妾の生徒じゃ！」


    「えへへ、よかったぁ～。ほっとしましたぁ～」


    　川中島も気が緩んだのか、いつもののんびりとした口調に戻ってプリシラに抱かれていた。


    「プリシラ先生のやったことは、生徒に論戦で負けて逆ギレして体罰しようとしたら逆にボコられたっていうことだけだけどな」


    　俺がそう言うと、プリシラは仲村渠と川中島に抱きついたまま、顔をこちらへと向けた。


    「沢さわ木きよ、学園ドラマにおける教育は、過程などどうでもよい。結果オーライなんじゃ！」


    　何はともあれ、これで仲村渠なかんだかりが正気に戻った。これはきっと、大きな一歩だ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「それでは、授業を終わります」


    　教壇で小さく一礼する鈴すず木き先生を、ほとんどの生徒が見てはいない。先生もそんな生徒たちを見ていないように、教室を出て行った。


    「いっや、改めて見るとこれはヒドいね」


    　俺の席に手をついて、仲村渠が言った。


    　その周りでは、完全なる学級崩壊が進行しつつあった。


    　いつの間にかガラスは割れ、教室の中を野犬が走り回り、机と椅い子すを使ってピラミッドのようなオブジェが教室の隅に作り上げられていた。


    　喧けん噪そうと怒号が飛び交い、これが俺たちの二年一組とはとても思えない。


    「はっきりとは覚えてないんだけど、あたしもこんな感じだったんだよね」


    　もともと聖女のごとき良心を持つ仲村渠だ、自分のしでかしたことに強く心を痛めているらしい。


    「沢木にもひどいこと言っちゃったんだよね？」


    「仲村渠が悪いわけじゃないよ。気にしないほうがいい」


    「うむ。全ては魔王のせいじゃ。魔王憎んでだかりん憎まず。むしろ互いに憎ませ合うことこそが魔王の狙ねらいそのものじゃからの、その術中にははまらぬよ」


    　と、プリシラも仲村渠を慰めるように言う。


    「じゃが、まだ第一歩じゃのう」


    　プリシラは教室を見回す。相変わらず、めいめいが好き勝手なことをやっていて、それは授業中から継続されている。学級崩壊は収まるどころか拡大の一途を辿たどっている。


    「宝たから田だや川かわ中なか島じまのように、自みずからこれが幻じゃと気付く者もおるようじゃが、やはりひとりひとり、プリシラ先生の鉄拳制裁が必要なのかもしれぬの」


    　プリシラは教室を見回して、拳こぶしにふっと息を吹きかけた。


    　俺が気になるのは綾あやちゃんと若わか王おう子じだ。ふたりとも、特に学級崩壊に加担するわけでもないのだが、しかし、いまだにこれが幻であると気付いているような様子もない。


    　闇やみに心を取り込まれるのには個人差があるようなので、いずれそうなってしまうのかもしれないが……。


    「沢木……最近の俺、どこか変じゃないか？」


    　そんな声に振り向くと、木き村むらが立っていた。そういえば最近、木村のことを気にしてはいなかったが。


    「どこかって……変、だな」


    　木き村むらは上半身のシャツを脱ぎ捨てて、素肌の上に直接学ランを羽は織おるという、ひと昔前、いやふた昔前の漫画に出てくる番長のスタイルだった。が、別に上半身ムキムキではないので、変態一歩手前のあぶない雰ふん囲い気きが醸かもし出されている。いや、ムキムキなら許されるというものでもないのだが……。


    「……最近、気付けばこういう格好をしてしまうんだ。俺の中の何かがおかしいんだ……」


    　木村は不安そうな表情で、自分の頭を掌てのひらで押さえた。


    「俺の中の獣けものがいまにも暴れ出しそうなんだ……ううっ」


    　木村もまた、闇やみに心を侵おかされつつあるらしい。


    　もしくは、正気に戻りつつあるらしい。


    「くっ、俺がこいつを押さえているうちに、はやく逃げるんだ！　こいつが外に出てきたら、俺もどうなってしまうかわからないッ！」


    　木村は自分の中の闇と戦いながら、ズボンのベルトを強く握にぎり締しめた。


    「もうこやつの場合、どっちが闇でどっちが正気なのかよくわからんのう。どうなるかって、そりゃ逮捕……いや、この幻の世界にはポリスがおらぬのであった」


    「プリシラ先生の鉄拳制裁いっとくか？」


    　女子ならちょっと気が引けるが、木村が鉄拳制裁されるぶんには仕方がない。


    　そんなことを思っていると、プリシラが突然立ち上がって次回予告をはじめた。


    「両親が共働きで、さびしいクリスマスを迎えることになったヒロシ少年を不ふ憫びんに思った木村は、俺がお前のサンタクロースになってやるよと約束する。だが運命のクリスマスイブ、予行演習として全裸にサンタ帽と靴くつ下した一丁で近所を散歩していた木村は、こころない警察に捕まってしまう。取り調べで俺はサンタクロースだと主張した木村だったが、待っていたのは非情なる尿検査だった。警察から学校への鬼電を無視してクリスマス特番に夢中な宿直のプリシラ先生。このままではヒロシとの約束に間に合わない、絶体絶命の木村の脳細胞がうなりをあげる！　聖夜の奇跡は起きるのか!?　次回、二年一組プリシラ先生、第二話。『新世紀の一休あらわる、靴下で隠せば違法じゃない』ご期待ください！」


    「学園ドラマをやれ」


    「じゃが、生徒がポリスに逮捕されるというのは、学園ドラマの中ではかなりの名シーンになることがあるんじゃぞ。中なか島じまみゆきの『世情』をバックに流せば完璧じゃ」


    「罪が公然猥わい褻せつじゃダメだろ。つーかプリシラ先生働けよ」


    「ま、こやつは後回しにしようぞ」


    　プリシラは木村を一いち瞥べつして、小さく首を振った。


    「正気に目覚めて全裸になられても困るからの。だいたい、友情パワーで説得する方向性でいくなら、友人役はおぬしじゃぞ？」


    「後回しで」


    「うむ」


    　木き村むらの処遇について方向性が一致したその時だった。


    「貴様、薄い胸板を人前に晒さらすなど、その格好は筋肉に対する冒ぼう涜とくだッ！」


    　そんな怒気を孕はらんだ声がしたかと思うと、木村の体が宙に浮いた。


    「えっ、えっ」


    「だが安心しろ。このわたしが貴様の筋肉を一人前にしてやろう。いや、貴様を一人前の筋肉にしてやろう」


    　宗むな像かたが、抵抗する木村を無む理り矢や理り担かつぎあげたのだ。


    「え、ちょ、何、ちょ──」


    　木村が抵抗する間もなく、宗像は木村を担いで、どこかへ連れ去ってしまった。人に筋肉を強制するあのやりくち、宗像もまた間違いなく闇やみに囚とらわれている。


    「うーむ、パワーハラスメントじゃの」


    　宗像が姿を消したのを確認して、プリシラが呟つぶやいた。


    「パワーハラスメントの意味が若干違う気がするが……。しかし、今の宗像は確かにマッスルハラスメントの化け身しんだ。このまま放置していては、クラスみんながマッスルにされかねない。とりあえず今日のところは木村を生いけ贄にえに捧げることで何とかなったが、宗像も早くなんとかしないと」


    「よし。では次の制裁対象は、もとい、更正対象は宗像じゃの！」
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    「ついに始動する人類逆三角形計画。あらゆる人間に筋トレと糖質制限とタンクトップを強制する筋肉大帝・宗像力つとむにより、人は人としてのカタチを保たもてなくなっていく。絶望と乳酸に覆おおわれた筋肉の荒野に降り立った救世主の名は！　次回、二年一組プリシラ先生、第三話『恐怖・マッスルキングダムの巻！』人はササミのみにて生くるにあらず……」


    「だから学園ドラマの予告じゃなくなってるが」


    「気にするでない」


    　というわけで、俺たちは宗像を更正させるために、体育館に併設されたトレーニングルームへと向かった。


    「ほう、こんな施設があったとはの」


    　プリシラが扉を引き開けると、むっとした汗の臭においが鼻をついた。


    　そこでは宗像が、連れ去った生徒に強制的に筋トレをさせているという地獄絵図が広がっていた。ただ木き村むらの姿は見えないので、どうやらうまく逃げ出したらしい。


    「本当にマッスルキングダムだな……」


    「やめよ宗むな像かた！　いまのおぬしは心を闇やみと良質なタンパク質に囚とらわれておる！」


    　プリシラが叫ぶと、ダンベルを両手に持ったマッスルモンスターがこちらをぎろりと向いた。


    「闇……？　ククク、闇なら闇で結構！」


    　宗像はダンベルを置くと、自分のシャツをビリビリに引き裂いて、大胸筋を誇示する。


    「Ｔシャツならすごいけど、学生服のシャツを引き裂いたところでボタンが弾はじけ飛ぶだけのことじゃしのう」


    　その大胸筋の威い容ように一歩も引かず、さっそくプリシラのディスがはじまった。


    「闇に心を売り渡すことで、私はこの筋肉を手に入れたのだ！」


    「疑惑のレコードを持っておる一部の国のオリンピック選手や、一部のメジャーリーガーみたいなことかの？」


    「余計な人に対するディスりはやめろ」


    「力はいいぞ……！　今の私は、筋肉を超えた筋肉を手に入れた！」


    　宗像はそう言ってポージングをキメた。


    「こやつ、運動会のときもこんなこと言いながら白目剥むいてぶっ倒れたのではなかったかのう」


    「あれはお前が余計なドーピングをほどこしたせいだけどな」


    「あの時とは違う！　闇のマッスルを手にいれ、私は人間を超えたのだ！」


    「こやつ、このパターンばっかじゃな。疲労か船酔いかクスリか闇の力かの違いだけじゃ。もう飽きたぞよ」


    「クスリはお前のせいだったろ。まあ確かにこのパターンはもう、だいたいやり尽くした感は否めないが」


    「で、どうするんじゃ。闇に傾かたむいたこやつの心を折るということは、すなわち筋肉を倒すことじゃろ。パワー系の四天王って人気は低いが、実際闘うとなるとけっこう厄やつ介かいじゃぞ」


    「確かに……柊ひいらぎがいてくれたらなあ。パワーで対抗できるのはクラスの中じゃ柊小さ百ゆ合りくらいのもんだ」


    　そんな俺たちの会話をよそに、宗像は大きく両手を広げた。逆三角形の上半身がさらに強調され、それはまるで巨大な肉の十字架を思わせた。が、よく考えたらポージングだけなので、別にこちらがダメージを受けるということはない。


    「全ては筋肉から生まれ、筋肉へ帰る……。お前達の堕落した筋肉を滅ぼし……そして私もやがて筋肉へと還かえろう……！」


    　何だかんだその肉体美は大したものであり、しかも今はそこに闇の力が加わっているので、なんか無駄に禍まが々まがしさと神こう々ごうしさが垂れ流されていた。


    「ほら見たことか。パワー系が無理して哲学系ラスボスみたいなことを言おうとしとるせいで、わけのわからぬことになっておるぞよ。無理せずにパワー系らしく『チカラナイ、シヌ、コレヤセイノオキテ』みたいなことでいいんじゃよ」


    　プリシラはパワー系が哲学ぶることに厳しかった。


    「パワー系をプロデュースしてる場合か」


    「だいたいパワー系というのは特殊能力者に比べてパワーしか見せ場がないシンプルな素材じゃからこそ、その魅せ方が──」


    「ワタシノ筋肉ノ礎いしずえトナルガイイ！」


    「──しまったぞよ！」


    　プリシラがパワー系とはかくあるべし、という講釈を垂れている隙に、巨大な闇やみの肉の塊かたまりが突つっ込んで来た。実力行使とはボディービルダーにあるまじき行動だが、そんなことを言っている場合じゃない。プリシラが吹っ飛ばされる──そう思った、まさにその瞬間だった。


    　猛スピードでホームを駆け抜けてゆく中央線快速のごとく、プリシラと肉塊の間に飛び出す人影があった。そう、それこそ二年一組の誇る鉄野郎、鉄くろがね道みち夫おその人だった。


    「オマエハ！」


    　肉塊は驚きよう愕がくの表情を浮かべ、そしてそのまま鉄を吹っ飛ばした。その一瞬の隙をついて、プリシラは横っ飛びに回避して難を逃れることができた。


    「筋肉、キュウニトマレナイ」


    　壁際まで吹っ飛んだ鉄を見下ろしながら、闇のマッスルは言い訳がましく呟つぶやいた。


    「今の台詞せりふはパワー系らしくてよかったぞよ。じゃが、妾わらわをかばって鉄が挽肉に……」


    　と、鉄が吹っ飛ばされた壁のほうで、何かもぞもぞと動く人影が──なんと、鉄は立ち上がっていた。


    「ふふ……宗むな像かた君、君が誇る筋肉というのも、案外大したことがない……。こんな衝撃、中央線の足下にも及およばない……！」


    　なんだか格好良さげな台詞とともに、鉄は立ち上がった。だが台詞とは裏腹に、足はプルプルしているので、ダメージは確実に受けているはずだ。


    「ていうか、鉄よ、きさまはいつ正気に戻ったんじゃ。なぜこの世界が幻じゃと気付いた」


    「簡単なことです。この世界には、世界の最もつとも重要な要素が欠けているのです。それは──」


    「あ、でんしゃがないってことじゃな。オッケーオッケー理解したぞよ」


    　意外と、体罰以外の刺激によってもこの世界が幻であると気付くやつもいるらしい。


    　改めて、鉄は宗像と向き合う。


    「宗像君……。僕は一ミリも、筋肉を鍛えることに共感なんかできない。どんなマッチョも、電車の前ではただの肉塊。そして君は、血の通わない電車に一切興味を持たなかったね。でも、僕らは確かに友達だった。少なくとも僕はそう思っている。だから──」


    「よし、ここは鉄にまかせて、プリシラ先生は次の迷える生徒を捜すぞよ！」


    「そうだな！　次に行こう！　ここ汗臭いし！」


    　俺たちは闇やみのマッスルと、なんか語り出した鉄くろがねを置いて、次のクラスメートを更正させに向かうことにした。


    「えっ、あの、友情が闇の力に打ち勝てるかどうかをみんなで見守る的なやつは……」


    　鉄はふらつきつつも、俺たちを呼び止める。


    「だかりんが元に戻るかどうかは妾わらわも心配じゃったからのう。しかるに筋肉オタVS鉄オタ～炎の友情編～はとても視聴率が取れるとは思えぬ。よって結果だけ報告してくれればよい。元に戻ったら元に戻った、挽肉になったら挽肉になった。過程などどうでも良い、結果が全てじゃ」


    「ええ……」


    　久々の登場がこの扱いということもあってか、鉄は普通にへこんでいる。


    「筋肉が肉の筋なら、鉄道のダイヤグラムも筋という！　筋は違えど、僕らはともに筋に命を懸けた仲間じゃないかッ！　──みたいな謎なぞ理論をぶっつけられてもこちらは困惑するばかりじゃ。仮にそれで闇の力をしりぞけられたとしても、超展開に視聴者の皆さんもドン引きじゃ。ネット掲示板が荒れる荒れる」


    「いや、別にそのような理論をぶつけるつもりは……それにネット掲示板って何ですか……」


    「だいたい妾が興味のある電車はグレイシートレインと、アニメキャラがラッピングされた電車にアンニュイな表情で乗り込む中高年サラリーマンたちくらいなんじゃよな」


    「それはもう興味の主体がサラリーマンだろ」


    「とにかく妾も友情の力と、そしてＪＲの緊急時の対応力を信じておるぞよ……！」


    「取って付けたように言うな。とにかく頑張って！」


    「えっ、ほんとに行くんですか──ぐわああああっ！」


    　何か最後に断末魔的なものが聞こえた気がしたが、俺たちは友情の力を信じることにして、教室へと帰ることにした。
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    「さて、次。こっからはテンポ良くいくぞよ！」


    「本当に次に行くんだ……」


    　俺は鉄の無事を祈りつつ、プリシラの次回予告に耳を傾かたむけることにした。


    「日本のアニメを違法視聴していたアメリカ人高校生マイケルは、著作権に厳しいプリシラ先生によってサイバーポリスに通報されてしまう。違法に手に入れたアニメをＤＶＤに焼いてネットで売り、その資金で正規品を買ってクリエイターを支援するんデース！　そんな謎の理論もサイバーポリスには通用しない。大空に星条旗がはためくとき、そこに垣間見えるのは正義か、悪か。次回、二年一組プリシラ先生、第四話『さらば、愛しきアンクル・サム』にご期待ください」


    「そんなカッコイイ感じのタイトルになるの、なんか腹立つな」


    「じゃが、生徒がポリスに逮捕されるというのは、学園ドラマの中ではかなりの名シーンになることがあるんじゃぞ。中なか島じまみゆきの『世情』をバックに流せば完璧じゃ」


    「だから『世情』万能説やめろ。それに罪がアニメの違法視聴じゃなあ……。しかも通報すんのお前だろ」


    　しかしこの幻の世界にはサイバーポリスが存在しないので、マイケルとは俺たちが対たい峙じしなければならない。俺たちが乗り込んだ学校のコンピュータールームで、マイケルは今まさに、違法にアニメをダウンロードしているところだった。


    「それ以上はやめるんじゃ！　クリエイターに正当な対価を！」


    　正論といえば正論なことをプリシラは叫んだ。


    「フフフ……今やフリーコンテンツが当たり前の時代……。違法ダウンロードを邪魔する者、闇やみノ裁きを受けるがイイ……。拙せつ者しやハ闇に心を委ゆだねるコトで、新たな力を身に付けたのデース」


    　いつになく自信ありげなマイケルの態度に、プリシラは後あと退ずさる。


    　マイケルはパソコンの前から立ち上がると、おそるべきことを宣言した。


    「今コソ披ひ露ろうしまショウ！　我が闇ノ国民性ジョーク！」


    　マイケルが両手を広げてそう宣言した途端に、プリシラの顔色が青ざめた。


    「いかん！　マイケル、それだけはやめるんじゃ！」


    「HAHAHAHAHA！　もはや一度始まった闇の国民性ジョークはノンストップ！　アメリカ人と日本人と中国人とフランス人とドイツ人が船に乗っていまシタ……！　するト、何と言うことでショウ、船が沈没の危機ニ！　ソコデ船長ハ──」


    「プリンセスパンチ！」


    「がふっ！」


    　もうなんか、普通にプリシラが殴なぐった。腰の入った見事な右フックだった。


    「プリンセスパンチ！　プリンセスパウンド！　ガッシ！　ボカッ！」


    　倒れたマイケルを、プリシラが馬乗りになって殴り続ける。


    　やがてマイケルが動かなくなったことを確認すると、プリシラはゆっくりと立ち上がった。


    「はぁ……はぁ……。あぶないところじゃった……。国民性ジョークはあくまでもウィットに富んだ皮肉と自虐をスパイスとして利かせたもの……。差別と偏見に満ちた闇の国民性ジョークは人類が手にしてはいかんのじゃ……」


    「いきなりブン殴るのも大たい概がいだけどな」


    　勇者構文を使う間もなく、プリシラは一方的にマイケルを殴り倒してしまった。


    「オウ……拙者ハいったい何ヲ……？　ココハ……？」


    　マイケルが、プリシラに殴られた頬ほおをさすりながら体を起こした。


    「オウ……何というコトでショウ。拙せつ者しや、ナンダカ長いドリームを見ていたみたいデース……」


    　晴れ晴れとした顔で、マイケルは言う。


    「なんかむかつくなあ……」


    「じゃが、ようやくプリシラ先生の体罰が勝利したんじゃ！」


    「なんだかなあ……。つーか殴なぐったら治るのかよ、闇やみ」


    　とにかく、テンポよくマイケルを正気に戻したところで、俺たちは廊下に出た。


    「あ、そういやあっちの戦いはどっちが挽肉になったかの？」


    　プリシラが放置してきた宗むな像かたと鉄くろがねに言及すると、まさにその答えが廊下の向こうからやってきた。乗車率三百％を超えた電車に放り込まれたかのごとく、くちゃくちゃになった鉄を両手に抱いて、宗像がゆっくりと歩いてくる。


    「むむむ、順当といえば順当じゃが……」


    　プリシラが若干引きながらも、警戒態勢をとる。


    　だが宗像が近付いてくるほどに、つい先ほどまで宗像の眼の中にあった危険な光が今はすっかり消え失うせ、代わりに滂ぼう沱だの涙が頬ほおを濡ぬらしていることがわかった。


    「コレガ……涙。コレガ……人間ノ感情ト言ウモノナノカ……」


    「こらプリシラ、いらんアフレコをするな」


    　俺は余計なことをするプリシラのこめかみを指で小こ突づいた。


    「ついの。とにかく、あちらでも知らないうちに、何とかなっておったようじゃ」


    「闇の筋肉に堕おちた俺を……友が命懸けで救ってくれたのだ……！　筋肉と電車、何も違いなどないのだ……筋は違えど、ふたりはともに筋に命を懸けた仲間だった……！」


    　涙を流す宗像を見上げて、プリシラは言う。


    「それな」


    　もう一つの戦いの決着をプリシラがぞんざいに処理した。


    　とにかくこれで、マイケルと宗像が正気に戻った。あとなんか鉄も戻ったことは戻った。


    「ようし、この調子でどんどんいくぞよ！」


    　プリシラは気合いを込めて、左フックをぶんぶん振り回した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「へたれヤンキーの藤ふじ崎さき大たい我がは、そのへたれっぷりから同級生には舐なめられていた。しかし、そのへたれた感じが母性本能をくすぐるのか、年上の女性にはモッテモテ。そんな藤崎は新任の女性教諭と深い仲になりチョメチョメしてしまう。生徒と教師、禁断の愛をプリシラ先生は許さない。次回、二年一組プリシラ先生、第五話、『魔女の条件』の巻。次回もぶっとばすぜ！（物理）」


    「そのタイトルのドラマはもうある！　ストーリーもだいたい同じだし！　そしてあらすじにチョメチョメはやめろ」


    「チョメチョメっていうのはパクってるけど許してねっていう意味での」


    「じゃあチョメチョメの位置がおかしいだろが。っていうかチョメチョメ言わせるな」


    「ちぇ。じゃあ、第五話『チョメチョメの条件』の巻。条例は自治体ごとに違うんじゃ！」


    「余計にダメな感じが出てるぞ」


    　もう五回目とあって、プリシラの架空のドラマあらすじへのツッコミも慣れたものだ。


    「まあタイトルはとにかくじゃな、教師と生徒の恋愛沙ざ汰たというのもけっこう鉄板ネタじゃからの。ていうか沢さわ木きよ、おぬしも意外と昔の学園ドラマに詳しいのう」


    「いや、まあな」


    「さすが、他の生徒が部活に恋愛にと青春を謳おう歌かしている中で、放課後は真っ先に帰宅してドラマの再放送を観るしかない帰宅部の鑑かがみじゃの」


    「うるせえ」


    　帰宅部の生態を分析するんじゃねえ。


    　と俺が思っていると、プリシラはついさっきやった次回予告をまたはじめた。


    「学校では目立たない佐さ々さ木き健けん次じだったが、実は彼には秘密があった。地元の小学生を公園に集めてはボスを気取り、自みずからを闇やみの覇王と呼ばせるという痛々しいにもほどがある放課後をおくる佐々木。しかし、子分のひとりが、自分の兄が佐々木と同級生だと言い出し、ウソで塗り固めた覇王像のメッキがはがれるピンチ！　自分より幼く弱い者の群れに君臨して自尊心を満たす佐々木に、プリシラ先生の鉄拳が炸さく裂れつする！　次回、二年一組プリシラ先生、第六話、『嘘うそ吐つきは覇王のはじまり』の巻。こいつもぶっとばすぜ！（物理）」


    「また体罰か。マイケルで味を占めたな」


    「この話のオチはの、子供たちはみんな佐々木がへぼいことを知っていて、その上で付き合ってあげていたというほっこりハートフルなオチなんじゃ。そして佐々木は、今度こそ本当に子供たちから尊敬される高校生になれるように、学校でがんばるんじゃ」


    「すっげえ昔のドラマでそういうの見たことあるな」


    「次、第七話いくぞよ」


    　プリシラは咳せき払ばらいをして、第七話のあらすじを語り始めた。


    「焦あせるんじゃない、俺はラーメンが食べたいだけなんだ。クラスに馴な染じもうとせず、今日もひたすらブログ更新のためにラーメンを食べ歩く漆うるし原ばら三郎。そんな彼の肝機能の低下を心配したプリシラ先生は、放課後にこっそり彼を尾行し、とある人気ラーメン店でいちゃもんをつける漆原の姿を目撃する。このラーメンはできそこないだ、食べられないよ。今のトレンドは低温調理チャーシュー。漆原がその台詞せりふを言い終える前に、ラーメン屋の大将とプリシラ先生のツープラトン鉄拳制裁が炸裂した！　次回、二年一組プリシラ先生、第七話、『千代田区神じん保ぼう町ちようのチャーシュー麺』の巻。ペコちゃんの時代！」


    「そろそろ気が済んだか？」


    「うむ。というわけで、今回は三話まとめて片付けるつもりじゃ。のちにプリシラ先生マニアから、第四話も含めて小者四部作と呼ばれる中盤の展開なんじゃな」


    「そうかそうか」


    「さーて、最初の獲物は誰かのう」


    　右腕をぐるんぐるん回しながら、プリシラは廊下を走っていく。


    「む、こちらに気配が……！」


    　プリシラの小者アンテナが反応した先を目指し、俺はそのあとを追う。


    　廊下を曲がったところでプリシラは立ち止まった。


    「お、はっけ……ん？」


    　プリシラはいきなりバックステップで再び廊下の角に戻って身を隠した。俺も転びそうになりながら、慌ててプリシラの隣に身を隠す。


    「何だよいきなり」


    「しっ、あれを見よ！」


    　プリシラが廊下の陰から向こう側を指差すので、俺も隠れたままそっと向こう側を窺うかがう。


    　すると、何とプリシラがターゲッティングした三人の小者、藤ふじ崎さき、漆うるし原ばら、佐さ々さ木きが、三人並んで正座をさせられていた。


    　そして更に、その前に仁に王おう立ちで立っているのが、何と若わか王おう子じだった。若王子は藤崎たちを睨にらみ付けるように見下ろしながら、ひとりひとりに鋭い言葉を投げかけていく。


    「藤崎！　もう学校でチョメチョメするなよ！」


    「チッ……」


    「漆原！　もう教室でラーメン食うなよ！」


    「はい……」


    「佐々木！　もう闇やみの覇王ぶるなよ！」


    「ククク……だが我を倒しても第二第三の……」


    　若王子は魔王構文を使う佐々木の頭をぱしんと音を立ててはたいた。


    「すいません……」


    　佐々木はしゅんとして肩を落とした。


    「お前ら、今度学級崩壊につながるようなことをしたら、私の左フックがまたうなるぞ！」


    　三人の前で、若王子の左拳こぶしが空を切る。


    　そんな光景を前に、プリシラは悔しそうに呻うめいた。


    「妾わらわの体罰の餌え食じきになるはずだった、三大小者が……」


    「でかいのかちっちゃいのかはっきりしろ」


    「お、オーソドックスなツッコミサンキュー」


    「要するに、俺たちの前に三大小者に若わか王おう子じが制裁を加えたんだろ。まああいつならやりそうな……」


    　若王子の陰に隠れてよく見えなかったが、俺はその陰にもう一人立っていることに気付いた。


    「個人の恋愛は自由だけど……相手が先生っていうのは二人はよくてもその周囲が許さないし、ひいては二人の関係も壊してしまうわ。お互いを思うのなら、卒業まで待って、そこから仕切り直すべきだと思うの」


    「……わーったよ。まあ、確かにその通りっちゃその通りだ」


    「校則では昼食の内容自体に制限はないけど、ラーメンのように臭においが強くて残るものは周囲に迷惑だし、それに出前を取って外部の人を校内に入れるというのはトラブルのもとにもなるから、どうしてもっていうなら食堂でカップ麺を食べるくらいのことにできないかな」


    「……そうっすね、最近のカップ麺レベル高いし」


    「光とか闇やみとか言いたがる時期って男の子にはあると思うんだけど、それって──」


    「あ、いいです。リアルなアドバイスは心が痛いのでいいです。大丈夫です」


    　若王子に次いで、三大小者に順番にそう注意していたのは、誰であろう俺の幼なじみにしてクラス委員長、陣じん内ない綾あやその人だった。さすがにスルーするわけにもいかず、俺とプリシラはたまたま通りがかった風を装いつつ、そちらへと歩いていく。


    「あ、浩こう介すけ」


    　綾ちゃんも俺とプリシラに気付いたのか、こっちを向いて会釈をする。


    「ん？　あっ、プリ公と沢さわ木き！」


    　若王子も俺たちに気付くと、シャドーボクシングの敵対的なジェスチャーで迎え撃つ。


    「綾ちゃんが若王子と……何を？」


    　俺の問いには、綾ちゃんではなく、若王子が答えた。


    「なんか最近付き合い悪くて何してんのかと思ったらよー。要するに、お前らはひとりひとり問題児を説得して、学級崩壊を食い止めようとしてんだろ？」


    　そう言って、若王子は左拳こぶしを右掌てのひらに叩たたき付けた。


    　俺とプリシラは互いに顔を見合わせた。


    「確かに、学級崩壊の現状をただ見てるなんて私の性しように合わん！　もっと崩壊させるか、秩序を取り戻すか！　考えた末に、今回は秩序だ！　私がこのクラスに平和を取り戻してみせる！　そしてその上で私が暴れる！　平和な中で暴れないと私が目立たないからな！」


    「ふむん。では、妾わらわたちと協力して──」


    「いや、協力じゃねー。プリシラ、勝負だ！」


    　若王子は人差し指をビシッとプリシラへ突つき付けた。


    「勝負とな？」


    「お前と私と、どっちがよりこのクラスを学級崩壊から救えるか、私と勝負だ！」


    「む、型破り熱血教師のライバルは、石頭インテリ教師と相場が決まっておるんじゃがのう」


    「つーかもう教師設定必要なくねーか。いや、でも若わか王おう子じ、綾あやちゃんは──」


    　言いかけた俺の言葉を無視して、若王子はプリシラに宣戦布告する。


    「お前は沢さわ木きと、私は委員長とコンビを組む。それでどっちがこのクラスを崩壊から救えるか、勝負だ！」


    「のうのう、こっちのハンデでかすぎね？」


    　プリシラが俺をチラチラと見る。
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    「確かにそうだな。ならこの小者を三人、お前の陣営にくれてやるぞ」


    「妾わらわは廃品回収業者ではない！　ポンコツばっかりいらぬわ！」


    　プリシラと若王子が失礼なことを言ってる間に、俺は綾ちゃんに目配せをした。


    　綾ちゃんも小さく頷うなずき、睨にらみ合うプリシラと若王子から距離を取る。


    「あの、綾ちゃん……」


    「うん。まあ、だいたい若王子さんが言った通り。私も最初はこんなクラスの委員長になっちゃってどうしようかと思ったけど、でも、仲村渠なかんだかりさんを更正させたの、浩こう介すけとプリシラさんなんでしょ？」


    「いや、まあ、それは……ほとんど川かわ中なか島じまのおかげだけどさ」


    「それで気付いたの。学級崩壊っていっても、それはひとつの大きな怪物なんかじゃない。ひとりひとりと向き合って問題を解決していけば解消できるものなんだって、二人がそう気づかせてくれたの。それで、ちょうどそう思ってたところに、若わか王おう子じさんに誘われてね」


    　どうやら、若王子のほうから綾あやちゃんを誘ったらしい。いや、若王子も生徒会発足後に、その能力に眼を付けて綾ちゃんを副会長に誘ったというので、組み合わせ自体は不自然ではないのだが。


    「私はみんなで協力すればいいと思うんだけどね。今にして思えば、最初の浩こう介すけのあれも、こういうクラスの雰ふん囲い気きを和なごませようとしたのよね？」


    「ああ、いや、まあ……」


    　俺が口ごもっていると、俺に見せつけるようにして、若王子が綾ちゃんの肩に腕を回した。


    「委員長、行こう！　次はどいつを更正させてやろうか相談だ！」


    「あ、うん。じゃ、浩介、またね」


    　綾ちゃんと若王子は、仲良く並んで行ってしまった。


    　二人が去っていったのを見届けると、プリシラはまだ正座のままの三大小者の前に立った。


    「確認じゃが、おぬしら、正気には戻っておるんじゃよな？」


    「ああ、わーってるよ。先生が幻の女だったとはよ……。だが、幻でもイイ女だった……」


    「肝臓がいたい……」


    「委員長の身も蓋ふたもない正論によって精神的に殴なぐられたところに、若王子の暴論＆左フックで、気付いたら正気に戻ってました」


    　三人が揃そろって、右の脇わき腹ばらを押さえながら言った。


    　俺は改めて、廊下の向こうに去っていく綾ちゃんと若王子の背中を見やった。


    　正論で殴ってから暴論と物理で改めて殴るという、おそるべき更正コンビが誕生してしまった。それは、一周目には存在しなかったはずの──。


    「ま、勝負はともかくじゃ。いつ時間が先に飛ぶかわからぬ以上、二手に分かれてやっていけるのは効率がよい。妾わらわたちの目的には適かなうぞよ。実際、あちらのコンビもちゃんと三人を正気に戻しておるようじゃしな」


    「確かにそれはそうかもしれないけど」


    「ま、おぬし的には気になる組み合わせやもしれぬがの。ふはは」


    　プリシラは嬉しそうに笑って、首をコキコキと鳴らした。


    「よっし、次じゃ次！　勝負となると燃えるのう！」


    　プリシラは腕をグルグル回しながら、ずんずんと廊下を進んでいく。


    　そして、その途中で足を止めて、俺のほうを振り返った。


    「えっと、次は何話じゃっけ？」

  


  
    



    　　　五章　ともだちの輪をつなげていこう


    



    「クラスの中でも人一倍、意識の高い少年、一いつ色しき高たか志し。しかしその意識の高さをクラスメートにも強要する彼は、次第にクラスの中で孤立していく。なぜならうざいから。そこでプリシラ先生は一計を案じ、彼の意識を低めてクラスメートと打ち解けさせるための作戦を決行するのだが……!?　二年一組プリシラ先生、第八話、『青春を謳おう歌かするって口語で言ってるヤツと青春を謳歌するの不可能説』ネクストタームでもキミのマターにコミットコミット！」


    「タイトルなげえ。ただそういう話、実際の学園ドラマでもありそうだよな」


    「じゃろ」


    　そんなわけで、俺たちは次に一色をターゲットに定めたのだったが……。


    「アントレプレナーとしてクリエイティブなビジネスのローンチにコミット！」


    　そんな一色の意識の高い叫びに対し、


    「平日でも二度寝」


    　と、意識の低いカウンターが放たれる。


    「青あお山やまの隠れ家カフェでラテアート！」


    「自宅キッチンの蛇口から水道水を直飲み」


    「ＳＮＳで世界と繋つなげようイイネの輪！」


    「世界と繋がったネトゲ上でもひとり」


    「ゆるふわメイクにモテカワコーデ！」


    「郵便受けまではパン一」


    　そんな意識の低い言葉を一色に叩たたき込んでいるのは、丸まる山やま琢たく郎ろうその人であった。


    　俺たちの眼の前では、闇やみに堕おちた意識高い系・一色と、俺たちの豚野郎・丸山との、意識をめぐる対決が繰くり広げられていたのだ。思わぬ助っ人の登場で、俺たちの出番はすっかりなくなってしまった。


    「ていうかゆるふわメイクは意識が高いでいいのかや？　女子力ならばわからぬでもないが」


    「さあ……。つーかどうでもいいし」


    　とにかく、丸山の泰然たる意識の低さが一色を圧倒しつつあった。


    「くっ……休日は気心の知れた仲間たちと河原でバーベキュー！」


    「ぬるい炭酸飲料とスナック菓子をお伴に、締め切った部屋で一日中クリア済みのギャルゲーのまだ選んでいない選択肢を虱しらみ潰つぶしにして未読テキストを回収していく作業」


    「おおっ、なんという意識の低さよ……！　ギャルゲーを楽しむことですらないとは！　さすがじゃ……。もはや名高い高僧のような境地じゃ……」


    「高僧がギャルゲーするのか？」


    「いや、わからんぞよ。肉を食べられぬから精進料理を食べるように、リアル女性と交際せぬかわりに煩ぼん悩のうをギャルゲーで発散させておるのやもしれぬ」


    　そんなどうでもいい話をしている余裕があるくらい、もはや俺たちの眼にも、その形勢はあきらかだった。


    「そっ、そんな意識の低いことでいいと思っているのかッ！」


    　一いつ色しきは頭を抱かかえて呻うめく。


    　一方の丸まる山やまは、一切微動だにしない。


    「……逆に訊きこう。一色よ、お前は己おのれの意識の高さを周囲にアピールする。意識の高さを他人に保証してもらわねば自信が保たもてないのか？」


    「な、何だと……」


    「己の意識が高いと思うのはいいだろう。だが、その意識の高さを世の中に発信することに何の意味がある。真の強者は黙して語らぬもの。他人から意識が高いと思われていないと安心できないのであれば、いくら高くともそれは砂上の楼ろう閣かく。根を張らぬままいたずらに枝を伸ばした痩やせた樹。Photoshopの腕前だけがメキメキと上がってゆくコスプレイヤーのようなもの」


    「おおっ、もはや写真の上にお絵描きしているようなものじゃな！」


    　プリシラの援護射撃に、一色は苦痛に顔を歪ゆがませる。


    「ちっ、違うッ、たとえ今は内実が伴っていなくとも、高みを目指す高い意識こそが明日の自分をつくるんだッ！」


    「フ……。それは違う。意識は人間をつくりはしない」


    「何……!?」


    「人をつくるのはただ行動のみよ。経験値を稼ごうという決意をＳＮＳに投稿してアピールすることと、実際にチマチマ経験値を稼ぐこととの間には天地の差がある。積み重ねた者だけが、やがて天に至るのだ。天の画像を何枚ＳＮＳに投稿したところで、天が人に向かって降りてくるわけではない」


    「そうじゃそうじゃ！　スマホで撮った空の画像に『青い空。うん、今日もがんばれる』みたいな中身のないショートポエムを付けて一丁あがりじゃっ！」


    「プリシラ、お前はどの立場なんだよ」


    「ぐ……ッ、ならば、意識高いアピールをしない自分のほうこそが、意識が高いとでも言いたいのかッ！」


    　一色の言葉に、丸山は薄い笑みを浮かべた。


    「愚問だな。俺は俺の意識が高いと思ったこともなければ、低いと思ったこともない」


    「何……だと……！」


    　丸山はふらつく一色に歩み寄り、阿あ修しゆ羅らのような厳しさと、菩ぼ薩さつのような慈じ愛あいが同居した視線をおくる。


    「豚は他の豚と己おのれを比べない。ただ本能のままに、眼前の餌えさを貪むさぼるのみよ」


    「ぐはぁッ！」


    　一いつ色しきは血ヘドを吐いてその場に倒れた。なぜ血ヘドを吐いたのかはよくわからないが。


    「勝負アリじゃ！　いや、さすがはクソ豚大だい僧そう正じよう様。圧勝じゃったのう」


    「フ……。俺が勝ったのではない。一色が自みずからのあやまちに気付いたのだ。俺はただ、ありのままの豚であったのみよ」


    　そんな意識低い系豚野郎を、プリシラは憧れの眼で見ていた。


    「にしても、クソ豚パイセンはいつからこの世界が幻であると気付いておったんじゃ？」


    　そんなプリシラの問いに、丸まる山やまは余裕の笑みでこう答えた。


    「フ……。俺がいったい何度、偽りの学園生活を繰くり返してきたと思っている」


    「学園もののギャルゲーのことじゃな」


    「ああ、その通りだ」


    　その通りなのかよ。


    「……まあ、高校野球のゲーム等も一割くらいはな。残り九割がギャルゲーだ」


    「その補足いるか？」


    「そんな心ここ地ちの良い幻に浸ひたり続けてきた俺だからこそ、幻と現実の区別くらいはつこうというもの。現実と虚構の区別をキッチリつけてこそゲーマーというものだ」


    「か、かっけーぞよ。さすがじゃ……」


    　それがかっけーかどうかはともかく、魔王の作り出した幻も、丸山の鉄のハートは些いささかも揺るがすことはできなかったようだ。


    　その上、これで一色も正気に戻った。


    「今回は割りと次回予告に忠実な内容じゃったろ？」


    「プリシラ先生が活躍しないこと以外はな。次は九話だぞ、プリシラ」


    「なんじゃ、おぬしもやりたがっておるではないか」


    「ここまできたらもう最後までちゃんとやれ」


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「あっちゃあ……。こやつもか……。これは厄やつ介かいじゃのう」


    　プリシラは腕組みをしながら、その凄せい惨さんな光景に声をあげた。


    　グラウンド上で、野球部員が次々にケツバットを受けては悶もん絶ぜつしている。モブの野球部員たちはみな存在感が薄いのだが、その中にあって、バットをモブの尻に叩たたきつけ続けている少年だけが、くっきりと濃い存在感を持っている。


    　その光景はさながら、鬼が金棒を振り回して亡者をいじめる地獄絵図。


    　言うまでもなく、その鬼とは我らが緑みどりヶが丘おか高等学校野球部を甲子園へと連れていくことを宿命付けられた超高校級のスラッガー、二に階かい堂どう英ひで雄おである。


    「一応やっとくかの。超高校級のスラッガー・二階堂英雄は野球部に留まらず、学校中のヒーローだった。だが二階堂はその立場をいいことに学校の暴君として振る舞っていた。野球部の甲子園進出に期待がかかる中、教師でさえも二階堂に注意できない。だが、ついにプリシラ先生が金属バットを片手に立ち上がる！　二年一組プリシラ先生、第九話『グワァラゴワガキーン』の巻。花は桜さくら木ぎ、王女はプリシラ！」


    「それはいいけど、どうすんだこれ……」


    　ノルマの次回予告をこなしたところで、金属バットを持った体力エリートをどうこうできるわけではない。


    「ふむ。泣き虫先生の全治七年間戦争になってはかなわぬのう。若わか王おう子じと委員長に丸投げするという作戦はどうじゃろ」


    「さすがに女子二人にこんなモン任せられねーよ」


    「妾わらわも女子で王女なんじゃがの……」


    　さすがにこんなものをあの二人に任せてはおけないが、しかし俺たちもこんな体育会系の極みみたいなヤツが、更に心を闇やみに侵されてアレな感じになっているのを前にすると、どうしたものかさっぱりだ。


    「何をゴチャゴチャ言ってやがる！　俺様は闇の野球に目覚めたのだ！　さあ、貴様らもケツをこっちに向けろ！」


    　俺たちに気付いた野球の鬼が、とても誤解を生みそうなことを叫んだ。


    「つーか闇の野球って……。もう闇って付ければ何でもいいのか」


    「闇の野球というと、具体的な選手名を挙げるならば──」


    「あっ、やめろプリシラ！　その闇には気安く触れるなっ！　大変なことになるぞ！」


    「むう……確かにいろいろと面倒なことになりかねぬのう」


    　世の中には、おいそれと触れてはいけない闇がたくさんあるのだ。


    「オラァ、ボーッとしてんじゃねえ！　てめえらもケツをこっちに向けろ！　制裁だ！」


    　しびれを切らしたのか、どすどすと音を立てて二階堂がこちらへ向かってきた。俺たちは慌てて、走って逃げる。


    「ちょ、ちょっと待て、俺たちは野球部員じゃないし──」


    「そ、そうじゃ！　王女の尻をなんじゃと心得る！」


    「うるせえ！」


    　もはやケツバットというより乱闘の構かまえで、二階堂はバットを振りかぶった。


    　校舎の壁際に追い詰められた俺とプリシラが思わず目を瞑つむったのとほとんど同時に、バットが肉を打つ鈍い音が響いた。


    　こわごわと眼を開けた俺たちの前に、大きな壁があった。


    「どうやら、間に合ったようだ……」


    「おおっ！　その昔は敵だがあとから仲間になったヤツがよく使う構文は！」


    　プリシラが興奮気味に叫んだ。


    「て、てめえッ」


    「委員長と若わか王おう子じさんが、闇やみの相撲道へと堕おちた私を、まっとうな相撲道へと引き戻してくれた……」


    　大きな背中を見せたまま、柊ひいらぎ小さ百ゆ合りが言った。どこから現れたのかと思ったら、なんと校舎の二階から飛び降りてきたようだ。


    「おおっ、闇の力士というと、具体的な四し股こ名なをあげるならば」


    「待てプリシラ、その闇にも気安く触れるなっ！」


    「ていうか闇の力士って、けっこう闇の野球に関係あるんじゃよな。野球とば……」


    「だから触れるな！　スルーしろ！」


    「ちぇ」


    　そんな軽口が叩たたけるのも、柊の背に隠れているからだ。この安心感といったらない。


    　二に階かい堂どうはバットを再び振りかぶろうとするが、大きな手に掴つかまれたバットは微動だにしない。


    　根元を押さえているとはいえ、超高校級のスラッガーのフルスイングを止めるその力は、まさに鬼のもの。野球の鬼を止めうるのは、相撲の鬼だ。


    「野球の闇に相撲の闇。そうだな。健全なる肉体に、必ずしも健全な精神が宿るわけではない。己おのれの肉体を磨き上げる不ふ撓とう不ふ屈くつの精神が、しかし必ずしも正義とともにあるわけではない」


    　気のせいだろうか。制服越しに、二階堂の背中がみしりと肉の音を立てたような気がした。


    「だがそれでも、そうあれかしと願う心根こそが、人を鍛錬に導き、強くするのだ。二階堂君、君もそうやって今の力を身に付けたはずだ！」


    「おお……。ちゃんと中身の伴った人間がいう意識の高い言葉は胸に響くのう……」


    　プリシラは感動したように、自分の胸を押さえた。


    「うるせェ！　髪型が決まってるスポーツに偉そうなこと言われたかねえッ！」


    　バットを押し引きしながら、二階堂は声を荒らげる。そして言ってることは単なるイチャモンである。


    「じゃが、それは高校野球も同じなのでは？」


    「いや、最近はもう長髪の高校球児も珍しくないから……。それに、そもそも高校相撲は髪型自由だし」


    「ていうか妾わらわたち役に立たぬのう」


    「解説席の俺たちはただ見守ろう」


    「ちゅーか、女子に任せられぬとどの口で言うておったんじゃ」


    「柊ひいらぎさんはちからびとゆえ」


    「ふむ」


    　俺とプリシラは仲良く身を寄せ合って、柊の背中に隠れた。


    　その背中がまたみしりと鳴った。


    「この身をいかに鍛えても、この技をいかに磨いても、私は決して大相撲の土俵に上がることはできない。その事実を思うとき、私の心の隙間にも魔が巣くうことを自覚している。ともにその才を讃たたえられながら、しかし私は──光の道を、自分の憧れた道をどこまでも行くことができる君に、嫉しつ妬としていないといえば嘘うそになる」


    　そうだ。


    　どんなに強くとも、柊小さ百ゆ合りは決して大相撲の力士になれはしない。


    　彼女が彼女である限り。生まれ持った、女性としての肉体を持つ限り。


    　ひょっとしたら、それが彼女がつけ込まれた闇やみの部分かもしれない。


    「だが我々が高みを目指す限り、嫉妬も、挫ざ折せつも、心の闇すら糧かてになるはずだ！」


    「うるせェ！　野球選手の糧は焼肉と六ろつ本ぽん木ぎと女子アナだけだッ！」


    「眼を覚ませッ！」


    　野球選手の主食について大変な暴論を吐いた二に階かい堂どうの顔面に、破邪の鉄てつ槌ついが、相撲の鬼の張り手が打ち込まれた。


    「あ、言葉で説得するのかと思いきや、結局最終的にはどつき回すんじゃな」


    「まあ、すげーこと言ってたしな。仕方ないだろ」


    　対戦相手がDIEする可能性があるということで、自みずから鯖さば折おり・閂かんぬき・張り手の三つを使用することを己おのれに禁じていた不世出の女性力士の、渾こん身しんの一撃だった。


    　いや、一撃ではない。大きくぐらついたところに二撃、三撃──。


    「おおっ、バックスクリーン三連発！」


    　まるでトラックに跳ねられたかのように、二階堂はその巨体を宙に浮かせ、そのまま地面へと叩たたき付けられ、動かなくなった。


    「や、殺やってもうたのでは……」


    　相撲の鬼の降臨に、プリシラはわなわなと震ふるえる。


    　だが、格闘選手でないとはいえ、さすがに二階堂もまた超高校級の球児。その肉体の鍛え方は半端なものではない。しばらく様子を窺うかがっていると、頭を押さえながら、ゆっくりと上半身を起こした。


    「──頭ン中が空白の一日だぜ……」


    　首をコキコキと鳴らし、ふらつきながら二階堂は立ち上がる。


    「だが、頭ン中を覆おおってた黒い霧みたいなモンが、すっかり晴れちまった……」


    　どうやら野球の闇から、二階堂英ひで雄おは帰還したらしい。


    　そんな二に階かい堂どうにゆっくりと近付き、柊ひいらぎは手の内のバットを手渡す。


    「二階堂君はいつか、国民栄誉賞を獲とるのだろう。ならば、こんなところで闇やみに魅み入いられている暇ひまがあるものか」


    　柊小さ百ゆ合りは白い歯を見せて、太陽のように笑った。


    「……チッ。最近はコンプライアンスとやらも厳しいしな」


    　決まりが悪そうにそっぽを向きながらバットを受け取り、二階堂はまた首を鳴らした。


    　とにかくこれで、二階堂もまた正気に戻った。


    「なんかもう、全員柊に張り手をぶちかましてもらえばよいのでは？　妾わらわのフックよりさらに強いぞよ」


    「いや、たぶんそういうことじゃないだろ」


    　たぶん、クラスメートそれぞれに心の闇──不安や不満のようなものがあって、その形は人によって違う。二階堂のそれが何だったのか、はっきりとはわからない。


    　でもたぶん、競争の激しい世界で頂点を目指すストレスとか、人から期待される重圧だとか、そういうところに魔王の闇がつけ込んだとするならば──それは立場の近い柊小百合だからこそ打ち払えたんじゃないだろうか。


    　たとえば俺が同じことをやったところで、それはきっと届かなかったはずだ。


    「今にして思えば、これまでも仲村渠なかんだかりと川かわ中なか島じまだったり、宗むな像かたと鉄くろがねだったり、一いつ色しきと丸まる山やまだったり──お互いの関係性とか相性とか、そういうのこそが大事だったりしたんじゃないのかな」


    「ほう。それは確かに一理あるかもしれぬのう」


    　プリシラはこれまでのことを思い返してみたようだ。


    「それから、ひょっとしたら藤ふじ崎さきや漆うるし原ばらなんかも、綾あやちゃんと若わか王おう子じが注意したから正気に返ったのかもしれない。藤崎は女子には弱いし、漆原も何だかんだで生徒会役員だから若王子には心酔してるはずだし。佐さ々さ木きみたいな闇の覇王系も、女子に正論を言われると恥ずかしくてやってられないんだと思う」


    　そう考えれば、口に出すのは気恥ずかしいものの、結局は俺たちクラスの絆きずなみたいなものが魔王の闇を打ち払っているのだ。


    「でもマイケルは妾が殴なぐったら治ったぞよ？」


    　プリシラは自慢げに左拳こぶしを掲げた。


    「そういうスタイルがアメリカのジャスティスだからじゃねーの」


    「おっ、社会風刺！」


    　とにかく、二階堂と柊小百合、二人の超高校級体育会系も正気に戻った。


    　あと、もう少しだ。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「クールでミステリアスな雰ふん囲い気きを醸かもし出しつつ、クラスメートとは距離を置く少女、天てん堂どうまほろ。でも、彼女にはプリシラ先生しか知らない秘密があったんだって！　次回、二年一組プリシラ先生、第十話、『謎なぞの魔法少女、正体は誰？　てお前、変身前と顔同じやんけ！』キミのハートにミラクルジョーカー！」


    　そんな予告とともに、プリシラと俺は、マジシャン少女・天堂まほろのもとへと向かい、とりあえず正攻法で説得を試みたのだが。


    「イリュージョンというのは、人の心が創り出すもの。そんなことを、マジシャンである私が知らないとでも思って？」


    　パチンと指を鳴らすと、机の上に積み上がったトランプタワーが一瞬にして崩れ去った。


    「ぬ、天堂、まさかきさま、正気に戻っておったのかや」


    「ええ。けっこう最初の頃にね。去年のうちから」


    　プリシラが不満げに言うと、天堂は薄く微ほほ笑えみながら、手の中にジョーカーを出現させてみせた。そのジョーカーが、一瞬のうちにハートのエースへと変わる。


    「相変わらず演出過剰なやつじゃのう」


    「ま、たぶんマジシャンだってことは、私がこの世界が幻だって気づいたこととは関係ないわ」


    　天堂はカードを集め、手の中でシャッフルさせる。


    「いまのあんた達の話だと、この魔王の幻ってのは、人の心につけ込むことででき上がるんでしょ？　高校生活をもう一回やり直したい──それは、楽しかった風景をもう一度見たいって人もいれば、やらかしちゃった過去を修正したい、って人もいるんだろうけど。──両方ってのが一番多いのかもね。沢さわ木き、あんたなんかもそうじゃないの？」


    　俺は無言で頷うなずいた。


    　確かに、一年生の頃は楽しかった。二年生になってからも楽しかった。


    　その一方で、もちろん数々の後悔だってある。


    「私は正直、高校にはあんまりいい思い出はなかったからね」


    「おお。お高くとまっておるうちに、そのキャラを引っ込めるタイミングを失ってしまって孤立したんじゃったよな」


    「うっさいわね」


    　そういえばそうだ。天堂も坂さか上がみとは別の理由で、クラスで浮き気味ではあったのだ。


    「ま、その通りよ。だから、正直、その頃の季節を見せられてもきついだけ。あの頃もうちょっとこっちからクラスメートに歩み寄ってたらな、なんてことばかり考えちゃう」


    「じゃが、ならばこそ二度目の高校生活をエンジョイするという選択肢もあったのではないか？　やり直したいという気持ちもまた幻に執着する心を生むと、おぬしが言うたばかりではないか」


    「確かに、やり直せるんなら確かにやり直したいことはあったかも」


    　天てん堂どうはカードを一枚一枚、机の上に並べていく。クラブの４、ハートの２、スペードの８、ダイヤの６。それらの上を掌てのひらでさっと撫なでると、全てのカードがエースに変わっていた。


    「でも──沢さわ木き、あんた言ったじゃない。あんたが私に言ったのよ。一緒に修学旅行に行こうって」


    　天堂はカードに眼を落としたまま、淡々と言う。


    「あの時、私はこれから先を見ることにしたの。小学校の修学旅行に行けなかったことが、私にとっては大きな後悔だった。でも、そんな過ぎたことは変えられない、いくら楽しい幻を見ても、それは一夜で泡のように消え去る幻想イリユージヨン。だから、私は先を見ようと思ったのよ。伏せられたカードの中身がわからないからこそ面白い、そういうものでしょ？」


    「むりくり手品に絡めてうまいこと言おうとせんでもよいぞよ？」


    「これくらいの自己演出はさせなさいよ」


    　天堂は、しかし笑った。


    「だから、私はもとの世界に戻れる日を待つわ。それまではここで、トランプタワーでも作ってるから」


    　そう言って、カードを扇状に机の上に広げた。


    　それもまた天堂の演出だったかどうかは定かじゃないが──全てがエースでもなく、全てがジョーカーでもなく、様々なカードが入り交じったそれは、俺たちのクラスを思わせた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「そうか……。今にして思えば、宝たから田だが最初っからこの世界が幻だって気付いてたのも、そういうことなのかもな。丸まる山やまも自分で気付いたみたいだし」


    　天堂と別れて教室をあとにしながら、俺はプリシラに言う。


    「ポジティブにせよ、ネガティブにせよ、過去に執着はせぬ、か。心が強いのう。じゃが、それが勇者の資質なのかもしれぬな」


    「だとしたら、俺は勇者にはなれないな。楽しかった思い出ばかり反はん芻すうすることもあるし、思い出す度に頭を掻かきむしってのたうち回りたくなるくらいの後悔だってたくさんある」


    「ほほう、恥ずかしい思い出のほうを詳しく」


    「お前には絶対に言わねえ」


    「妾わらわに話すならば、王室の記録に残して千年の先に語り継つぐことを約束するぞよ？」


    「余計に言うか」


    「ちぇっ」


    　プリシラは残念そうに舌打ちをする。


    「じゃが、ならば逆に言うとじゃ。魔王の闇やみに心を蝕むしばまれているわけでもないのに、いまだ自然と正気に戻らぬ者は、まだ過去に何かしらのわだかまりを抱かかえているということではないのかや」


    　プリシラが言う対象が誰なのか、俺はもちろん気づいていた。


    　陣じん内ない綾あやと、若わか王おう子じ暁あきら。


    　俺にとって、縁の浅からぬ二人だ。


    「ま、とりあえずは目先のことからコツコツと、じゃ。つーわけで次回予告！　次は新キャラをいくぞよ！」


    「新キャラ？」


    「猪い之の頭かしらむつきの動物王国に、新しい仲間、仔牛のモー太がやってきた！　ところがこのモー太、どうやってもミルクを飲まないのだ。このままではモー太は衰弱して死んでしまう。さらに、公園は動物王国じゃねーよ、牛を飼育するな、とブチ切れた区役所の魔の手がむつきとモー太に迫る！　一方その頃、ボーナスが出たプリシラ先生は、高級鉄板焼き屋でリブロースステーキ[image: ]ｇをむさぼっていたのだが……。そんなこんなでどうぶつ王国は今日も大騒ぎ！　二年一組プリシラ先生、第十一話『炭火の魔法』。グルメと動物は視聴率取りの鉄板じゃ！」


    「新キャラって猪之頭か。まあ確かにプリシラにとっては新キャラだろうが……最近のプリシラ先生、クラス内のトラブル解決に乗り出す姿勢すら見せねーな」


    「九話あたりでいったん生徒の自主性に任せる方向に切り替えたんじゃよな。ちょっと前半部の体罰描写にクレームが来ての」


    「知らねーよ。あと、動物とグルメは個々だと強いが、交ぜると共倒れになる可能性があるぞ」


    「どうせ本編と予告は一致しないんじゃ、行くぞよ！」


    　身も蓋ふたもないことを言って、プリシラが廊下を駆け出していこうとしたそのときだった。


    「おっ、プリ公！　と沢さわ木き」


    　明るい声が廊下の向こうから飛び、プリシラは足を止めた。


    　廊下の向こう側から若王子暁と、そして陣内綾が並んで歩いて来る。


    「そのプリ公っちゅーのやめれ。妾わらわは公女ではなく王女じゃ」


    　プリシラは若王子の呼ぶあだ名を嫌そうに拒否する。


    　若王子の隣で、綾ちゃんが小さく笑った。


    「ふむ。だいぶコンビが板について来たようじゃの」


    　プリシラが言うと、若王子は綾ちゃんの肩に腕を回した。


    「おうとも！　いまや陣ちゃん若ちゃんと呼び合うほどの仲よ！」


    「うん、そんな呼び方してないけどね」


    「陣ちゃん……そこはアドリブで乗ろうぜ」


    　そう言って若王子が綾ちゃんの体を引き寄せるので、何だかちょっと嫉しつ妬と交じりの複雑な気分になる。


    「そっちはどんな感じじゃ？」


    　プリシラは綾あやちゃんに水を向けた。


    「うん、けっこうみんな話せばわかってくれるみたいで。やっぱり実際に話してみないとわからないものよね。今日は時とき任とうさんに、猪い之の頭かしらさん。時任さんはクラスメートを中傷する怪文書をバラ撒まくのはもうやめるって約束してくれたし、猪之頭さんは毒のある動物はもう放し飼いにしないって約束してくれた」


    「あいつらそんなことやってたのか……」


    「ええ……せっかく次回予告やったのに……つか新キャラとのからみ少ないのう……」


    　プリシラは猪之頭の更正を取られてしまって不満顔だ。もっとも俺にしてみれば、毒を持った動物と闘わせられなくてすんで、ほっと一安心といったところだが。


    「もう学級崩壊の崩壊も目前だぞ。そして平和が訪れたら、次は私の手で崩壊させてくれる！」


    「そういうこと言わないの」


    「ちぇっ」


    　若わか王おう子じはわざとらしく舌打ちをする。その仕草がプリシラによく似ていて、俺は思わず笑ってしまった。


    



    　チャイムが鳴り、そしてまた二度目の学園生活は進んでゆく。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「凜り々りしくクールな剣客少女・和泉いずみ刀とう香か。彼女は剣術道場からの帰り路、怪しげなスカウトマンに、グラビアアイドルとしてデビューしないかと誘われる。これまで剣一筋に生きてきた和泉は、その誘いに舞い上がってしまった。剣か、グラドルか。相反するふたつの道への岐路で心を揺らす和泉に、プリシラ先生が出した結論とは!?　次回、二年一組プリシラ先生、第十二話。『ドキッ！　剣客だらけの水着大会!?』師弟の絆きずなと地上波でのポロリは何ものにも代えがたい、心からそう思う吉よし宗むねであった」


    「吉宗!?」


    「生徒が芸能界に入るかどうか悩むっていうのも、けっこうベタにある学園ドラマの要素じゃよな」


    「いやそれより唐突に出てきた徳とく川がわ第八代将軍が気になる」


    　そんなもうお馴な染じみになった次回予告とは何ら関係なく、和泉は竹刀しないを手にし、プリシラを睨にらんでいる。


    　剣道場の静せい謐ひつな空気の中、さすがにその姿は堂に入っている。その凜々しい姿には一切ポンコツ感がない。


    「私と立ち会いたいというのは、君たちだな。果たし状は確かに受け取った」


    　和泉いずみは喜びさえ含んだ声で、俺たちに対して竹刀しないを構かまえた。


    「ま、待て、違う、話を聞いてくれ」


    　まだ修学旅行前で木刀を購入していないとはいえ、本格的な剣術家に竹刀でどつき回されるのはやっぱり勘弁願いたい。


    「話だと？」


    「和泉よ、思い出すんじゃ！　妾わらわたちとの修学旅行の日々を！」


    　プリシラ先生は果敢にも、和泉の前に歩み出て説得を試みる。


    「修学旅行……？」


    　闇やみの和泉刀とう香かの表情に、僅わずかに困惑の色が浮かんだ。その隙をついて、プリシラは畳みかけるように言う。


    「和泉よ。おぬしは木刀を携たずさえ、いつも妾たちの頼りになる護衛役としてみんなの安全を守ってくれたではないか！」


    「……私が、お前たちを？」


    　和泉は戸惑ったように、眼の前に構えた竹刀の先をぼんやりと見つめる。めずらしく正攻法に出たプリシラだったが、ひょっとしたらこのまま押し切れるかもしれない。


    「そうじゃ！　ゴブリンの村ではクラスメートの佐さ々さ木きに無慈悲な暴力を加え、城壁都市ではカワイイわんちゃんを棒でボコ殴なぐりにした！　そして何より、あの神託都市でのハレンチ水着相撲！　ポロリもあったとかなかったとかいうあのハレンチデイズを思い出すんじゃ！」


    「ちゃんと振り返ってみると、もとから若干闇っていうかカオスだな」


    「キャラがブレブレとも言うのう」


    　いつの間にかディスりはじめたプリシラに、和泉はその言葉を叩たたき斬るかのように竹刀を斬り下げた。


    「水着相撲だと!?　私がそんなハレンチなことするかあッ！　私は、和泉刀香は凜り々りしくクールで頼りになるクールビューティーな剣客少女なのだ！」


    「やれやれ。主観と客観がこうも違うと説得は難しいのう。クールビューティー剣客少女と、ポンコツハレンチふんどしざむらいでは大違いじゃ。だいたいクールビューティーと自称しとる者がクールビューティーであったためしはないんじゃ」


    　だが改めて考えてみると、そのキャラのブレ具合が和泉の深層心理において闇につけ込まれる隙になっていたのかもしれない。


    「師匠の弟子として擁護しておくと、実際のところは足して二で割った感じだと思うが……ていうか別にふんどしざむらいではないだろ」


    「なんか語感がよかったんでつい、の」


    　とにかく、ハレンチかクールビューティーかはひとまず置いておくとしても、剣術や体術といった戦闘能力では和泉いずみ刀とう香かは抜きん出ている。得え物ものを持っての戦いであれば、あるいは柊ひいらぎ小さ百ゆ合りを凌しのぐかもしれない。そんな和泉師匠と正攻法で戦って勝てる気はしない。


    「正攻法のバトルで勝てぬのじゃから、逃げ回りつつディスってディスって心を折るよりないぞよ！」


    「なんか小者以前の闘い方だな……」


    「文句を言うならおぬしが闘うがよいわ。妾わらわは自分の頭ず蓋がい骨こつがとっても大事なんじゃ」


    　とはいえ、どうやら説得も無理な様子。プリシラの左フックも届きそうにない。となると、俺たちにはお手上げだ。


    「ま、仕方ないのう、やはり当初の予定通りいくぞよ。先生！　先生！」


    　プリシラが振り返って、両手をパンパンと叩たたく。


    　ややあって、ひとりの女生徒が嫌そうな顔で、竹刀しないを片手に姿を現した。


    　その姿に、和泉が僅わずかに片かた眉まゆを上げる。


    「これまでの経験で、心に憑ついた闇やみを振り払う方法がだいたいわかった。相手の心を折って屈服させるか、相手の心を解きほぐして開かせるか。しかるに、剣かバディを心の拠より所どころにしている和泉には、そのどちらかで打ち負かして屈服させればよいのじゃ」


    「ということは、プリシラさん……？」


    「うむ。和泉が剣と、明るく健康的なエロスの二刀流である以上、これはもう水着剣闘で打ち負かして和泉の心を折るしかないんじゃ！」


    「プリシラ、それはなんてろんりてきで、てきかくないけんなんだ。しかしそれしかほうほうはない！　やってくれるか！」


    　俺は助っ人として現れた少女に向かって言う。


    「殺すぞ」


    　宝たから田ださんの飾り気のない素直な言葉が、俺の胸に深々と突つき刺さった。


    「すいません、調子にのりました」


    　そう、ここで俺たちが助っ人として呼んだのは、みんな大好きハイファンタジー宝田さんだった。


    「……まあいいわ。水着はともかく、要するにこいつをぶちのめせばいいんでしょう。元の世界に戻るために必要なことなら、どのみちやるしかないわ」


    　宝田は竹刀の先で和泉を指し示す。


    「うむ。おぬしもコミュ障を理由に妾たちに丸投げしておったが、こういうやり方ならできるじゃろうと思っての」


    「フン……。まあ、好都合よ。彼女とは一度、本気で戦ってみたかったのよ」


    　宝田の言葉に、和泉は竹刀を肩に担かついだまま、不敵に笑った。


    「おお……バトル漫画の定番台詞せりふを……。じゃが確かに、得え物ものを手にしたあやつとまともに闘えるのは、ここにはおぬししかおらぬでの」


    　宝たから田だもまた、ファンタジー小説の中の英雄に憧れ、西洋剣術や馬術を身に付けている。だからこそ、単独で異世界の冒険をこなすことができたのだ。更に、その俺たちが知らないところでの冒険によって、勇者としてのレベルはどんどん上がっているはずだ。


    　一方の和泉いずみ師匠はといえば、はるか格下の小者である佐さ々さ木きをボコったり、コボルトをボコったり、女だらけの水着相撲大会に出場したりと、ある意味人生の経験値という意味ではかなり積んだかもしれないが、戦闘のほうでは格下ばかりを相手にしてきたため、さしたる経験を積んではいない。


    　この勝負、勝敗が読めない。


    「日本剣術VS西洋剣術じゃな……。異種剣闘戦、これは見逃せぬ。できれば水着対決も盛り込んで欲しかったが、今回は我慢するぞよ」


    　ひとまず自分の身から危険が去ったことに安あん堵どしたプリシラは、一転観戦モードに入った。俺もすかさずそこに並んで便乗する。


    　だが、宝田はなぜか相手である和泉より、俺たちの方を鋭く睨にらみ付けた。


    「そもそもあんた達は剣と刀の違いを知ってるの!?」


    「……はい？」


    「いっしょではないのか？」


    　ついプリシラが言ってしまった一言によって、宝田に火が点いてしまった。宝田は大きく深呼吸をすると、いっきにまくしたてはじめた。


    「確かに日本では剣と刀は混同されほとんど同じ意味で使われてきた歴史があるけれどもこの二つの漢字をもたらした中国ではこの二つの武器ははっきりと区別されているのよすなわち剣は両刃で直刃の刃物であり刀は片刃で反りのある刃物なのだからごく一部の例外を除いて片刃である日本刀を扱う術は本来剣術ではなく刀術と呼ばれるべきではあるのだけれども同時に言葉というものはその状況に応じて変質してゆくものでもあり」


    「お、おう。へぇ～ボタンを連打してやりたいところじゃが、とりあえずとっとと戦ってくれぬかのう。どうせ互いの得物は竹刀しないなんじゃから、刃のつきかた関係なくボコり合いじゃろ」


    「そっ、そういえば西洋の剣は鎧よろいの上から殴なぐり倒す鈍器のような使い方をするから切れ味は鋭くないなんていうどこで聞きかじったのか知らないことを言う半はん可か通つうがいるけれどそもそも一口に西洋剣と言ったって時代や地域によって様々な刀剣と様々な流派が存在しそれぞれの特性も違えば扱い方も違うわけでそれらを一括くくりにしてしまうのは日本で言えば戦国時代の野太刀と江戸後期の小太刀をいっしょくたに語るようなものでだいたい戦場における鈍器として使用するならば中世ヨーロッパにはメイスやフレイルといった剣より効率的に鎧の上から相手を打倒する打撃武器が数多く存在し」


    「うーむ、句読点のないうんちくラッシュが止まらぬ。学園もので封印されていたウンチクが溢あふれ出してきたのう」


    「そもそも現代西洋剣術の大半は日本をはじめとしたアジアの剣術と違って近代に至る過程で多くの流派が失伝してしまったものを現代の研究者が文献を頼りに復刻したものが多く──」


    　しびれを切らしたのか、隙を突つこうとしたのか、和泉いずみが喋しやべり続ける宝たから田だ目掛けて振り下ろした撃ち込みを、しかし宝田は竹刀しないでしっかりと受け止めた。


    「ひええ、退散じゃ退散じゃ」


    　プリシラは転がるように二人の攻撃半径から逃れ、俺もそのあとに続く。


    　そのまま流れるように、戦いがはじまった。


    　和泉の撃ち込みを受け止めた宝田は、そのまま竹刀を絡み付かせるように和泉の竹刀の側面へと回り込ませてゆく。が、和泉が竹刀を引いてそれを流し、二人の剣士は間合いを取って離れた。


    「うーむ。水着推おしであったが、制服どうしのバトルというのも、これはこれで独特の風ふ情ぜいがあってよいのう」


    　などと最初のうちは言っていたプリシラだったが、戦いが進むにつれ、やがて居住まいを正し、その場で正座になった。


    　俺もプリシラの隣に並んで、正座でその戦いの行く末を見守ることにした。


    　実際のところ、日本剣術と西洋剣術の違いなんか、素す振ぶりしか習っていない俺にはわかるはずもない。


    　わかることはひとつ。眼の前のその戦いが、とても洗練され、まるで舞のように美しいということだった。互いに竹刀を用いていながら、部活の様子を横目で見たことがある剣道の戦いとはまるで違う。


    　宝田は無表情のまま──というより、戦いに集中する真剣な表情で和泉を見据えている。


    　一方の和泉の顔には、いつ頃からだろうか、徐々に笑みのようなものが浮かんでいく。


    　いつまでも続くかと思われていた戦いだったが、決着は不意に訪れた。


    　まるで握手の手を差し伸べるように、和泉の竹刀が宝田の前に軽く放り出される。


    　宝田はその手を──竹刀を振り払うように、横から払い、自分の竹刀をそこに絡み付かせるようにして、和泉の内懐を狙ねらう。


    　宝田は両手で持っていた竹刀を、左手の片手持ちにし、そのぶん伸びたリーチを活いかして左肩を突き入れ、和泉の胸元を狙った。


    　和泉は半身になってその宝田の突きをぎりぎりでかわしつつ、踏み込んで、片手で竹刀を握にぎるその二の腕をしたたかに打った。


    「──！」


    　宝田も大したもので、声をあげることはなかったものの、打たれた衝撃に竹刀を取り落とし、膝をついた。


    　宝たから田だが顔を上げたとき、その鼻先に和泉いずみの竹刀しないが突つき付けられていた。


    「──竹刀は、両刃の剣を想定したつくりではない。これが木剣や真剣であれば、また結果は違っていただろう」


    　宝田に竹刀を突き付けたまま、和泉が言う。


    「フン……。あんたみたいな剣士は、あの異世界でもお目にかかったことはないわ。それがまさか同じ教室にいたなんて」


    「それはこちらの台詞せりふだ。これほどの使い手が同じ学校に──いや、同じ教室で机を並べていて、異世界に来るまでそうと気付かなかったとはな」


    　和泉刀とう香かは竹刀を振り、爽さわやかに微ほほ笑えんだ。


    「和泉──和泉師匠！　ってことは」


    　異世界という言葉を使ったということは。俺は思わず正座から立ち上がっていた。


    　和泉師匠はこちらに視線を向け、クールビューティーなキメ顔で言った。


    「ああ。帰ろう、あの異世界に。そして、日本へ」


    　心を折るのではなく、心を通わせることによって、闇やみの呪じゆ縛ばくから解放する。その組み合わせも含めて想定外ではあったが、結果として俺たちの完全勝利だった。一方的な暴力でしかものごとを解決できないプリシラ先生とは大違いだ。


    「眼福であった。ぬるぬる水着剣道では、これほどの爽やかな感動は得られなかったじゃろう……。妾わらわも眼を見開かされる思いじゃ……」


    　プリシラは両手を広げ、二人の剣士の健闘を讃たたえた。たぶんぬるぬる水着剣道だと、二人とも闇に堕おちた上に、俺たちの頭蓋が粉砕されていたに違いない。


    「ではここで次回予告。いつもクラスの隅っこでひとりファンタジー小説を呼んでいる、物静かな少女・宝田舞まい。しかしプリシラ先生は休日に迷い込んだコスプレイベントで、女騎士のコスプレをしてはしゃぐ宝田を目撃してしまう。おぬし学校とキャラが全然違うではないか！　そんなプリシラ先生の心ない言葉に傷付いた宝田は登校拒否になってしまい……次回、二年一組プリシラ先生、第十三話。『根暗少女の秘密!?』妾のフォトショがうなりをあげる！　あいたっ！」


    　調子に乗るプリシラの頭に、宝田が容よう赦しやなく竹刀を振り下ろした。


    「私はとっくに正気だつってんでしょうが。それに私はコスプレなんかしない」


    「つーかプリシラ先生が登校拒否者を増やしてどうするんだよ」


    「いつつ……。じゃが、これでもうほとんどの者が正気に返ったはずじゃよな」


    　プリシラは涙目で頭をさすりながら言う。


    「ああ。若わか王おう子じと綾あやちゃんのコンビも、かなり着実に成果を上げてるみたいだしな」


    　頻ひん繁ぱんに情報交換をしているわけではないものの、いつしかクラス内の様子がだいぶ落ち着いてきていた。プリシラがまだ会ったことのないクラスメートは、ほとんど若わか王おう子じと綾あやちゃんのコンビが正気に戻していったらしい。


    　あと残っているのは──。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「開校以来の優秀な成績を収める超優等生の坂さか上がみ雪ゆき乃の。しかし、彼女はクラスに、否、学校にただひとりの友達もいないという孤独な少女でもあった。そんな坂上を心配したプリシラ先生は、彼女のために一計を案じる。次回、二年一組プリシラ先生、第十四話。『恐怖、偏差値女！』の巻！　人間の価値は偏差値なんかでは決まらないんじゃ！」


    「タイトルがダメだ。新怪人登場みたいに言うな」


    「ダメ出し厳しいのう。ま、とにかく次はいよいよ坂上先生を正気に戻そうと思うんじゃ」


    「ていうか、なら余計にディスるなよ。お前、坂上には勉強を教わった恩義もあるだろ」


    「確かにそうじゃの。では、第十四話『偏差値の女王』の巻！　人間の価値は偏差値で決まるんじゃ！」


    「今度は熱血型破り教師としてダメな感じになってきたが……いや、もうインチキ予告編はどうでもいい！」


    「うむ。これテンション上げるためにやっとるだけじゃからの。じゃが、坂上先生はおそらくは若王子と委員長はスルーするじゃろ。じゃから、妾わらわたちが、いや、妾が正気に戻さねば！」


    「そうか──ああ、そうだな」


    　この二周目の学園生活では、現実世界での一周目とは微妙に異なる点もいくつかある。魔王の闇やみの力がクラスメートの人格に影響を及およぼし始めた二年次は別にしても、一年生の頃からいくつか違ってきていることがあった。


    　最もつとも大きな違いはプリシラの存在で、プリシラがここにいることによって、若王子や綾ちゃんとの関係性は微妙に違ってきている。そんな中で、この二周目の学園生活でも、坂上の立ち居振る舞いは一切変わった様子がない。その理由ははっきりしている。


    　彼女は、誰とも接点を持っていないからだ。人の立ち位置は、周囲との関係性によって決まる。だから誰とも接点を持たない坂上は、傍はた目めには何も変わっていないように見えるのだ。


    　正直、坂上の場合は一周目でもホームルーム中に参考書や教科書を読みふけっていたので、今の状態が正常なのか、それとも闇に魅み入いられているのかの判断さえつかない。


    「不覚じゃ。妾も学校のイベントにかまけておったせいで、坂上先生のことを忘れておったぞよ。幻とはいえせっかくの学園生活、坂上先生ともいっぱい遊びたかったのにのう」


    　プリシラにしては少し落ち込んだ様子だった。プリシラは修学旅行の合間に付きっ切りで、坂上から俺たちの世界の学問を教わっている。そんなわけで、プリシラはクラスメートの中でも坂さか上がみには特別な信頼と友情を感じているらしい。


    　そんなわけで、次は坂上を正気に戻そうと、俺とプリシラは坂上に接触を試みたのだが──。


    「ちょ、ちょっと待てい！」


    「こ、来ないで、来ないでくださいっ！」


    　休み時間にプリシラが声を掛けた途端、坂上は怯おびえた表情をみせ、教室から逃げ去ってしまったのだ。


    「待てこら眼鏡めがねっ娘！　ハァハァ」


    「ハァハァ言うな」


    　追うプリシラを振り切ろうと坂上は校舎内を走るが、全科目トップの超優等生とはいえ、体育だけは別だ。たちまちプリシラに追い詰められ、空き教室へと追い詰められてしまった。


    「な、何なんですか！　わ、私が何をしたっていうんですか！」


    　追い詰められた坂上は、絹を裂いたような悲鳴をあげる。その怯えように、こちらが本当に悪いことをしているような気になってくる。


    「まあ確かに、優等生に絡みに来たヤンキーって絵え面づらだもんな」


    「ええい、邪魔するなら下がっておれ」


    　プリシラは振り返って俺を睨にらむ。


    　俺は言われた通りに一歩引いて、あとはプリシラに任せることにした。坂上のことは、プリシラに任せたほうがいいと思ったからだ。


    「わ、私が何を……」


    　坂上はまだ怯えた表情をプリシラに向けている。


    「やれやれじゃ。坂上先生には、そのような眼で見られたくはなかったのう」


    「先生……？」


    　プリシラにしては珍しく、少し辛つらそうだった。


    「何をした？　──うむ。たっくさんのことをしてくれたのう」


    「こ、これだから低偏差値の人間は嫌いなんです……！　ガンを付けたとか、雰ふん囲い気きがむかつくとか、成績がいいからって調子に乗りやがってとか、そんな理不尽で意味不明な難癖をつけて私のことをいじめようとする……！」


    　それは坂上が闇やみに魅み入いられてそんなことを言っているのか、それとも、現実の世界でそういうことが実際に彼女の身に降りかかったのか、今の俺にはわからない。


    　だがとにかく、二年生のこの時期の坂上雪ゆき乃のは、現実でも、この幻の世界の中でも、孤独な少女だったのだ。


    「そういうことではない。妾わらわは、おぬしからたっくさんのものを、もうもらっておる」


    「あっ！　こ、この隙に仲間が私の鞄かばんから財さい布ふを抜いてるんですね！　ううっ、ひどすぎる……」


    「うーむ、やりにくいのう……。熱血型破り教師はストレートに反抗してくるタイプには鉄拳で応こたえられるが、こういうタイプに弱いんじゃ……」


    　プリシラは困り顔で、俺の方を見る。


    　とはいえ、プリシラも怯ひるんではいられない。坂さか上がみが逃げられないよう、両手を広げながら、じりじりと坂上へ近付いていく。


    「妾わらわが授さずけてもらったのは、知識じゃよ。知恵じゃよ。じゃが、ただ教科書があるだけでは妾の学びは深まらなんだであろう。その知識は何の役に立つのか、その知恵は何のためにあるのか。人は何故学ばねばならぬのか。そのことを、先生は教えてくれた。坂上雪ゆき乃のが持ってきたからこそ、教科書がこの世界で意味を持ったんじゃ」


    「な、何を言ってるのかわかりませ……はぅ、まさか脱法ハーブ……!?」


    　坂上がさらに怯おびえた表情をみせる。


    「違う、違うんじゃ。妾は坂上雪乃と、もう一度友達になりたいだけなんじゃ」


    　友達、という言葉に坂上がわずかに反応した。


    「とにかく、何だかわかりませんがほっといてください！　お金ならあげます！　だから、私に関わらないでくださいっ！　私は、教科書と参考書と偏差値が友達なんです！」


    　坂上ははっきりと拒絶の態度を示したが、プリシラは退ひかない。


    「沢さわ木きよ。二に階かい堂どうを柊ひいらぎが正気に戻したあとのことじゃ、クラスメートの関係性が闇やみを打ち払ったのではないか──そう言うたの」


    「あ、ああ」


    　俺は離れたところから、プリシラに言う。


    「川かわ中なか島じまとだかりんも、鉄くろがねと宗むな像かたもそうであったろう。なら、妾は、妾と坂上先生の関係性を信じてもよいかの」


    　俺に背中を向けたまま、プリシラは言う。


    「妾も──ほんのひとときであっても、ともに修学旅行をしたクラスメートじゃから」


    　自分自身を鼓こ舞ぶするように言って、プリシラは前に出た。


    　坂上はまた怯んだように、後あと退ずさる。


    「のう、坂上先生。──いや、今は坂上雪乃と呼ばせてもらおうかの」


    　プリシラは、少し寂さびしそうな声で言った。


    「この幻の中では、まだ二年の一学期なんじゃよな。妾は、本当は、この日の坂上雪乃に手を差し伸べることはできぬ。これはもう、過ぎ去ってしまった日々。どうあっても取り戻すことのできぬ日々じゃからな。坂上雪乃は、高校入学以後、修学旅行のその日まで、クラスの中でひとりぼっちで過ごすんじゃ」


    　そう言われたとき、坂上の眼の色がわずかに変わった。


    　プリシラは、坂上に近付いてゆく。


    　追い詰められたように坂さか上がみは後あと退ずさるが、その肩が壁にぶつかった。


    「じゃが、この日々の先、おぬしは自分で立ち上がって歩く。自分の足で、自分の意志で、人の輪の中へ歩いてゆく日が来るんじゃ。そのことを、妾わらわは知っておるんじゃ」


    　坂上は、無言で小さく震ふるえながら、プリシラの眼を見ていた。


    　だがその眼の奥にあるものは、怯おびえだけではないように、俺には思えた。


    「妾はその日を──教科書の詰まった鞄かばんを持って、坂上雪ゆき乃のが修学旅行に参加する日を楽しみに待っておるぞよ。そして、妾に出会い、妾にたくさんのものごとを教えてくれい」


    「──」


    　いつしか、坂上の頬ほおを、透明な涙の粒が滑り落ちていた。


    　プリシラは、坂上に手を差し伸べた。左フックの握にぎりこぶしではなく、まっすぐに伸ばされた掌てのひらを。


    　流れる涙を拭ぬぐおうともせず、坂上はその手を握り返す。


    「──いまの言葉を、あの日の私に、この日の私に聞かせてあげたかった」


    　坂上雪乃は、顔を上げた。眼鏡めがねの奥のその瞳が、溢あふれ出した涙に潤んでいる。


    「思い出しましたよ……。全部、ぜんぶ──！」


    　坂上は両手で、プリシラをぎゅっと抱き締めた。
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    　抱き締めたまま、その手で眼鏡を取って、袖そでで涙を拭った。


    「こらこら、坂さか上がみ先生。眼鏡めがねっ娘が眼鏡を取ってはいかんぞよ」


    　プリシラは照れを誤ご魔ま化かすように、坂上の耳元で言う。


    「はい、はい──」


    　その光景は、本当の学園ドラマのようで、俺もちょっともらい泣きしそうになってしまった。


    　体罰オンリーで生徒の心を矯正してきたプリシラ先生が、ようやくにして、愛によって生徒の心を開いたのだ。


    　と、そんな俺の視線に気付くと、プリシラは恥ずかしそうにふいと顔を逸そらしたが、思い出したようにキメ顔を作って、俺の方に向き直った。


    「人間の価値は、偏差値で決まるんじゃ！」


    　プリシラはキメ顔で力強く言った。


    「プリシラ、そっちは違うほうだ」


    「ぬ。ま、よいではないか」


    　坂上に強く抱かれたまま、プリシラは照れたように天井を見上げた。


    　そんな二人の少女を祝福するように、チャイムが校舎中に、ゆっくりと響き渡っていった。


    



    　そしてまた、幻の中の季節は飛ぶ。

  


  
    



    　　　六章　ひと夏の思い出を大事にしよう


    



    「およ。今度はけっこう時間が飛んだらしいのう」


    　プリシラの言葉に、俺は自分の居場所を確認する。


    　ここは教室で、そして黒板の日付は──七月二十九日。


    「っていうと、どんなイベントがある頃じゃ？」


    　プリシラはそう俺に訊きいたが、日本の中高生なら、その日付がどんな時期を意味するか、わからない奴はまずいないだろう。


    「……まずいな、もう夏休みだ」


    「うおっ、やったのう！　一年のときは夏休みはすっ飛んでおったからの。妾わらわ、これすっげー楽しみじゃ」


    　プリシラはぱっと顔を輝かせる。


    「海にプールにかき氷、昼過ぎまで寝て、夜中までだらーっとゲームするのも悪くないのう」


    「バカ、この幻の中はこの学校だけだろ」


    「あっ」


    　プリシラは露骨に肩を落としてしょんぼりした。


    「にしても、夏休みの学校か。確かにこんな感じだったよ」


    　校舎内がしんと静まりかえって、人の気配がほとんどない。窓からグラウンドを覗のぞき込むと、真昼の太陽がグラウンドに激しく照り付ける中で、そこには誰もいない。


    　野球部くらいは練習していても良さそうなものだが、人っ子ひとりいない。試合か、それとも合宿にでも行っているのか。──もっとも、いたとしてもこの幻の中では、二に階かい堂どう以外は実体のないものばかりなのだが。


    「あれ？　ちょっと待て。おぬし、夏休みの学校がこんな感じと言うが、帰宅部なのになんで学校に来ておったんじゃ？」


    「あれ、そういや何でだっけ。補修とかでもなかったはずだし……」


    　──ああ、そうか。この日は……。


    「ま、何のためでもいいんじゃが、しかし、他の生徒がおらぬのであれば、退屈じゃのう」


    　プリシラも俺の隣に立って、誰もいないグラウンドを見下ろした。


    　夏の風が、俺たちの顔を撫なでていく。何となく言葉の取っかかりを失って、俺たちは肩を並べたまま、無言でグラウンドを見つめていた。


    「妾わらわと──認めてやってもよいかの、若わか王おう子じと委員長のはたらきで、クラスの大半を正気に返すことができたのう」


    「ああ、それはそうだな」


    　俺たちが正気に戻した面メン子ツと、若王子たちが正気に戻した面子を合わせると、もうクラスの大半が正気に返って、この幻の世界を幻だと自覚するようになっていた。


    「潤滑油つっても、結局俺はほとんど何にもできなくて、他のみんなのおかげだったけどな」


    　俺がそう言うと、プリシラは視線を遠くの空に向けたまま口を開いた。


    「──まさしくそれこそ潤滑油ではないか。そこにヌルっとあれば、それを切っ掛けに周りがスルスル動いてゆく。先頭に立って道を切り拓ひらいてゆくだけが、人のありかたではあるまい」


    　プリシラは遠くの──幻の空を流れていく幻の雲を見つめたまま言った。


    「ま、ヌルっとしておるやつは、勇者にはなれぬじゃろうがの」


    　そう付け加えてから、プリシラは俺の方へ向き直った。


    「片付いてみれば、あの荒れ方も面白い経験だったではないか。クラスメート同士の闘いによってより絆きずなが深まったこともあろうし、またあんなに荒れたクラスなど、本来の一周目では想像もつかなんだであろ」


    　プリシラの言葉に、俺は苦笑を浮かべた。


    「──プリシラは、ちょっと勘違いしてるかもな」


    「ぬ？　どういうことじゃ」


    　俺はグラウンドを見ながら、あの頃のことを思い出す。俺たちが二年に進級したばっかりの、過去のことを。


    「確かにこの幻の中みたいな、メチャメチャな学級崩壊はなかったよ。でも、最初っから俺たち二年一組がうまくいってたわけじゃないんだ。だって、あんだけ個性の強い面メン子ツだぜ。ま、俺みたいなのもいるけどさ」


    　プリシラは俺の自虐をスルーし、俺の言葉の続きを待っていた。俺は自分の眼で見てきたあの頃の風景を、プリシラに分けてやる。


    「たとえば和泉いずみは正義感は強いけど手がすぐ出るし、二に階かい堂どうは今のまんま傲ごう慢まんで尊大で、しかも体力無む双そうなやつだし。そりゃトラブルメーカーにもなろうってもんだ。それに一いつ色しきは意識の高さを、宗むな像かたは筋トレを、鉄くろがねは鉄道趣味を、今よりも強要するようなところがあったんだよ。本人に悪気はなかったにせよな。まあ一色は中学も同じだったから俺は大丈夫だったけど、周りはちょっと引いてたかな」


    　プリシラはそんな俺の言葉を、少し驚いたように聞いている。


    「時とき任とうはむかついたことノートを作ってブツブツ言いながら恨うらみ言をガリガリ書いてたし、マイケルはアニメの違法視聴してたし、漆うるし原ばらは休み時間に教室でカップ麺食ってたし、猪い之の頭かしらは学校内で犬や猫やタランチュラを飼育してたし、藤ふじ崎さきが女の先生と付き合ってたらしいって噂うわさは本当にあったし。ずっと変わらないのは、丸まる山やまと坂さか上がみ、それから宝たから田だくらいのもんだったかもな。ま、坂上と宝田は異世界で大分変わった──いや、宝田は地を隠してたってだけか」


    「終身名誉豚野郎様はやっぱりブレてないんじゃな」


    「ああ。あいつだけは、どこの世界のどんな状況に置かれても己おのれを貫けるヤツなのかもな」


    「うーむ、さすがじゃのう」


    　プリシラは我がことのように嬉しそうだ。


    「……ぬ、ではまさか、だかりんも最初はお高くとまっておったとでもいうのかや？」


    「いや、仲村渠なかんだかりの場合はあいつに問題がっていうより、スクールカースト高そうすぎて、こっちが話しかけづらかったっていうか。それで最初、ちょっと浮いてたってのはあったかもな」


    　俺は初対面の時の仲村渠を思い出す。俺のように普通の奴は、何か見下されてひどいことを言われるんじゃないかと、勝手に被害妄想を抱いて腰が引けていたものだ。


    「でも若わか王おう子じがガンガン行くのと、川かわ中なか島じまがいい感じのクッションになって、いつの間にか打ち解けてたよ。柊ひいらぎなんかもそんな感じだったかな。あの辺は徳の高い聖女すぎてちょっと近寄り難かった感じだ」


    「なるほどのう。では妾わらわが会うたのは、もうクラスの中が混じり合って、安定してからということじゃな」


    　俺は頷うなずいて、プリシラの言葉を肯定する。


    「では若王子がいい感じの、人間関係の潤滑油になったということかの」


    　プリシラの言葉に、俺はまたあの頃を思い出して苦笑する。


    「いや、公平に言って、若王子が一番のトラブルメーカーだったよ。この幻の中では周りがメチャクチャやってたから、逆にそれを何とかするほうに回ってたけどな。現実の二年生でのあいつは、潤滑油どころかガソリンだった。でもさ、火事を爆発で消すみたいに、あいつが中心に大暴れしたあとは、なんかうまくまとまったんだ」


    「ふーむ。雨降って地固まるの過激なバージョンかのう」


    「そんなとこだな。若わか王おう子じが問題のあるところに突つっ込んでいって爆発させて、そのあとの処理を綾あやちゃんがやる。そんな感じでうまくまとまっていったんだ。あの時は二人は別に一緒に行動してなかったけど、奇くしくもこの二周目じゃコンビを組んでる。面白いもんだ」


    　そこで会話が途切れ、しばらく沈黙の幕が下りた。俺はぼうっとしながら、校舎の静寂を楽しんでいた。


    　気が付けば、プリシラはじっと俺を見ていた。黙ったまま視線を逸そらそうともしない。


    「何だよプリシラ、人のことジロジロと」


    　それでも、なおもプリシラは俺から視線を外さない。さすがに決まりがわるく、俺がプリシラから視線を逸らして再び窓の外を見たとき、プリシラがようやく口を開いた。


    「……のう、沢さわ木きよ」


    「ん、何だ？」


    「おぬしと若王子の間には、実際のところ何があったんじゃ？」


    　プリシラに向けた視線を、俺は再びグラウンドへと戻した。


    「付き合うておったとか、別れたとか、そゆこと妾わらわはよくわからぬ。学園ものでも、そっちのほうは守備範囲外じゃ。蓼たで食う虫もなんとやら、というしの」


    「俺は蓼かよ」


    「ほほう。語るに落ちたの？」


    「──」


    「冗談じゃ、許せ」


    　俺の反応に、プリシラはわずかに口の端はを歪ゆがめた。


    「じゃが、周りの者が付き合うておると認識するくらい、おぬしらは行動を共にしておったんじゃろ？」


    「じゃあ、俺とお前は付き合ってたりするのか？」


    　そう言い返すと、プリシラは時が止まったように固まり、そして唾つばを飛ばしながら早口でまくしたてた。


    「な、何をアホなこと言うとるんじゃ！　妾とおぬしはボケとツッコミゆえ行動を共にしておるだけで……！」


    「だろ？　そういうこともあるんだよ」


    「む、なるほどのう……」


    　プリシラは振り上げた拳こぶしを下ろした。


    「でもまあ、確かにずっと一緒にいた気がするよ。一年のときも、二年になってからも──。この幻の中の学園生活で、プリシラ、お前がいなかった場合を想像してみればいい。お前の代わりに、若わか王おう子じがいたんだ。ほんとに、そんな感じだったんだよ」


    「ふむ……」


    　プリシラは納得したのかしていないのか、黙り込んで、そして大きな欠伸あくびをひとつした。


    　ふたつめの欠伸を噛かみ殺し、プリシラは言った。


    「妾わらわは、あやつが好きじゃよ。友達として、若王子暁あきらというヤツが気に入っておる」


    　俺は思わず、プリシラのほうへ顔を向けた。プリシラは、遠くの空に浮かぶ入道雲を見つめて言葉を続ける。


    「坂さか上がみ先生のことは尊敬しておるし、委員長のことは頼りにしておるし、だかりんは一緒におって楽しいし、和泉いずみや宝たから田だをいじると面白いし、あとたまにカッコいいんじゃよな、あいつら。みんな、妾にとって大切な友達じゃ」


    　ゆっくりと幻の空を流れていく雲を眼で追いながら、プリシラは続けた。


    「じゃが、妾と掴つかみ合いの殴なぐり合いの罵ののしり合いに付き合うてくれる女友達といえば、若王子暁になるんじゃろうなと──現実には一度も会うたことのないあやつに対して、そう思うておる」


    　そこまで言ったところで、プリシラの顔は流れてゆく雲を追って、俺とは反対方向へと向けられている。さらりと流れた金髪に遮さえぎられて、その表情は見えない。


    「もはや学級崩壊はほとんど片付き、みながこの世界を幻であると意識しておる。いまだ残っておるのはあとふたり、若王子暁と陣じん内ない綾あや。そのふたりは、いまだこの幻の中で何か未練があると、そういうことであるのならば──」


    　プリシラは首を回し、俺の方へ顔を向けた。


    「勇者でなくとも、余人にはできぬことというのはある。妾が思うにの、あとはたぶん、おぬしの問題ではないのかや」


    　いつになく優しげで、そして真ま面じ目めな口調だった。


    「俺の……」


    「あひゃっ！」


    　真剣な眼で話をしていたプリシラがいきなり奇妙な声をあげたので、俺は驚いて心臓が止まりそうになった。


    「あはははは、いい声で鳴くじゃんか」


    　振り返ると、両手に缶ジュースを持って、若王子が白い歯を見せていた。どうやらプリシラの首筋に背後から缶ジュースを押し当てたらしい。


    　若王子はその缶ジュースをプリシラに差し出し、プリシラはそれをさっと受け取る。


    　そして、俺に目配せをした。


    「わかったの、沢さわ木き。じゃ、妾は行くでの。チャオ！」


    　いつだかの仲村渠なかんだかりの真ま似ねをしながら、若わか王おう子じと入れ違いに部屋を出て行こうとする。その背中を呼び止めるように、若王子は言った。


    「おい、プリシラ、どこ行くんだよ。お前もいろって」


    　そんな若王子の誘いに、プリシラはプルタブを開けながら応こたえた。


    「すまぬの。妾わらわはちとヤボ用があってのう」


    「用？　何だよ、私とつまんねー話をダラダラする以上に大切な用事ってこの世にあんのかよ」


    　若王子は何気なく言ったらしい言葉だったが、プリシラは眼を見開き、感極まったように目を強く瞑つむった。開け放たれた窓から涼しい風が吹き込んで、真っ白なカーテンとプリシラの金髪を大きく揺らした。


    「──そうじゃの。その通りじゃ。──ったく、つくづく羨うらやましいやつらじゃ」


    「あん？」


    　その時、プリシラの目尻に小さく光るものがあったことを、たぶん俺だけが気付いた。


    　それを誤ご魔ま化かすように、プリシラは天井を向いて一気にジュースを喉のどへ流し込んだ。


    「ぷはっ」


    　そして俺と若王子を交互に見て、何を納得したのか小さく頷うなずくと、お気に入りのやつをいつもの調子ではじめた。


    「どこにでもいる普通の量産型の十じつ把ぱ一ひと絡からげの平凡なボンクラ高校生、沢さわ木き浩こう介すけ。学級崩壊の原因になることもなく、濃いキャラ設定もなく、ただただクラスの背景として立っているだけのモブキャラだと思われていた沢木だったが、やつにはやつの青春があったんだってさ。フーン。狭い教室の中のドラマには、プリシラ先生が手出ししないほうがいいこともあるって話じゃ。次回、二年一組プリシラ先生、番外編、『潤滑油の青春』ディレクターズカット版。この話はお蔵入りじゃ」


    「何言ってんだこいつ」


    　若王子は困惑気味の表情を、プリシラではなく俺に向けた。


    　その隙に、プリシラは小走りに教室を出て行こうと──したところで、教室内に飛び込んでくる人影があった。


    「わかったぞ！　クッ、俺はいままで何をしていたんだ……自分が恥ずかしいぜ……！　まるで生まれ変わった気分だ！」


    　俺たちの知らないところで勝手に真実に目覚めた木き村むらが、生まれたままの姿で飛び込んできたのだった。


    　プリシラはぴしゃりと自分の額ひたいを手で叩たたいた。


    「しまった、そういえば委員長と若王子のほかに、こやつも中途半端な状態で残っておったんじゃった……。後回しにしておるうちに、すっかり忘れておったぞよ……」


    　プリシラがそう言って顔をしかめる間にも、木村はハイテンションで語り続ける。


    「俺はついにこの世界の真実に気付いたんだ……！　ああ……幻とさえわかればやりたい放題じゃないか！　いくら俺でも真っ昼間の学校でこんな格好をしたのは今までに三度しかない。だが、今の俺は、ついに自由の荒野へ解き放たれた一頭の獣けもの！」


    「はいわかったわかった。どうどう。おぬしが恥ずかしい存在じゃということも、法に与くみせぬ一頭の獣じゃということも、妾わらわはよーくわかっておる」


    　いつになく優しげな声で、プリシラはビースト木き村むらの肩をポンポンと叩たたいた。


    「さ、あっちでＰと一緒に、おぬしの全裸芸について詰めようではないか。のう。この世界にはプロデューサーはおってもポリスはおらぬからの」


    「は、はい。新作が山ほどあるんですよ！　たとえば、熱々の中華あんかけをですね……」


    「うむうむ。実は妾もいくつか考えたんじゃ。高温で炙あぶったとろけるチーズをじゃな……」


    「あっ、それいただきっす！」


    「まだ何も言うておらぬではないか。それでの、天てん狗ぐの面をの……」


    　裸芸の打ち合わせをしながら、プリシラＰとハプニングビーストは、今度こそ教室を出ていった。


    「なんつーヤボ用だ……」


    　若わか王おう子じが珍しく、呆ぼう然ぜんとした表情でプリシラと木村を見送っていた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    　みんみんと幻の蝉せみの鳴く声が、俺たちのいる教室にも響いてくる。幻の夏は今が盛りだ。


    「ったく、夏休みだってのに、遊びにも行けずに名簿と睨にらめっこってのは何なんだよ」


    　そんな愚ぐ痴ちを、若王子は嬉しそうに言う。


    「悪かったな、付き合わせて。生徒会の仕事で忙しいんだろ」


    　机を百八十度回転させてくっつけて、俺と若王子は向かい合わせに座っていた。若王子が捲めくっているプリントは、去年と一昨年の修学旅行についての資料だ。


    　俺は修学旅行委員になったので、修学旅行のしおりを作るための参考にと生徒会に資料をもらいに行ったら、生徒会長の若王子自みずからが資料を掻かき集めて持ってきてくれたのだ。


    「忙しいっちゃ忙しいが、別にいいさ。沢さわ木きと二人ってのも久し振りだしな」


    「そうだっけか」


    「ああ。一年の頃はしょっちゅうだったけど、私が生徒会長になってからは、あんまり」


    　若王子は束たばから一枚のプリントを抜き出し、俺の前に差し出した。それは、俺たちのクラス名簿だった。


    「今思えば、よくもまあこんなにぐっちゃぐちゃの連中が、ひとつにまとまったもんだよな。ま、ここまでまとめたのは私と委員長と──それから、まあ沢木とプリシラもだな」


    　クラス名簿の上に、芯の出ていないボールペンの先を走らせながら、若わか王おう子じは言った。


    「そうだな。若王子が掻かき回して、陣じん内ないがまとめる。このクラスはそうやってまとまってるんだ。……あ、お前のことも褒ほめてんだぞ」


    「プリシラも入れてやれよ」


    「あ、ああ──そうだな」


    　俺が言ったのは、一周目のことだった。プリシラのいなかった、学園生活のほうだ。


    　若王子は気のない表情で、手元でペンをくるくると回していた。


    「なあ、沢さわ木き。何でお前、私の前でだけ、委員長のこと陣内って呼ぶんだ？　普段は綾あやちゃんって名前で呼んでんじゃねーの？」


    　くるくる回るペン先を見ながら、若王子は言った。


    「え、いや、えっ、そうだっけ」


    　それは一周目とまったく同じ台詞せりふで──でも俺は、同じようにしどろもどろになってしまう。それは俺にとってもほとんど無意識にやっていたことで、でも若王子の言葉によって僅わずかに意識していた部分が自覚され、妙な気恥ずかしさが腹の底から立ち上ってくる。


    「幼稚園から……保育園からだっけ？　ずーっと昔からの幼なじみなんだよな」


    「ああ、うん。小学校、中学校も同じで、確か去年初めて別のクラスになったんだ」


    「好きになったりしねーの？」


    「へっ？」


    　若王子はまたペンをくるくるとまわし、手元のプリントを一枚めくった。


    「や、幼なじみの男女つったら、なんか小さい頃に結婚の約束とかしてそうじゃん。漫画とかドラマとかでよくあるじゃん、そういうやつ。あんだけ可愛かわいくていい子だし」


    　若王子はプリントに視線を落としたまま、そこにペンで何かを書いている。でも、一周目では気付かなかったけれど、そこに書かれているのは何の意味もない文字列だ。


    「ま、幼なじみだからって、高校生になってまでそれでいじられるのもめんどくせー話か」


    　無意味な図形を描いていたペンを止めて、若王子はまたプリントをめくった。


    「今にして思えば、沢木。お前は不思議なヤツだよな」


    　次々とプリントをめくりながら、若王子は言う。


    「え？　俺が？」


    　俺は、そう問い返す。でも、その若王子の言葉も、一度聴いた台詞だ。


    「私はさ。けっこう問題児だったんだよな」


    　若王子はプリントを置くと、手を頭の後ろで組み、椅い子すの前脚を浮かせたまま前後にバランスを取りはじめた。


    「つーか自分ではあんまりそんな自覚はなかったんだけど、振り返ってみれば、小学校でも中学校でも──や、幼稚園の頃からそうだったかもな。同級生も先生も、私のことを扱いづらい問題児だと思ってたみたいで。友達もいたけど、敵のほうが多かったかもしんないな」


    　若わか王おう子じの昔の話を聞くのは、その時が初めてだった。


    　正確に言えば、一周目のその時が。


    「だから──くふっ」


    　若王子は思い出し笑いをしたように、小さく吹き出し、左手を口元に当てた。何に思い出し笑いをしたのか、今の俺は知っている。でも何も言わず、若王子がその先を言うのを、俺はただ待っている。


    「中学までの私は、敵も味方も多かった。だけど、何て言やいいかな。傲ごう慢まんだと思ってくれていいけど、私と対等のヤツがいなかったんだ。敵は私のことを取り囲んで潰つぶそうとする連中ばっかりで、味方は私を祭り上げて持ち上げる奴ばっかり。漫画によく出てくるような、親友っつーか好敵手っつーか、タイマンで殴なぐり合えるような、そういうヤツが欲しかったんだ。別に拳こぶしの殴り合いに限った話じゃなくてさ」


    「わかるような、わからんような──」


    　でも、プリシラならきっとわかったはずだ。あいつも、同じようなことを言ってたから。


    「……だから高校の入学式の日、すっげー緊張してさ。でもって、最初になんかぶちかまさないとと思って、もうすっごいいろいろと自己紹介のネタを考えて、昼食にすき焼き食ってたらウケるんじゃないかと思って、わざわざあの朝にスーパー寄ってさ」


    「あの葱ねぎの飛び出たスーパーの袋は、そのための仕し込こみだったのかよ」


    「そうそう。だからあんとき、鞄かばんの中にコンロ入ってたんだよ。んで自己紹介で何て言おうか考えてたら、横断歩道の前で子犬がトラックに轢ひかれそうになっててさ」


    「じゃあ、あんときの子犬は──待てよ、じゃあ頭の怪け我がは子犬を助けようとして？」


    「いや、咄とつ嗟さには無理だっての。両手は鞄とすき焼きの材料で塞ふさがってっし、呆ぼう然ぜんと見てた。んで子犬はトラックの下を潜くぐり抜けて無事だった」


    「まあ、普通に考えて道路には飛び込めないよな」


    「でもその場に放置しとくのも危なっかしいから、そいつ抱かかえて学校行くことにしてさ。んで歩道橋渡って階段降りようとしたときだ。両手が塞がってるところに、犬が私の体を這はい上がって視界を塞いで、階段踏み外して、頭ガンガンガン！　犬はテンパってワンワンワン！　そりゃ頭もすき焼き用の卵もぱっくり割れるっつーの」


    　若王子はそう言って、頭を撫なでた。傷きず痕あとらしい傷痕が残っていないのは、不幸中の幸いといったところだろうか。


    「悲惨なピタゴラスイッチだな……。いや、すき焼き部分は自じ業ごう自じ得とくだけども」


    「今だから言うけど、マジで泣きそうだったんだよ。せっかくの入学式だってのに、制服はドロドロになるし、血はダラダラ流れて止まんねーし、せっかく助けた犬は甘あま噛がみしてくるし、よく考えたら昼食にすき焼き食ってる奴って何か狙ねらいすぎてすごいサムい感じするし……」


    　若わか王おう子じは思い出しヘコみをして俯うつむいた。若王子がヘコむのは何だか珍しくて、俺は思わず笑いそうになってしまい、でも何とかそれをこらえた。


    「まあ、すき焼きはやんなくて正解だったかもな。……けど、あんときのお前からは、全然そんな感じしなかったよ。自信に満ち溢あふれてたっつーか、高校にはこんなヤツがいるんだなって──こんなヤツと同じクラスだなんて、すっげー楽しそうだなって」


    　あの時と同じ会話を、俺は繰くり返す。


    「こっちは必死だよ。自己紹介んときも頭ぐるぐるの真っ白でさ。無我夢中で自己紹介やっつけたら、教壇降りるところでグラッときてさ。っ、おっと！　あぶね、まーた頭割ったらシャレにならないな」


    　若王子はバランスを崩して後ろに倒れかけたところを、机を掴つかんで何とかこらえた。ようやくにして椅い子すの前脚を床につけ、今度は肘ひじを机に置いて、少し前に身を乗り出す。


    　若王子暁あきらという少女の顔を、俺は久々に近くで見た気がした。


    「あの時、お前の机に手を突ついたのは偶然だよ。教壇の上から選んでたわけじゃない」


    「──そりゃそうだ。だったら俺の机は選ばない」


    「だよな」


    　俺の自虐を、若王子は否定しない。でも、代わりにまた少し、机から身を乗り出した。


    「でも、その偶然が最高に良かったと思ってるし、そっから先は偶然じゃない。お前とプリシラは、この私がこの学校で最初に、自分で友達に選んだヤツだ」


    　若王子は俺から眼を逸そらさず、真まっ直すぐに言う。こういう台詞せりふを衒てらいなく真っ直ぐぶつけられる奴だ。そりゃ味方もいれば、敵もつくる。


    「私は高校で沢さわ木きとプリシラに出会えて、すっげー嬉しかったんだ」


    　若王子暁は、変化球を使わない。いつでも真っ直ぐ。


    　一周目もそうだった。ただし、その時にプリシラはいない。


    　そして、一周目の俺は、若王子が何を言いたいのかよくわかってなかった。


    「だから、何だ。お前さー」


    　若王子は肩の凝こりをほぐすように、落ちつきなく首や肩をぐるぐると回した。


    　やがて、両手をだらりと降ろし、少し斜めから俺を見る。


    「お前、自分のことよく、普通だとか、特徴がないだとか、無能だとか、モブキャラ気質だとか、自虐ネタのつもりなのか本心なのか、そういうことよく言うけどさ」


    「……そんなに言ってるっけ」


    「顔に書いてあんだよ、心の声が聞こえんだよ」


    「エスパーめ」


    「私がいて、委員長がいて、プリシラがいて──。でも、お前もだよ。沢木浩こう介すけがいたから、このクラスは今の形になったんだ」


    　そんな気恥ずかしいことを、堂々と言った。


    　一周目のときも、プリシラの名前を抜いたそんな台詞せりふを、俺は聞いたのだ。


    「強敵を倒せるくらいの力がなくても、ハーレム作れるくらいモテなくても、それはたぶん、お前だけの特別な力なんだよ。だから、お前ならきっと、どこの世界のどんなやつとでもうまくやれるよ。……だって、私と、この若わか王おう子じ暁あきらとうまくやれてるんだからな」


    　そんな言葉まで、若王子は真まっ直すぐに言う。


    　一周目の俺は、その言葉に何と応こたえればいいのかわからなかった。若王子が珍しく俺のことを褒ほめてくれていることはわかったけれど、ただたまたま機嫌が良かったくらいにしか思っていなかった。照れ隠しに「何を調子のいいこと言ってんだよ。褒めたって、生徒会の仕事は手伝ってやらねーぞ」くらいのことを言って、次の話題に移ったような気がする。


    　でも二周目の俺は、この幻の中なら、素直に褒められておいてもいい気がした。代わりに、俺はこう言ってみた。


    「それは例えば、異世界の王女様とでも？」


    「は？　……沢さわ木きって、何だろな、たまにズレてること言うんだよな」


    「つーか、さっきサラッとモテないつったろ。わかってても思春期の男子はグサっとくるんだよ、オブラートに包め」


    　これは、一周目と同じ台詞。


    「もう十分包んでるっての。包まなかったら致死性の言葉になるぞ」


    　そう言って、若王子は笑った。


    「ま、諦あきらめるな。虫食う蓼たでも好き好きって言うだろ」


    「蓼は食虫植物じゃねーよ」


    「お前、そういう時の回転は速いんだよな」


    「ま、二度目だしな」


    「あれ、前にも言ったか？」


    　それには答えず、俺は小さく笑って誤ご魔ま化かした。


    「じゃあもう一つズレたこと言うけどな。もし、もう一回高校生活を最初からやり直せるとしたら、どうする？」


    「あん？」


    　その問いは、もちろん一度目の七月二十九日には投げかけられてはいない。


    「そーだなあ」


    　若王子は考えるように、視線を宙に浮かした。こいつはけっこう、こういう思考実験というか、もしも遊びが好きなのだ。


    「そうだな、まず始業式の登校中に、歩道橋の階段を踏み外さないように気をつけはするかな」


    「そっからか。ま、そうだな」


    　もし若わか王おう子じがあの日、登校中に転ばなければ、俺たちの関係はどうなっていたんだろうか。


    　そんなことを俺が考えていると知ってか知らずか、若王子は薄く笑った。自信に満ちた笑みだった。


    「でもな。頭から血を流してなくても、私はお前の机に、最初に手を突つくよ。二回目は偶然じゃない」


    　若王子は俺の眼を見て、真まっ直すぐに言った。


    「でもって、も一つよろけたフリして、プリシラの頭でもはたいてやるかな」


    「だいぶ席離れてたから、よろける距離がハンパないぞ」


    「いいさ。足が滑ったつって机に突っ込んでやるさ」


    　俺たちは小さく笑いながら、プリントを捲めくった。


    　でも、俺は知っている。二度目の高校生活は幻でしかなくて、一度目のあの日に、プリシラはいない。


    「さ、修学旅行のしおりについてだけど。えっと、去年のやつが──」


    　若王子はもう話題を切り替えて、プリントの束たばを俺に差し出した。


    　蝉せみが遠くで鳴いている。


    　ゆっくりと、あの日が近付いてくる。


    　二度目の俺は、それを知っている。


    



    　幻の夏の校舎に、聞く者の少ないチャイムが鳴り響いていった。

  


  
    



    　　　七章　青春の一ページを刻きざもう


    



    　気付けば、また時間が飛んでいた。


    　黒板の日付を確認すると、九月の二十七日だ。そして黒板があるということは、ここは二年一組の教室で──そしてどうやら、ホームルームの時間だった。


    「若わか王おう子じさんは早退ですか」


    　教室の隅の空席を見て、先生は言う。


    　若王子が早退するのは、現実の世界でもさほど珍しいことじゃなかった。確か本当の九月二十七日でも、あいつの姿はそこにはなかった。


    「それでは、ホームルームを終わりましょう」


    　先生はそう言うと、出席簿を持って教室を出ていった。


    　そう、九月二十七日は既に修学旅行の一週間前。もう、修学旅行に出発するまでそれほど時間は残されていない。時間の飛び具合は不規則だから、もういつ修学旅行の日になってもおかしくはない。だが、ここまでクラスのほとんど全員が正気に戻り、今のこの状態を幻の中であると自覚しているはずだ。


    　俺は再び、日付に眼をやった。俺はこの日に何があったのか、よく覚えている。


    　過去に未練があるというのなら俺もこの日に──。


    「綾あやちゃん、ちょっといいかな」


    「え、うん。いいけど」


    　俺は綾ちゃんと連れだって、教室を出た。プリシラは机に頬ほお杖づえを付いたまま、何かを言いたげにこちらを見ていたが、ふいと眼を逸そらして窓の外へと顔を向けた。


    「二年生で同じクラスになったのに、そんなに浩こう介すけと話をすることってなかったような気がするな」


    　並んで廊下に出たとき、綾ちゃんが言った。


    「そう、だね」


    「浩介はずっとプリシラさんと学校を走り回ってて──私は私で、若王子さんと、学級崩壊をなんとかできないかって相談してて。ようやくクラスがまとまったと思ったら、もう二学期」


    　綾ちゃんはまだ、プリシラのことを『プリシラさん』と呼ぶ。


    「これからだよ。修学旅行もあるしさ」


    「うん、そうね。修学旅行。楽しみだな」


    　俺たちは二人きり、廊下を並んで歩く。そういえば修学旅行に来てからこっち、いつもどこかにプリシラやみんながいて、二人きりの時間というのはほとんどなかったかもしれない。


    「学校ってのは、不思議な場所だよな」


    「うん？」


    　綾あやちゃんは、少し小首を傾かしげた。


    「それまでは何の縁もゆかりもなかった連中が、一つの校舎に押し込められて。それも、職員室でどんなドラフトやってんのか知らないけど、自分たちで決めたわけじゃない教室に突つっ込まれて。たまたま同じクラスになったやつらと、その後も縁が続いていって──」


    「そうだね。特に私は、浩こう介すけとの縁が一番長いかな」


    　俺は当あて所どもなく、ただ人ひと気けのなさそうなほうに足を進めていった。


    　やがて、俺は言った。


    「綾ちゃんさ、この修学旅行に──いや、修学旅行が始まって、この異世界に来る直前のこと」


    「え？」


    「バスを降りて、あの雷に打たれる直前のこと、覚えてる？」


    「ん……」


    　綾ちゃんは少し考えるような仕草をみせ、


    「うん、覚えてる」


    　俺の眼を見て言った。


    　あっさりと返事が返ってきたのには、自分でそう問いかけておきながら、少し驚いた。


    「──ってことは、当然、もうここが幻の世界だって気付いてるんだよな」


    「でも、最初から気付いてたってわけでもないのよ。若わか王おう子じさんと一緒に、学級崩壊を何とかしようなんて言って、二人で行動してたとき──ふと思ったの。これは、私の知らない風景だって」


    「でも、どうして今まで隠してたんだ？」


    「なんでだろ」


    　綾ちゃんは前を向いたまま、悪戯いたずらっぽく笑った。


    「小さい頃って、自意識過剰かもしれないけど、浩介の世界は私が広げてたっていう自負があったの。もちろん今みたいに明確な言葉でそう思ってたわけじゃないけど。二か月早く生まれたお姉さんだから、浩介君の面倒をちゃんと見てあげないと──みたいな」


    「いや、そうだったよ。何をするにも、陣じん内ないさんちの綾ちゃんの後ろをついてかないと、心配で心配で。幼稚園まで──いや、小一くらいまでかな」


    「小三くらいじゃない？」


    「さすがにそれは……」


    「それで、高一の終わり頃かな。浩介が若王子さんと付き合ってるっていう噂うわさを聞いたのは」


    「いや、それは──」


    　いきなり話が飛んだのと、その内容とで、俺はしどろもどろになる。


    「前もちょっと言ったっけ。私の知らないところで浩介の世界が広がってるんだなって、そのとき強くそう思ったの。何だろ、嫉しつ妬とのような、あのいつも私の後ろをついて来てた浩こう介すけ君がずいぶん成長したんだなっていう変な感慨のような──」


    　綾あやちゃんは前を向いたまま、悪戯いたずらっぽく笑った。


    「だから、若わか王おう子じ暁あきらって人がどんな人なのかをすぐ近くで見てみたいなって、私はどこかで思ってたんだと思う。だからこの二周目で、若王子暁とコンビを組んだ。たぶんそれは、現実の世界で浩介が見てただろう風景で──私もそれを、見てみたいと思ってた。若王子暁の隣って、どんな感じなのかな、って」


    「それは、どんな風景だった？」


    　俺の問いに、数秒の間を挟んで答えが返ってきた。


    「楽しかったよ。でも大変だった。もう一回学園生活をやり直せるなら、今度は距離を取っちゃうかも」


    「わかるよ。でも、楽しいんだ。あいつの隣は」


    「うん」


    　俺たちは、並んで歩を進める。幼い頃は同じだった歩幅も、今は合わせようとしないと揃そろわない。
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    「異世界に来て、プリシラと会ったとき、何か妙に噛かみ合うなって思ったんだよ」


    　その理由を、俺はずっとわかってた。


    「プリシラと若わか王おう子じは、よく似てるんだ」


    「うん。でも──ふたりは違う人よ」


    　綾あやちゃんは立ち止まって、俺に顔を向けた。


    「そうだね、そうだ。あいつらはよく似てて──でも、違う人間だ」


    　綾ちゃんは足を止め、俺も立ち止まる。


    「で、何だっけ。あの雷に打たれる前の──この異世界に来る直前のことだっけ？」


    　綾ちゃんは、また薄く笑った。今度は意地悪そうに。


    　俺は、言った。


    「もとの世界に帰ったら、あの続きを言うよ」


    「──うん」


    　綾ちゃんが小さく頷うなずいたのを見届けると、俺は早足で歩き出した。


    　やがてそれは駆け足になる。この幻の中では、それを咎とがめる者は誰もいない。


    　廊下を走り、階段を駆け上がっていく。幻の中にもかかわらず、息は荒くなり、額ひたいに僅わずかに汗が滲にじんだ。あの日、図書室にいる宝たから田だを見つけたときのように、俺は過去の自分の足取りをなぞっていく。


    　もっとも、あのときは走ってなんかいない。


    　その先に何が待っているのかなんて知らずに、ゆっくりと階段を登っていった。


    　今は違う。俺は、その先に待っているものを知っている。


    　だから──。


    「おりゃあ！」


    「ぐわっ！」


    　何かに足を取られて、俺はすっ転んだ。とはいえ、誰の仕し業わざかは考えるまでもなくわかっている。


    「どこに行くんじゃ」


    　俺は立ち上がりながら、俺の足に掴つかまったプリシラを掌てのひらで引き剥はがそうとする。


    「プリシラ、今日はダメだ。説明も、しない」


    「む」


    　俺の様子がいつもとは違うからか、プリシラは珍しく素直に手を放した。


    「でも、これで終わるよ。今日でこの幻は終わりだ」


    「では、やはり若王子と決着を付けにいくということかや？」


    「あいつとは、いろんなことがあったんだ。お前のいなかったほうの高校生活で、いろんなことが」


    「──」


    　プリシラの眼に、複雑な色が浮かんだ。


    　あのときいなかったプリシラに、俺は語りかける。


    「一年の時から、何となくつるむようになって、帰り路も一緒になったりして。だからそういうのを見てると、俺たちが付き合ってるように見えたのかもしれない。そんなこと、なかったんだけどな」


    「そうじゃな。妾わらわが垣間見たのは、ほんの僅わずかな一部分。それも幻の中のことにすぎぬ」


    「あ、いや、ごめん」


    「構かまわぬ。本来なら願っても見られなんだはずのものじゃからな」


    「そして、ここから先は、宝たから田だ風に言えば、俺の物語だ。俺が決着を付けなきゃならないんだよ。それは、俺にしかできないんだ」


    「──ふん。おぬしの覚悟さえ決まっておるなら、それでよい」


    　プリシラは階段を登っていく俺に背を向けるようにして、階段を降りていった。


    「ちゃーんと、決着つけてくるんじゃぞ」


    「ああ。わかってる」


    　俺は冷たいドアノブに手をかけ、ゆっくりと捻ひねった。


    　開けた途端、強い風が俺の顔に吹き付けた。


    　空は黒々とした雲に覆おおわれ、今にも大粒の雨を吐き出しそうだ。


    　そんな空の下に、あいつはあの日と同じ姿で立っていた。


    　強い風が、若わか王おう子じの髪とスカートを激しく靡なびかせる。


    「こんなところに呼び出して悪かったな」


    　あの日と同じ言葉が、強い風の中を潜くぐり抜けて俺の耳に届く。


    　そして、あの日と同じ表情を俺に向ける。


    　ラスボスからは逃げられない。


    　もう、逃げてはいけない。


    　あの日の俺のように。


    　強い向かい風の中に、俺は一歩、足を踏み出した。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「何だよこんなところに呼び出して。俺、何かしたか？　お前の手下が陰から現れてボコられるのか？」


    　俺は、そんな軽口を叩たたく。


    「馬鹿。やるなら自分の拳こぶしでやるさ」


    　そう言って、若王子は自分の右拳を左の掌てのひらに叩き付ける。


    「まあ、そうだよな。お前はそういうやつだ」


    　シナリオをなぞるように、俺は言う。


    「で、なら何だ？」


    「うん。もうすぐ修学旅行だろ」


    「ああ。お前が資料をくれたおかげで、いい修学旅行のしおりができたよ」


    「それはどーも」


    「で、今日は何だ？　しおりの礼に何かおごれってか？」


    　俺が言うと、若わか王おう子じは珍しく照れたように一瞬眼を伏せた。が、すぐに正面から俺を見る。


    「いや、そういやさ。生徒会長への就任祝い、まだ聞いてなかったなと思ってな」


    　不敵な──それでいてはにかんだような表情で、若王子は言った。


    「今かよ。もう半年くらい前だろ。だいぶ接戦だったんだよな。六票差だったっけ」


    「正直ヒヤヒヤしたよ。私のことを嫌いな奴も多いからな」


    「まあ、な」


    「おい。そこは否定しろよ」


    　その言葉に、俺たちは声を合わせて小さく笑った。その笑いを風が攫さらっていったようなタイミングで、若王子は言った。


    「沢さわ木き、お前はどうだ」


    「え？　心配しなくても、お前に入れたよ。まあ腐れ縁っつーか、な」


    　あの日と同じ言葉を、俺は言う。


    「そうじゃない」


    　若王子は薄く笑った。


    「お前、私のこと、好きか？　それとも嫌いか？」


    「──」


    　俺は言葉に詰まる。


    「沢木浩こう介すけ。私は、お前のことが好きだよ」


    　あの日と同じ言葉を、若王子暁あきらは言う。


    　コンクリートを強く叩たたく、大粒の雨が降り始めた。


    　それも、あの日と同じように。


    　それからの自分の言葉は、あまり覚えていない。


    　よく聞こえなかったふりをしたのか。


    　誰か隠れてるんじゃないか、何かの罰ゲームなのかと茶化したのか。


    　でも、一つだけ確かなことがある。


    　俺は若王子の言葉に応こたえることから逃げて、闘わずに、ただ時間が過ぎていくことを待っていた。ただただ防御のコマンドを繰くり返していた。


    　プリシラがいたら、クズだのヘタレだの根性なしだのと、的確なことを言ってくれたのかもしれない。


    　でも、プリシラはいない。いなかった。だから──。


    　──いや、プリシラがいなかったせいにするな。俺は自分で、自分自身を想像の中で殴なぐりつける。想像上のプリシラ先生の左フックとともに、自分自身を叱りつけた。


    「……雨、強いな」


    　苦笑いのような顔で言って、若わか王おう子じはずぶ濡ぬれの髪を掻かき上げた。


    　若王子はゆっくりと俺の方に歩み寄ってきて、すれ違い様ざまに軽く肩を叩たたき、


    「ごめんな」


    　そう呟つぶやいて、階下へと続く扉を潜くぐっていった。


    　出会った時は顔が血塗まみれの笑顔で、別れていくときはずぶ濡れだった。


    



    　──あの日は、そうだった。


    



    「待て、待ってくれ。若王子！　若王子暁あきら──！」


    　お前と会えてよかった。お前は最高の友達だった。お前がいたから、学校が楽しかった。


    　それは嘘うそじゃなくて、でも、その嘘じゃないことを聞きたいわけじゃないだろう。


    　俺は、あの日に言えなかったことを、今度こそ言う。


    　それで、あの日のことが塗り変わるわけじゃない。でも、今度こそ俺は、こいつと向き合わなくちゃいけないんだ。


    「──ごめん。俺は、他に好きな子がいるんだ」


    　あの日、言えなかった言葉を──言うべきだった言葉を、俺はようやくにして言った。


    　若王子は、真まっ直すぐに俺を見ていた。


    　そして、俺を見据えたまま、ゆっくりと頷うなずいた。


    　ぱしゃ、ぱしゃ、と、若王子が歩いて来る音が耳に響いた。


    　濡れた前髪が垂れて、その表情はわからない。


    　手を伸ばせば触れられそうな距離まで近付いたとき、若王子はいきなり拳こぶしを振り上げ、それを俺の胸に叩き付けた。濡れた制服から僅わずかに雫が散って、しかしそれも降り注ぐ雨の中に飲み込まれていった。


    　拳を開き、垂れた前髪を掻き上げた。


    「おっせーよ馬鹿。フラれんのにどんだけ待たせんだよ」


    　若王子は顔を上げて、出会ったあの日のように笑った。


    「若王子、いつから──」


    「知らねーよ。いつから好きかなんて、覚えてないっての。理由もわかんねーよ。つーか聞くなよ。あー恥ずい」


    「いや、そうじゃ──」


    　そうじゃなくて、お前はいつからこれを幻だと気付いてた？


    　ひょっとして、最初のあの日から──。


    　その言葉を、俺は飲み込んだ。そんなことはもう、どうでもよかった。


    「いつからとか、何がきっかけとか、覚えてねーよ。何周したって、たぶんそんなもんわかんねーよ」


    　そうだろうか。


    　そうかもしれない。


    　俺も、いつ陣じん内ない綾あやのことを好きになったかなんて、覚えていない。


    　どうして若わか王おう子じ暁あきらのほうを選ばないんだと言われても、理屈では答えられない。


    　いつの間にかそうなってて、その結果だけが本当なんだ。


    「でも、今ここにある気持ちが本当なんだ。そういうもんだろ」


    「──ああ、うん。そうだな」


    「ったく、人をフっといて気の抜けた顔してんじゃねーよ」


    　若王子はもう一度俺の胸を拳こぶしで叩たたくと、いまだ強い雨を降らせる空を睨にらみ付けるように見上げた。


    「あー、スッキリした。よし、帰るぞ！」


    　世界中にそう宣言するように、若わか王おう子じ暁あきらは高らかに声を上げた。
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    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「ほう、これが……ほうほう……」


    　プリシラは興味深げにあたりを見回しているが、幻の中とわかっていても、職員室というのはあまり居い心ごこ地ちのいいものではない。


    　俺とプリシラはクラスを代表して、職員室の鈴すず木き先生の机の前に配布物を取りに来ていた。


    「沢さわ木き君、これです」


    　鈴木先生は机の横に置いてある段ボール箱を指し示した。


    「ひとりで持てるのかや？」


    「何だよ、珍しく気を使いやがって。大丈夫、一人で持てる」


    「ふむ」


    　俺は段ボール箱を抱かかえた。それほど大きくもないし、重さもそれほどではないが、やはり足下は見えにくくなる。


    「では、教室に向かいましょうか」


    　先生はそう言って立ち上がり、職員室のドアを開けた。俺とプリシラもそのあとに続く。


    「いよいよですね」


    　歩きながら、先生は言う。


    「いよいよ、修学旅行ですね」


    　先生は、言葉を重ねた。


    「のう、先生。ひとつ聞きたいことがあるんじゃが」


    　プリシラは、歩きながら手を挙げた。


    「はい、何でしょう」


    「先生が、魔王じゃろ」


    「──っ」


    　唐突なプリシラの質問のほうに驚いて、俺は階段を踏み外しそうになる。


    「大丈夫ですか、気を付けてくださいね。こんな時期に怪け我がをしたら大変です」


    　先生は振り返って、俺のことを心配する。


    「それで、プリシラさん。どうしてそう考えましたか？」


    　先生はプリシラのほうに向き直り、まるでいい質問をした生徒を相手にするように言った。


    「よく考えたらおかしいんじゃよ。この幻の中で濃い存在感を持つのは、この幻の中に取り込まれた者だけ。現に、職員室を見渡してみても、鈴木先生以外の教師はぼんやりと薄い」


    　プリシラの言葉に、俺はついさっきの職員室の様子を思い返してみた。この幻の中でも職員室なんかに滅多に近寄りはしなかったが、そういえば確かにプリシラの言う通りだ。


    　いや、そもそも授業の風景自体、この幻の中では鈴すず木き先生以外の教師がおこなっていた記憶が、今思えばない。


    「つまり教師とは本来ＮＰＣのようなものじゃ。なのに鈴木先生はそうではない。存在感も強いし、その場に応じての会話も成立する。しかしながら、幻に取り込まれたクラスメートではない。となると、ネットゲームでいえば運営側──この世界で言えば、魔王、いや正確に言えば魔王の意志の残ざん滓しのようなものじゃろう」


    　プリシラは先生の横顔に、強い視線を注ぎながら、先生の言葉を待つ。


    　先生は、解答の正否を告げることを焦じらすクイズ番組の司会者のように、プリシラを横目で見ながら無言を保たもち続けた。


    　だが、やがて、微ほほ笑えみながらゆっくりと口を開いた。


    「なるほど。さすがはあの方々の末まつ裔えい、頭も切れるし注意力もある。何より、勇気がおありだ」


    「お褒ほめにあずかり光栄じゃ。あの方というのは、妾わらわのご先祖様のことじゃな？」


    「ええ。そうです」


    　プリシラのご先祖様を知っているということは──。


    　俺は生なま唾つばを飲み込んで、階段の下から先生の後ろ姿を仰あおぎ見る。その少しくたびれた背広姿は、どう見ても俺たちの知る、担任の鈴木先生のものと違いなかった。


    　鈴木先生とプリシラは、二年一組の教室を目指し、ゆっくりと階段を上ってゆく。


    「私が魔王だとしたら、どうします。討伐なさいますか」


    「討伐はもうされておるんじゃろ。今ここにおるのは、魔王の意志、その残り火のようなもの」


    「よく、ご存じで」


    「それに魔王の作り出した幻の中で、魔王を倒そうとしても意味がない。魔法による幻術を破るにはルールがあるからの。これまでにも、先生をみんなで取り囲んでフルボッコにしたところで、この幻より出ることはかなわなかったはずじゃ。逆に、魔王のほうも幻の中で直接妾たちを害せないからこそ、回りくどい手法を採る」


    「そうですね。その通りです」


    「それに、仮にも教師を取り囲んでボコるのは、あんまりいい絵え面づらではないしのう。八十年代の校内暴力全盛時ならいざ知らず」


    「千年前の、まだ冒険者たちが荒っぽかった時代ならいざ知らず」


    「フン、魔王ジョークかや。笑えぬの」


    「先生、とお呼びください、プリシラ王女」


    「それは失礼しましたぞよ、先生」


    　皮肉を込めた口調で、プリシラは訂正する。


    「それに、この幻ももう終わりじゃ。全員がこの世界を幻であると自覚したいま、あとはそれをみなで望めば元の世界に戻れる」


    「それで、本当にいいんですか？」


    　先生は、一際優しい声で言った。


    「幻が現在に追いついたとき、幻の中の者たちは、閉じた因果の中で永遠に同じ時間の流れを繰くり返すのです。甘やかで幸福な時間を、永遠に──それは幸せなことだとは思いませんか？」


    　やはりプリシラが以前に予測したように、この幻の中で修学旅行に出発すると、再び一年生の春から同じ時の流れを繰り返すことになるらしい。


    「幸せじゃと？」


    「青春時代が充実したものであるならば、それを繰り返したいと思うのは当然でしょう。しかし、本来なら決してそんなことはできない。また、青春時代が不遇なものであれば、それを挽回したいと思うのもまた当然。ですが、それもまた叶かなわぬ夢。十代の風景は、それからの人生では決して取り戻すことはできない」


    　先生の言葉を、プリシラは黙って聞いている。


    「でも、この幻の中ならそれができる。楽しい風景を何度も繰り返し、そして失敗は何度でも挽回できる。自分の行動を変え、付き合う人間を変え、青春という輝かしい時間だけを、何度でも何度でも繰り返すことができる。それは、素晴らしいことだとは思いませんか」


    　なるほど、これが魔王か。


    　その言葉はじわじわと俺の足下に這はい寄り、そして、心の深いところへ入り込もうと触手を伸ばす。でも──。


    「ふむ、学園シミュレーションを無限に繰り返せるということじゃな。そりゃ楽しいじゃろうな」


    　プリシラは、先生を真まっ直すぐに見返して言った。


    　先生も──魔王もまた、プリシラの真意を窺うかがうように、その眼の中を真っ直ぐに覗のぞき込む。


    「悪い話ではないのかものう。沢さわ木きよ、どうする？」


    　プリシラは階段上から俺を振り返る。


    「俺は、現実へ還かえる」


    「おっ、ノータイム。優柔不断なおぬしにしては珍しいのう」


    　俺も、先生を真っ直ぐに見返す。考えてみれば、現実の世界でも、鈴すず木き先生とこうやって正面を切って会話をすることがあっただろうか。


    「確かに、たくさんの後悔はあります。やりたかったことや、やっておけばよかったってことは山ほどある。あんなことを言わなきゃよかったとか、あそこで何であの言葉が言えなかったんだろうとか、そういうことは数え切れません」


    　先生は、黙って俺の言葉を聞いている。


    　まるで、授業中に質問を受けたときのように。


    「でも、それも含めて俺なんです。無限に繰くり返せる青春時代なんて、たぶん砂みたいに味気ない」


    「沢さわ木きの言う通りじゃ。ギャルゲーも最初に選んだヒロイン攻略の時はドキドキしておっても、全ヒロインをコンプリートしようとするうち、後半ただの作業になってしまうんじゃ！」


    　ギャルゲーが通じなかったのか、それとも通じたからこそか、魔王は微妙にその表情を歪ゆがませた。


    「最初の青春だけが本物なんじゃ！　じゃから、妾わらわたちは甘い幻の誘惑になど負けぬ！　辛つらさもしょっぱさも含めて、それがたった一度の青春なんじゃ！」


    「なるほど。それが、あなた達の答えですね」


    　先生は歩を進めながら、プリシラに優しげな視線を送った。


    　そして、俺の方も振り向き、小さく頷うなずいた。


    「待つんじゃ先生。まだ生徒の質問が残っておるぞよ」


    　プリシラは指先までピンと伸ばして、高々と手を挙げた。


    「──いいでしょう。答えられることであれば。それではプリシラさん」


    　先生は苦笑しつつ、プリシラを指した。


    「はい！　そもそも、魔王はなんでこんなことをしたんじゃろか？」


    「なぜ、とは」


    「魔王を討伐しにきた勇者パーティを幻術で誑たぶらかすのならばわかる。じゃが、修学旅行生をこのような目に遭わせて何の利があるというんじゃ。闇やみの世の恐怖と権威の象徴であった居城を、家族連れやカップルで是ぜ非ひとも訪れたいテーマパークにされた意趣返しとでも言うつもりかや？」


    「それけっこう理由になるよな……」


    「あっ、確かにのう」


    　そんな俺たちの会話に苦笑しつつ、先生は言った。


    「魔王は、人間に興味があるのかもしれません」


    「ほう？」


    「人は何故過去に留まらず、前に進もうとするのか。その答えが知りたいのかもしれません。だからこそ、甘やかな過去を見せて人を誘惑する」


    「ふむ」


    「……仮説ですが」


    「自分のことなのに仮説かや。答えになっておるような、ならぬような──じゃが、その曖あい昧まいさはいかにも魔王らしいのう」


    　プリシラは納得したように頷いた。


    「そして、あなた達もまた、先へ進むことを選んだ。さあ、あなた達の教室です」


    　先生の言う通り、いつしか俺たちは二年一組の教室の前に辿たどり着いていた。


    「よし、プリシラ、ドアを開けてくれ」


    　段ボール箱を抱かかえているので、俺は両手が塞ふさがっていてドアを開けられない。


    　プリシラは頷うなずいてドアに手をかけるが、そこでぴたりと動きを止めて、ドアから手を離した。


    「おい、プリシラ？」


    　プリシラは俺の呼び掛けに応こたえず、少し後ろに控えている先生に──魔王に向き合った。


    「──魔王よ。人の世を脅おびやかしつづけた貴様に、人の世の統治者の血統たる妾わらわが、このようなことを言うてはいかんのかもしれぬ。じゃが、この幻の中に置いてゆく言葉を言わせてくれ」


    　先生は無言で、プリシラを見つめている。


    　プリシラは小さく頷くと、先生を正面から見据えた。


    「ほかの皆にとっては二度目でも、妾にとってははじめての学校生活じゃった。修学旅行だけでなく、みなと机を並べ、学び、遊び、ともに過ごす時間を得ることができた。たとえ幻の中でも、妾にとってはただ一度きりの──一度きりの学園生活じゃった！　一度きりの青春じゃった！　……それは、本来決して得られぬはずの、望んでも得られぬはずのものじゃった！」


    　プリシラは少し涙声になりながらも、最後まで言葉を振り絞った。


    「じゃから──おぬしがそれを妾にくれたこと、感謝するぞよ！」


    　先生は、魔王は何も答えない。ただ、微笑しながらプリシラを見返し、ただほんのわずかに頷いた。


    　目尻に浮いた涙を拭ぬぐい、プリシラは再びドアに手をかけた。


    　そんなプリシラに、少し後ろから俺は言う。


    「そんな最終回みたいなこと言うなよ。まだ、俺たちの修学旅行は終わっちゃいないんだから」


    「──そう、じゃな」


    　プリシラは振り返らずに、バン！　と音を立てて勢いよく教室の扉を引き開けた。


    　そして、その中に颯さつ爽そうと飛び込んでいく。


    



    　　　　　　　　　　　　　　◇


    



    「それでは修学旅行のしおりを配布します。これは修学旅行委員の沢さわ木き君が作ってくれたものです」


    　先生がそう言ったとき、何人かのクラスメートの視線を感じて、俺は少し気恥ずかしくなった。俺は段ボール箱から修学旅行のしおりを取り出し、各列に人数分配っていく。


    　順送りに、しおりが全員の手元に行き渡ってゆく。


    「それでは沢木君、お願いします」


    　先生に促うながされて、俺は教壇に上がる。先生は教卓を離れ、教室の隅へ下がった。


    「それでは改めて、今回の修学旅行の旅程及および注意事項などを確認します。えっと、とりあえずしおりの三ページ目を開いてください」


    　俺の言葉に合わせて、教室中に紙の摺すれる小さな音が響く。それが絶えたタイミングで、俺は一度、教壇の上から教室中を見回し、一人一人の顔を確認する。


    「まあ、もうみんなもわかってると思うから確認するまでもないんだけど、今回の俺たちの修学旅行の行き先は──」


    　俺はチョークを手に取って、黒板に大きく『京都』と書く。


    　そして再び、みんなの方へと向き直り、また全員の表情を確認する。


    　ひとりひとりと視線が合うたびに、みんなが小さく頷うなずく。


    　ひとりひとり──。


    　若わか王おう子じ暁あきらが小さく頷き、そして最後にプリシラもまた、俺を見上げて頷いた。


    　俺はまた黒板の方を向いて、『京都』の右隣にチョークを叩たたき付け『・』を打つ。少し振り返ると、プリシラが口の端はを持ち上げてにやりと笑った。


    　そして俺は、チョークを走らせる。かつかつとチョークと黒板が触れ合う音が響く。


    　その三文字を書き終えると、俺は声をあげた。


    「というわけで、今回の修学旅行の行き先は、『京都・異世界』！」


    　俺がそう宣言した途端、教室の──いや、世界の輪郭が淡い光を放って崩れはじめた。


    　黒板が、机が、椅い子すが、天井が。


    　そしてクラスメートのみんなが、その光の中に包まれ、溶けてゆく。


    　近くで──いや遠くで──周囲との距離感を失ってゆくなかで、どこからか拍手の音が聞こえる。視界の隅で、鈴すず木き先生が両手を打ち合わせていた。


    「皆さん。お忘れなきよう。これで安心して気を抜いてはいけません。もとの世界に帰るまでが、異世界修学旅行なのですから」


    　皮肉なのか激励なのか、魔王は最後まで先生の口調のまま、淡い光の中に消えていった。


    　そして、俺も、みんなも──。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　気がつくと、俺たちは全員、どこかの城の大広間のようなところに倒れていた。


    　どこかの城──考えるまでもなく、ここが魔王城なのだろう。


    　体を起こすと、周りでもみんながそれぞれに意識を取り戻しつつあった。


    　俺の隣には、プリシラがごろりと横になっていた。制服姿ではなく、ジャージ姿で。


    「うーん、むにゃむにゃ。もう食べられないぞよ～」


    「どんだけベタなんだよお前は。つーか幻もそんな終わり方じゃなかっただろ」


    　苦笑しつつプリシラを揺り起こそうとすると、横から手が伸びてきて、プリシラの頬ほおをつねった。


    「うにゅ！　たこ焼きの中からクラーケンが！　ぐあっ、やめっ、いたたたたたたた！」


    　若わか王おう子じがニヤニヤしながら、嬉しそうにプリシラの頬をつねり上げている。


    「よう、久し振り──でいいのかな」


    　プリシラをつねり続けたまま、若王子は顔をこちらへ向けた。


    「──ああ、久し振り」


    「沢さわ木き。あのさ」


    　プリシラの頬から手を離さないまま、若王子は口を開いた。


    　幻の中とはいえ、あんなことがあったのだ。俺は若王子の眼をこんな近くで正面から見るのが怖くて──でも、もう逃げないと決めたから、視線を逸そらさずに応こたえた。


    「うん、何だ？」


    「油性ペンある？」


    「……は？」


    　俺がぽかんとした表情を浮かべていると、若王子は左手でプリシラの顔をつねりながら、右でペンを握にぎるジェスチャーをして、プリシラの前でくるくると動かし、くつくつと笑った。


    「ぬあっ、くそっ、巨大たこ焼きにしてくれ……うぬ……？」


    　ようやく、プリシラは薄目を開ける。


    「あ、くそ、起きちめえやんの。先に何か書けばよかった」


    　その顔を覗のぞき込むように、若王子は自分の顔を近付けていく。


    「よう、プリシラ。お前は、はじめまして──でいいのか？」


    「んぬ……」


    　プリシラはゆっくりと眼を開くと、寝ね惚ぼけているように、ゆっくりと左右を見回した。


    　が、いきなり素早く右手を伸ばし、若王子の頬を強くつねった。


    「痛っ！　てめ、この！」


    「はじめまして！　──の気がせぬのう！　なんか一年半くらい、おぬしと付き合ってきた気分じゃ！」


    「そうかそうか、はははは！　実は私もだ！　ははははは！」


    「はははは！」


    　二人の少女は、互いに思い切り頬ほおをつねり合いながら、笑っていた。


    　幻は幻、俺たちにとって二度目の高校生活は、泡のように消えてもう何の意味も持たない。でも、プリシラにとってただ一度の高校生活は、しっかりとそこで友達を作っていたらしい。


    　いつの間にか体を起こしていた綾あやちゃんも、そんな二人を見ておかしそうに笑っていた。


    　と、そのとき、ハイなテンションでバカ笑いしていたプリシラの表情が、いきなり固まった。


    「あ、あ、あ……」


    　プリシラが若わか王おう子じの頬から指を離し、すっと前を──俺にとっては背後のほうを指差す。


    　俺と若王子も、つられてそちらへと顔をやる。


    　そこに立っていたのは──。


    「あ、先生、おはようございまっす」


    　固まる俺とプリシラをよそに、若王子が普通の口調で言った。


    　魔王が、鈴すず木き先生が、そこに立っていた。


    「な、な、なんで幻が解けたのにまだ魔王がここにおるんじゃ！」


    「あん？　魔王？」


    　若王子が大きく首を傾かしげた。


    「じゃって、この異世界にはおらぬはずの──みんなの記憶の中にある像をつかって魔王が──」


    「いや、先生もこの異世界に飛ばされたんだって。つってもここに合流したのは三日くらい──あの幻の世界に入る三日くらい前だけどな」


    　まだ俺たちの困惑の意味がわかっていないのか、若王子が先生と俺たちを交互に見やる。


    「あ、あの……」


    　成り行きを見ていた時とき任とうが、おずおずと手を挙げた。


    「ひょっとして、まだプリシラ王女が会ったことない人が十一人いるっていうの、全員生徒だと思ってたんですか？　いや、先生も含めて十一人ってつもりだったんですけど。あの時は、すぐに会うんだから、誰がいるかの内訳まで説明しなくてもいいかと思って」


    　そんな時任の言葉で、あっさりと説明がついた。


    　つまり、あのとき雷に打たれて異世界へとやって来たのは俺たちだけじゃない。あの場にいた先生もまた、俺たちと一緒にこの異世界へとやって来ていたのだ。


    「じゃ、じゃが……」


    「そういうわけで、すいません、プリシラ王女。実は私、魔王じゃありませんでした」


    「は？」


    「ただの高校教師です」


    「はぁ!?」


    「つまり、プリシラ王女の推理はハズレというわけです」


    　先生の宣告に、プリシラは愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。


    「じゃあ幻の中での思わせぶりな会話は何だったんじゃ！」


    「私は、みなさんのことを信じていましたよ。ですが、教師があまり出すぎた真ま似ねをするのも良くないと思い……そういうジレンマは向こうの世界と同じですね」


    「くそっ、このクラスの担任ということを忘れておったぞよ！　担任教師まで曲くせ者ものじゃったとは！」


    　悔しがるプリシラを前に、鈴すず木き先生はいつもの微笑を崩さない。


    　だが──。それはそれで、俺にとっては大きな違和感があった。少なくとも一年半の間──現実世界での一年半の間、鈴木先生が曲者だなんてイメージを俺は一度たりとも持ったことがなかったからだ。


    　いつも穏やかで物静かで、生徒にさえ敬語で接する中年の先生。


    　それくらいのイメージしかなかった。


    　もっとも、俺たちはこの異世界で宝たから田だ舞まいという少女に対するイメージをガラッと変えたのだから、そういうこともあるのかもしれないのだが。


    「……あれ？　ちょっと待てよ、クラス三十二人全員の居所がわかったと思ってたうちの一人が先生だったってことは……」


    　そんな俺の考えを遮さえぎるように、プリシラが部屋にいるクラスメート全員を見回して言った。


    「じゃが、先生が魔王でないとしたら、じゃあ魔王っていったい誰だったんじゃ。結局、あの幻の中にはおらなんだのかや？」


    　その時だった。


    　その場に横になっていた闇やみのＣＥＯこと佐さ々さ木きの口の中から、勢いよく黒い煙が吹き出したかと思うと、みるみるうちに宙に集まり、ひとつの形をなしていった。


    「──人間の娘。きさまはかつて我を打ち倒した者の末まつ裔えいであるな」


    　黒い煙はぼんやりと人の顔のようなものを形作り、そこから低い声を発した。


    「ええ……。佐々木かや……。なんか妾わらわ、がっかり」


    「まあな……。いや確かに幻の中でも闇の覇王ぶってたけど」


    　そんな俺たちの落胆をよそに、宙に浮かんだ黒い塊かたまり──肉体は既に滅ぼされたあとなので、プリシラの言うところの魔王の意志の残り火は、人間の言葉を発した。


    「嗚あ呼あ──。そうか、そうであったか──。今に至るまで、我でさえ気付かなんだわ。懐なつかしさというものは、我とは無縁の感情であると思っていたがな──」


    　黒い煙の中心から、枯れた老人のかすれ声のような──深い深い洞どう窟くつの奥へと風が吹き抜けていくような、そんな声が響いた。


    「──人間の娘。きさまはかつて我を打ち倒した者の末まつ裔えいであるな」


    　魔王は、同じ台詞せりふを繰くり返した。「はい」か「いいえ」のどちらかをちゃんと選ばないと話が堂々巡りする、クラシックな会話術の魔王なのかもしれない。


    「あー、はいはい。そうじゃそうじゃ。よりによって佐さ々さ木きを隠れ蓑みのに選ぶようなセンスのない魔王なんかに興味はないぞよ」


    　プリシラは本当に興味を失ったように、ぞんざいに言う。


    「並び立つ者のひとりとしてない孤峰高きに君臨する、魔に連なるものたちの王として……。闇やみの深きに棲すむ、蛆うじよりなお低き底を這はいずる堕おち神として……。かつての友たる、貴様の帰還を歓迎しよう……。呪のろいに充ち満ちた祝福を贈ろう……」


    　魔王は低く深く響く声でそれっぽい言葉を並べてゆくが、どうにも空気が弛し緩かんしきって、魔王を前にしているという緊張感に欠ける。何と言うか、修学旅行の夜、みんなが半分徹夜したあとの朝食時に、学年主任が長々と誰も聞いていない話をしているときのような感じだ。


    「友達がいないというだけのことを自慢げに難しい言葉で言うなっ！」


    「そうじゃそうじゃ！」


    「つーかいきなり出てきて誰だお前！　入場パスは買ったんだろうな！」


    「そうじゃそうじゃ！」


    「若わか王おう子じにプリシラ、お前らちょっと黙ってろ」


    　二人は幻の中でそうだったように、ぴったりと息が合っている。


    　しかし、そもそも本来ここは魔王の城なので、入場パスを買わせるのはお門違いだ。


    「ていうか、妾わらわも妾のご先祖様も、べつに魔王などの友ではないわ」


    「否。我らは確かに朋友ともであった。互いの喉のどに刃を突つき立てるべく剣を握にぎり、その骨肉を相あい食はみ、屍しかばねの山河にて抱ほう擁ようを交わした。あの濃密な刻ときの中で、我らは確かに友であった」


    　その言葉に、宝たから田だと和泉いずみがほんの僅わずかに視線を交わした。


    「──千余年の時を経て、怨おん念ねんが今や撞どう着ちやくに変じたわ」


    　喜き悦えつさえ含んだ声で、魔王は言う。佐々木は倒れたままぶくぶくと泡を吹いている。あとでエリクサーをかけてやろう。


    　そんな饒じよう舌ぜつに喋しやべり続ける魔王の言葉を聞きながら、これまでに聞いた客人神まろうどと魔王との千年にわたる因いん縁ねんにまつわるさまざまな断片を思い返していったとき、俺の頭の片隅にひとつの仮説が浮かんだ。


    　先生が魔王ではないとしたら、なぜあれほどまでに、魔王の作り出す幻に詳しかったのか。


    　千年の間、客人神は十代の少年少女のみだった。そこに先生というイレギュラーが発生したのは何故なのか。


    　プリシラが客人神まろうどの伝説を通して知った日本のサブカル知識は、昭和五十年代以降のもの。そして、プリシラが言うには客人神は、千年前からおよそ百年周期でこの異世界を訪れてきたという。概算だが、異世界では千年が経っている間に、俺たちの世界では約三～四十年の時間が経過しているということだ。最初の客人神が高校生だったとして、今の俺たちとの現在の年齢差を推測すると──。


    「我はかつて、永えい劫ごうの時を汝なんじとともに分かち合おうとした！　その手を撥はね除のけた男がいま、老いた肉の身を引ひき摺ずって我が前に舞い戻ってきた！　震ふるえるぞ人間！　人の神か魔の神か、いずれでも構かまわぬ。この筋書きを書いた者に感謝しようぞ！」


    「相変わらず、大仰な言葉でよく喋しやべるやつだ。──だが、今やそれも懐なつかしい」


    　先生は、まるで旧ふるい友に再会したように、眼を細めた。その顔には笑顔が──しかし、いつもの柔和なものではない、力強さと寂さびしさが同居したような笑顔が貼り付いていた。


    「ああ──。俺も、幾度もお前のことを思ったよ」


    　俺、という先生の一人称を、お前、という二人称を、俺たちは初めて聞いた。


    　先生の笑みに応こたえるように、魔王も──宙に浮かぶ闇やみの塊かたまりもまた、笑ったように歪ゆがんだ。


    「断たれた因果の鎖を繋つなぎ合わせ、時の軛くびきを打ち壊し、世界の垣までをも越え、よくぞ我が眼前に還かえってきた。弱く、脆もろく、儚はかなく、時の流れに抗あらがう術すべを持たぬ人の子よ。怨敵よ、輩ともがらよ、我の合わせ鏡、我の半身、ただひとりの友よ、この世界にジャガイモをもたらした者よ──」


    　その言葉に、宝たから田だがぴくりと震えた。


    　万感の思いを込め、そして魔王はその名を呼んだ。


    



    　──千年前、我を打ち滅ぼせしはじまりの客人神。勇者、ひろゆきよ！


    



    



    


  


  
    



    　　　あとがき


    



    　いきなりですが、冒頭のアレについて。担当さんも元ネタがわからなかったようなのでここに書いておきますと、日本球界史において稀代のヒーロー長なが嶋しま茂しげ雄おと、同時代に巨人軍入りした二人の選手の運命をめぐる、沢さわ木き耕こう太た郎ろうの傑作ノンフィクション『三人の三塁手』です。


    　さらに余談ですが、本作の構想段階で「魅力的な旅について書かれた本といえば？」と考えたとき、真っ先に思い浮かんだのが、これまた沢木耕太郎の傑作紀行小説『深夜特急』でした。そんなわけで、そこにあやかって本作の主人公を沢木浩こう介すけと名付けました。


    　現在進行形でそのただ中にいる彼に限らず、大抵の人の高校生活というものは、いい思い出とともに、沢山の後悔にもまみれているものだと思います。というか自分もそうです。でも、旅の中での失敗こそが強い思い出になるように、時を経た今になって自分の高校生活を思い返してみると、その苦さもまた熟成されていい味わいになっているような気がします。


    　ということで、修学旅行中に学校生活を体験するという、内と外が引っ繰り返ったような、異世界修学旅行の六巻でした。お楽しみいただけたならば幸いです。本作があなたの手元に届くまでに携たずさわってくださった全ての人々、そして誰よりあなたに最大限の感謝を。


    
      岡おか本もとタクヤ

    

  


  
    岡本タクヤ


    Takuya Okamoto


    



    東京都在住。好きな粉モノは明石焼きです。好きだった学食のメニューは肉うどんです。「読売中高生新聞」にて、本作の番外編『異世界修学旅行ＤＸ』を連載中。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    異世界修学旅行　６
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